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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
























口絵・本文イラスト　小河原　亮










　目次










プロローグ

第１章　銀色の魔ま獣じゆう

第２章　サブナックの殺さつ戮りく者しや

第３章　ホモ・ファルサス

第４章　笑うラザルス

第５章　不死者たちの闘たたかい

第６章　錬れん金きん術じゆつ師しの遺い産さん

エピローグ







　あとがき










プロローグ









「擬ぎ獣じゆうだーっ！　擬獣が来る!!」

　野の太ぶとい男の叫さけびが、穏おだやかな村の空気を破った。

　一見、何の変へん哲てつもない辺へん境きようの小集落──だが、その周囲は丸太を組み上げ土ど囊のうを積つんで補ほ強きようした防ぼう柵さくによって囲われ、柵の側には高い物もの見み櫓やぐらまで築かれている。

　遠くから眺ながめるとまるで砦とりでのようだ。

　大声を張り上げたのは、櫓の上で見張り番についていた二人組の片割れだった。

「西の森からだ──まっすぐ村に向かってくるぞ!!　急げ！　女子供、老人は早く家の中に避ひ難なんしろぉーっ!!」

　激はげしく半はん鐘しようが打ち鳴らされ、五分と経たたぬうちに村全体がパニックに陥おちいっていた。

　相あい棒ぼうが警けい告こくを発している間にも、もう一人の見張りは双そう眼がん鏡きようを覗のぞきこみ、身じろぎもせず西の方角に目を凝こらしている。

　双眼鏡の視界の中で──村人たちを恐きよう慌こうに陥おとしいれた元げん凶きようは、森の樹木に見え隠れしながら次第にその全身を現し始めていた。

　それは体長五メートルを超える、六本足の大おお蜥と蜴かげとしか形容しようのない生き物だった。

　ただし陽光を照り返してぬめぬめと光る生白い肌はだには一枚の鱗うろこも見あたらず、さらには目も鼻もないのっぺりした頭の先で、なぜかそこだけ人間によく似たあぎとが乱らん杙ぐい歯ばを剝むき出している。

　長い胴どう体たいを尺しやく取とり虫のように蠕ぜん動どうさせ、六本の足をせわしなく動かしながらもの凄すごいスピードで村めがけて突進してくるのだ。

　まともな動物ではない。さりとて魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいでもない。

　だから『擬獣』──人々はそう呼んでいる。

　およそ百年前、何ど処こからともなく大たい挙きよして襲しゆう来らいし、この国を滅めつ亡ぼう寸前にまで追いつめた忌いまわしい獣たちの末まつ裔えい──。

「一匹だけか……だが、もし村に突っ込まれたらそれだけで大事に──」

　そうつぶやきかけたとき、視界の隅すみに何かが飛び込んだ。

「──なに!?」

　森の出口から村へと広がる、差さし渡わたし三百メートルほどの丈の低い草原。

　その真ん中を、小さな二つの人影がひょこひょこと横切っていく。

　先頭を行くのは、赤いケープをまとった小こ柄がらな娘。年ねん齢れいにしてせいぜい十四、五というところか。

　少し遅れて、彼女よりいくらか年下と思しき少年が続く。

　姉弟だろうか──顔かたちがよく似ている。

　少女はうなじのあたりで斜ななめに切りそろえたショートヘアを揺ゆらし、はしゃいだ様子で背はい後ごの少年に何ごとか話しかけていた。

「おい!?　あんな所に人が──子供がいるぞっ!!」

　見張り番の男は血けつ相そうを変えて相棒に告つげた。

「何だとぉ？　馬ば鹿か言え！　女子供はみんな避ひ難なんさせたはずだ」

「村の者じゃない！　あの服装は、たぶん旅行者だ」

　お喋しやべりに夢中になっているのか、二人の幼い旅人は接せつ近きんする擬獣の存そん在ざいには全く気づいていない様だった。

「た、たいへんだ！　早く教えてやらねえと──」

「もう手遅れだよ……あの距きよ離りじゃあ、走っても逃げられない」




「ひぃやぁああああああ──っっ!!」

　ぺったりと地面に座り込み、少年は肺はいから悲鳴を絞しぼり出した。

　卵たまごの様な輪りん郭かくの顔に、優やさしげな目鼻立ち。

　育ちのよさそうな美少年である。

　だが、今は丸っこい大きな瞳ひとみをめいっぱい見開き、恥はじも外がい聞ぶんもなく端たん整せいな顔面をひきつらせていた。

「バ、バ、バ、バ──」

　バケモノ、と言いたかったのであろう。

　森の木々をなぎ倒しながら唐とう突とつに出現した怪物──身の丈たけ五メートルの大蜥蜴──が眼がん前ぜんに迫せまって来たのだ。

　大の男でも悲鳴を上げたくなる状況ではある。

「う、あ、た、た、助け……」

　腰を抜かしたままずるずる後ずさり、

「うわあああああん！　姉さぁ──ん!!」

「だぁ──っ鬱うつ陶とうしい!!　情けない声出さないでよっ!!」

　すがりつこうとした連れの少年を、少女はどかっと突き放した。

　少年同様にあどけない顔立ちの娘だが、性格は全然違ちがうようだ。

「だ、だ、だってオバケが──」

「あれはオバケじゃなくて擬獣だってば！　ったくもお、何度教えたら憶おぼえるの!?」

「こ、この状況でそんなコト言われても……」

「ラッセル、あんた男の子でしょ!?　都市破壊クラスの大型擬獣ならまだしも、こーんなチビっこいザコ相手にビビってどーすんの！」

　村に向かおうとしていた擬獣の動きが止まった。

　悪口が耳に入った──というわけでもないだろうが、ぐにゃりと首だけ曲げて振り返り、二人の様よう子すをうかがっている。

「うわあん、こっち向いたよう！」

「泣くんじゃないわよ！　いいこと、ケンカは気合いよ！　目を逸そらしちゃダメ、逆に相手の目を睨にらみつけて圧あつ倒とうするの！」

「無茶言わないでよ！　あいつ、目なんかないじゃないかぁ！」

「あ。それもそーか」

　などと言っている間に、擬獣は巧たくみに胴体をくねらせて反はん転てんしていた。

　さしずめメインディッシュの村を襲う前に、飛び入りのオードブルを賞しよう味みしてやろうという風情である。

　角つの笛ぶえの音ね色いろのような咆ほう哮こうも高らかに躍おどりかかってきた。

「きゃん!?」

「うわああああっ!?」

　少女と弟は間かん一いつ髪ぱつでよけ、草むらの上に倒れこむ。

　弟はそれっきり頭を抱かかえてうずくまっているが、姉の方は眉まゆをつり上げてすぐさま立ち上がった。

「いったーい……もう怒ったわよぉ」

　腰に両手を当て、負けん気の強そうな大きな瞳ひとみでキッと擬獣を睨み付ける。

　丈の短いスカートからのぞく足が、まだ子供のように細い。

　ショートカットの前髪が揺ゆれ──その下で何かが光った。

　彼女の額ひたい──眉み間けんの少し上あたり──に張り付いた、あるいは埋うめ込こまれたような逆三角形の小さなプレート。

　一辺が約ニセンチほど、翠すい玉ぎよくを思わせる緑色の結けつ晶しよう体たい──。

「あたしを誰だと思ってんのよ？　このユピテル様はねーっ、王都の異い術じゆつ学院でも敵なしだったんだから！」

　もちろん、擬獣は彼女の言葉なんか聞いていなかった。

　分厚い唇くちびるを嗤わらいの形に歪ゆがめ、巨体を左右に揺ゆらしながら再び襲いかかるタイミングを計っている。




　数秒後、閃せん光こうと共に激しい爆発が大地を震しん動どうさせた。




　同時に発生した衝しよう撃げき波はが一瞬の間をおいて村の防柵に到達し、物見櫓を嵐の中の柳やなぎのように揺さぶった。

「ひええぇええええ!?」

「ぅどわあぁ～～っ!!」

　振り飛ばされまいと必死の形ぎよう相そうで櫓にしがみつく見張り番の男たち。

　いい迷めい惑わくである。

　宙高く舞い上がる土つち埃ぼこりと草の切れ端はし──

　焼け爛ただれた身体の一部から白煙を上げ、よたよたと森の方へ引き返していく擬獣の姿。

　少女は目を半眼に閉じ、瞑想するような面もちで立っている。

　額の石──緑色の結晶体が、彼女の呼吸に合わせるように短い間かん隔かくで明めい滅めつを繰り返していた。




「そうか……あの娘、異術師だ！」

　見張り番の片割れが、かすれた声で叫んだ。

「異術師ってぇと……街にいるっていう、例の魔法使いみたいな連中かよ？」

「ああ。俺も実物を見るのは初めてだ……何でも、あの額に埋め込んだ石──確か『タブレット』とかいったかな──あれで不思議な力を操あやつるらしいが」

「お、おい──こっちに来るぞ!?」




　逃げ帰っていく擬獣には目もくれず、異術師──額に石を持つ少女は村目め指ざして小走りに近づいて来た。

　物見櫓の真下までたどり着いたところでひょいと顔を上げ、

「あのーっ、すいませーん！」

　口に手を添そえ、少し舌したっ足たらずだがよく通る声で叫んた。

「あたしの弟、知りませんかーっ!?　あの、十三歳の男の子でぇ、名前はラッセルってゆーんですけどぉ」

「……はあ？」

　見張り番の男たちは顔を見合わせた。

　言われてみれば、もう一人の少年の方がいつの間にか姿を消している。

「あ──っ、いたいたいたぁ！」

　男たちが何か言う前に、少女──ユピテルは防柵に沿って走り出していた。

　物見櫓のすぐ近く、防柵の中程の高さの場所に──少年がいた。

　丸太と丸太の間に頭から突っ込み、半ズボンからのぞく足をジタバタさせている。

「た……助け……てぇ」

　弱々しい声で、それだけ言うのがやっとの様子だった。

「さっきの爆発で、ここまで飛ばされてきたのか……」

「む、惨むごすぎる……」

　男たちは啞あ然ぜんとしてつぶやいたが、ユピテルはさして驚いた顔もせず、猫ねこのように器き用ように柵によじ登って弟の回収、いや救出にかかっていた。

「ふぇえ～ん、怖こわかったよう」

「ほらほら、泣かないのぉ」

　幻児をあやすようにケープの裾すそで涙なみだを拭ぬぐってやり、

「もう怖いコトないのよー、擬獣は姉さんが追っ払ったから！」

（怖いのは別の理由だと思うが……）

　男の一人は思ったが、口には出さなかった。

　いつの間にか──防柵の内側には、手に手に得え物ものを持った村人たちが鈴なりになって詰つめかけていた。

　大半は手て製せいの槍やりやクロスボウといった粗そ末まつな武器だが、中には旧式のライフル銃じゆうを携たずさえた猟りよう師しの姿も見える。

　おおかた擬獣を防ぐためおっとり刀で駆かけつけてきたのだろうが、今では呆気あつけにとられた表情で姉弟の挙きよ動どうを見守っていた。

「ね、姉さん……あの人たち、何であんな怖い顔してぼくらのこと睨んでるの？」

　ようやく地面に降ろされたラッセルが、怯おびえた目で姉に尋たずねた。

　ユピテルはちらっと村人たちを見やり、

「ホント、何かしら……あんたが柵を壊しちゃったから、怒ってるのかなあ？」

「そ、そんな……ぼく、わざとやったんじゃあ」

「まーここはあたしに任まかせて。うまいこと謝あやまったげるから……その代わり、柵の修しゆう理りはあんたがやるのよぉ」

「……う、うん」

　泣きべそをかいたまま、少年はこくりとうなずいた。

　防柵の通用門が開き、十数名の村人たちがぞろぞろ外に出てきた。

　村の護まもりを担になうだけあって、いずれも二十代から五十歳くらいまでの屈くつ強きようの村男たち──だが、間もなくその後方から杖つえをついた老ろう爺やが進み出た。

「もし、そこのお嬢さん……旅の異術師さまとお見受けしましたが」

「え？　は、はい。まー、そのよーなモノですけどぉ」

「おお、やはり」

　老人はおもむろに杖を置き、地面にひざまずいて深々と頭を下げた。

「今さっきの怪物は、このロムルスの村を長いこと悩ませていた性しよう悪わるの擬獣……いや、よくぞ追い払ってくださった。村民一同を代表して礼を言わせてくだされ」

「は？　はあ……そーなんですか」

　とりあえず謝ろう、と思っていた相手に先手を取られ、ユピテルは要よう領りようを得ない顔つきで目を瞬しばたたいた。

「失礼ですが、この地には異ソ術シ師エ協タ会スのお仕事で？」

「ち、違います違います！」

　少女はなぜか慌あわてた様よう子すで手を振り、

「仕事とか、そーゆーんじゃなくってぇ……その、弟と二人で気ままな自由旅行ってカンジ──かな？」

「左さ様ようでございますか？　では、これからどちらへ……？」

「えっと、特に決めてないんだけどぉ……このあたりで一番おっきな街──確かサブナックかしら？　にでも行こうかと」

「サブナックに？」老人は不ふ審しんそうに首を傾かしげた。

「しかしこの村は、あの街に続く街道からはだいぶ外れておりますが……もしや、道をお間違いになっているのでは？」

「あ、いーんですこれで。前に泊とまった村で、この先にある廃はい墟きよを抜ぬけてけば、ぐーんと近道になるって聞いたから」

「まさか……フォラスの廃墟を!?　し、しかしあそこは、この地方でも最大の擬獣の巣そう窟くつ。土地の者でも滅多めつたに足を踏み入れませんが……」

「なんか、そーらしいですねー」

　少女はほっぺをぽりぽり搔かいて苦笑した。

「その話なら、前の村でも耳タコになるくらい聞かされたから……あははっ」

「それでは、ご存じの上で……なるほど左様ですか」

　村長と思おぼしき老人は二、三回うなずくとすうっと立ち上がり、村人たちのところに戻って小声で何事かを相談し始めた。

　一部始し終じゆうを目撃した見張り番の二人が老人の前に呼ばれ、詳くわしい説明を求められているようだ。

「どうなってるの、姉さん？」

「さあ……とりあえず、柵の修理はやらなくて済すみそうだけど」

「やっぱり、この村の人にも止められるのかな？　危ないからやめとけって……」

「めんどくさいなぁ、もう。……もし話がこじれたら、ダッシュで逃げるからね。あんた遅れずについてくるのよ」

　数分の後──話がまとまったらしい。

「あのう、異術師さま」

　村長は再び姉弟の前に歩み寄り、改あらたまった口調で切り出した。

「もしフォラスの廃墟に行かれるとおっしゃいますなら──実は、折り入ってお願いいたしたい事があるのですが」








第１章　銀色の魔ま獣じゆう









〈わたしは、死なない。死ぬわけには、いかない〉

　彼女は低くつぶやき、顔を上げて周囲を見回した。

　いつしか陽ひは西に傾かたむき、鮮せん血けつのような夕ゆう映ばえが黙もく然ぜんと建たち並ぶ廃はい墟きよの建築物群を染そめ上げている。

　この街まちの名を、彼女は知らない。

　初めてこの地を踏んだとき、ここは既すでに見み捨すてられた死の街と化していたからだ。

　どす黒く焼け焦こげ、あちこちで崩ほう落らくしているとはいえ、なお堅けん牢ろうそうな壁かべや柱を遺のこした建物。

　ひび割れが走り、いたるところに瓦が礫れきの小山が積み上げられた石いし畳だたみの広い道路。

　ふと、あの建物一つ一つの窓に明かりが灯ともり、市いち場ばの道路が大勢の住民で賑にぎわった古いにしえの時代に思いを馳はせてみる。

　だが彼女の心には何の感かん慨がいも湧わかず、そんな想像もすぐに意識から振り払ってしまった。

〈──どうせ、つまらない連中だ。こいつらと同類の……〉

　視線を落とし、足元に点々と転がった小さな生き物の死し骸がいを見下ろす。

　彼女の目から見ればひどくちっぽけな、二本足で歩く獣けものたち。

　つい先刻まで建物の陰かげから陰へとすばしこく走り回り、蠅はえのように彼女にまとわりついていたそいつらも、今では無む惨ざんに潰つぶれかけた死体となって自分たちが蠅にたかられるのを待っている。

〈愚おろかな奴やつらだ。おとなしく、自分たちの巣すに籠こもっていればよいものを……〉

　だが、嘲あざけるように独ひとりごちる彼女も、また無傷ではなかった。

　全身の至いたる所に矢や銃弾が撃ち込まれ、動く度たびに鋭するどい痛みが走る。

　遠い昔、彼女がもの心ついた時分から、あの小さな獣たちとは幾いく度どとなく闘たたかってきたが、ここまで痛手を負おったのはさすがに初めてだった。

　奴らの武器は、日に日に進歩している。

　臆おく病びような生き物かと思えばひどく闘争心が旺おう盛せいなときもあるし、何より奴らは他のどの獣よりも悪わる知ぢ恵えに長たけている。

　ともあれ、今回も彼女は勝った。

　奴らも当分の間はこの廃墟に近づくまい──。

　耳まで裂さけた口から鋭するどい牙きばを剝むき出し、彼女は凄すさまじい哄こう笑しようを上げた。

〈わたしは死なん──人間などに殺されてたまるか！〉

　だがその言こと葉ばは、人の耳には廃墟の壁を揺るがして轟とどろく獣の咆ほう哮こうとしか聞こえない声だった。







「ちくしょー！　こんな仕事、引き受けるんじゃなかったぜ！」

　手にしたライフルの銃身を固く握にぎりしめ、吐はき捨てるようにティムが叫さけんだ。

　暗あん緑りよく色の野や戦せん服ふくに革かわの編あみ上げ靴ぐつ、肩や胸を護まもる簡かん易いなプロテクター。

　目だけを残して頭部をすっぽり覆おおうフルフェイスのヘルメット。

　いわゆる『復ふつ興こう時代』後期に見られる、典型的なヴァリシニア傭よう兵へいの出いで立ちである。

「なんてザマだい！　巣を攻撃する前に、こっちが不意打ち喰くらっちまうなんて──うう、ヤツぁ魔物だ、どだい俺おれたちの敵かなう相手じゃなかったんだ！」

「落ち着けよ、ティム。あいつは魔物なんかじゃない」

　向かい合って床ゆかに腰を下ろしたアルノーが言った。

　やはり野戦服と軽けい甲かつ冑ちゆうで身を固めているが、ヘルメットは被かぶっていない。

　まだ二は十た歳ち前の若者だが、場数を踏んでいるのか生き残った相あい棒ぼうよりもずっと冷静だった。

「ヤツは擬ぎ獣じゆう──昔の錬れん金きん術じゆつ師しどもが造った、まがい物の生物だ。別に悪魔が憑ついてるわけじゃないよ」

「何だって同じだ！　くっそおおお、こんなトコで死にたくねえ。なあアルノー、さっさとズラかろうぜ！」

「だから、落ち着けって。今下へ手たに動けば、奴に感づかれるぞ。他の連中みたいな目に遭あいたいのか？」

「……みんな……殺やられちまったのかなぁ」

「多分な。はっきり確かめたわけじゃないけど」

　現在、二人が身を潜ひそめているのは、廃はい墟きよの一角に残った三階建ての建物──元はアパートか何かだったらしい──の二階である。

　部屋の窓から見下ろせば、つい先刻まで行動を共にしていた傭兵たちのうち何人かの姿が見えた。

　歴戦の傭兵で部隊のリーダーを務つとめていたザックスは、不意打ちを喰らったとき真っ先に引き裂かれ、二つの肉にく塊かいとなって路上に転がっている。

　ガスパールは刃渡り二メートルのグレート・ソードを軽々と振り回す豪ごう放ほうな大男だったが、自じ慢まんの大剣もろとも嚙かみ砕くだかれミンチの山になった。

　クロスボウの名めい手しゆで傭兵らしからぬ優やさ男おとこだったアレシウスは、建物の壁に叩たたきつけられ地面から十メートルほどの高さで潰つぶれた果実のような姿となって今もべっとり張り付いている。

　他の仲間たち──といっても今回の仕事のためにたまたまチームを組んだというだけの間あいだ柄がらだが──がどうなったか定かでないが、建物の外から響ひびいていた銃声や悲ひ鳴めいがすっかり途と絶だえたところから見て、彼ら二人を残して全ぜん滅めつしてしまったのだろう。

「やっぱり、並の剣や銃じゃ歯が立たねえ……せめて、異い術じゆつ師しの二、三人も連れて来てりゃあなぁ」

「今さら遅いよ。だいいち、異ソ術シ師エ協タ会スが擬獣退たい治じを渋しぶったから、街の連中が俺たち傭兵を雇やとったんだろう？」

「だがよ、相手があんなバケモノだと判ってりゃあ……」

「俺だって今までいろんな擬獣を見てきたけど、あんな手て強ごわい奴やつは初めてだ。おおかたソシエタスの連中、それを知ってて異術師の派は遣けんを見合わせたんだろうな」

「ふざけやがって！　俺たちゃハメられたようなもんじゃねえか。サブナックの商人ども、退治できなかったからって残金の支払いを渋しぶりやがったら、ケツに一発ずつぶち込んでやる！」

「生きて帰れればな……」

　床が微かすかに震動し、同時に窓の外から地鳴りのような足音が近づく。

「ひいぃっ！」

　壁かべ際ぎわに張り付き、怯おびえたように呻うめくティム。

「野や郎ろう、戻もどってきやがったか！」

　アルノーはこちらの姿を悟さとられぬよう、慎しん重ちように窓の外をのぞいた。

　彼らが隠かくれているアパートはＴ字路のちょうど突き当たりにあり、窓から見下ろすと左右と正面、三本の道路が見渡せる位置にあった。

　間もなく、左の街角からそいつは姿を現した。

　一見、虎とらか豹ひように似にた四足の獣──ただし、体高だけで十メートルはあろうかという巨体である。

　体たい軀くの大きさを別にしても、それが尋じん常じようの動物でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　頭部に生はえた見事な鬣たてがみ以外、体毛と呼べるものは一いつ切さいない。

　しなやかで強きよう靭じんそうな筋肉を銀色の皮ひ膚ふで包み、白目のない深しん紅くの両眼はまるで紅こう玉ぎよくのように美しいが、そこに湛たたえられたぞっとするような冷たい光は、獣には似合わぬ高い知性と狡猾こうかつさを感じさせた。

　黄昏たそがれの光を背に受け、銀色の巨獣は重そうに足を引きずってこちらに近づいてくる。

「へっ。奴やつも、血を流すってわけか……ただし、紫色のな」

　アルノーの言葉通り、擬ぎ獣じゆうの全身十数カ所には裂れつ傷しようや銃じゆう創そうが穿うがたれ、紫色の体液が絶え間なく流れ出している。

　仲間の傭よう兵へいたちも、ただで全滅したわけではなかったようだ。

　Ｔ字路にさしかかった擬獣は警けい戒かいするように辺あたりを睥へい睨げいしていたが、やがて向きを変え、アパートに背を向けて去っていく。

（そうだ、行っちまえ──）

　だがそのとき、部屋の隅すみでガタガタ震ふるえていたティムがおもむろに立ち上がり、何を思ったか銃を構かまえて窓際に駆かけ寄った。

　フルフェイス・ヘルメットからのぞく両眼は真っ赤に血走り、眦まなじりがひくひく痙けい攣れんしている──どうやら、恐きよう怖ふと緊きん張ちようのあまりついにキレたらしい。

「おい!?　何を──」

　アルノーが制止する暇ひまもなく、ライフルのボルトを引いた。

　がしゃあああん。

　やけに甲かん高だかく響き渡る、排はい莢きようと装そう塡てんの金属音。

　擬獣がびくっと顔を上げ、こちらに振り返った。

　ただでさえ凶きよう暴ぼうそうな獣の顔を、さらに憎ぞう悪おと怒いかりに歪ゆがめ──

　数十トンはありそうな巨体を翻ひるがえし、次の瞬しゆん間かんには地響きを立ててこちらに向かって突進してきた。

　言こと葉ばにならない喚わめき声を上げ、ティムがライフルを撃つ。

「ちっ」

　アルノーは舌した打うちし、傍かたわらに置いた自分のライフルを取り上げ、素す早ばやく安全装置を外はずした。

　擬獣が正面からアパートに突入するまでの数秒間、二人の傭兵は狂ったように引き金を引き続けた。







「じゃーん、けーん、ぽんっ！　──きゃっほー勝ったぁ！　ラッキー、本日の荷物持ちは、またまたラッセル君に決定でぇ～す！」

　二本の指でハサミを模もした小さな手を高らかに掲かかげ、大はしゃぎで勝利を宣せん言げんするユピテル。

（あ～あ、これで七連敗……ぼくってば、どうしてこう運が悪いんだろ？）

　二人分の荷物の詰まった背はい囊のうをしぶしぶ背せ負おい直し、ラッセルはひび割われた石いし畳だたみの道路を踏ふんで歩き始めた。

　空は、雲一つない快かい晴せい。

　太陽はすでに中天近くまで昇っているが、廃墟の街は時を刻きざむことを忘れたようにひっそり静まり返り、鳥のさえずりさえ聞こえない。

　ただ、元はフォラスと呼ばれていたこの街全体に淀よどんだ言い様のない不吉な空気だけが、黴かびと硝しよう煙えんを混ぜ合わせたような臭においとなってしきりに鼻をつくのだった。

（何かやな感じ……やっぱり来るんじゃなかった、こんなとこ）

　前方に視線を戻もどすと、鼻歌を歌いながら跳はねるような足取りで歩く少女の背中が目に映うつる。

　ラッセルは寂さびしさを紛まぎらわせようと、先を行くユピテルに声をかけた。

「な、何だかお墓はかみたいな場所だね、姉さん」

「みたい、じゃなくて本当に墓場なのよ。あんただって知ってるでしょ？　百年前に擬獣の群むれが襲来したとき、この街でどれだけの人が死んだか」

　ケープの裾すそをはたはた翻ひるがえしながら、彼女はにべもなく答えた。

「この百年で主だった都市は復ふつ興こうしたけど、ここみたいに廃墟のまま放ほう棄きされた街も多いって聞くわ。まあ、これだけ派は手でに破壊されちゃあ、別の場所で一から新しい街を造った方がてっとり早いってもんよね。で、そのとき死んだ人たちの遺い体たいも、まともに埋まい葬そうされないままほったらかしにされた……だから、この廃墟そのものが墓場なのよ」

「や、やめてよ姉さん。こんな時に、そんな話……」

　旅行者用の外がい套とうに身を包んだ少年は、立ち止まってぶるっと身み震ぶるいした。

　卵のような輪郭の顔立ちに優しげな瞳ひとみ、柔らかそうな茶色の髪かみ。

　美少年といえば聞こえはよいが、やや自信のなさそうな物もの腰ごしと華きや奢しやな身体からだつきがあいまって、まるで少女のような弱々しい印象を与える。

「ちょっとー、何ぐずぐずしてるのぉ？　置いてくわよっ！」

　ユピテルがくるりと振り返り、もどかしそうに言った。

　その拍子に、うなじのあたりで斜めに切りそろえたショートヘアがふわっと揺れる。

　美女──というにはいささかあどけないが、弟同様になかなかの美少女である。

　多分に子供っぽさを残した容よう貌ぼうと細身の体格。反面、高い知性を感じさせる大きな瞳と負けん気の強そうな物言い──外面と性格の微び妙みようなアンバランスは、彼女が子供と大人の間に横たわる妖よう精せいめいた不思議な時間を生きている証あかしなのかもしれない。

「？　どーしたってゆーのよ」

「姉さん……やっぱり、引き返さない？」

「今さらなに言ってんのよ。ここまで来て」

「で、でもさ……考えてみたら危ないよぉ、ぼくら二人だけで擬獣退たい治じだなんて」

「あんたねーっ！」

　細い眉まゆを吊つり上げ、ユピテルは不ふ機き嫌げんそうに声を張り上げた。

「あたしたちの次の目的地はどこよ？　この廃墟の向こうにあるサブナックの街でしょ!?　ここを迂う回かいして別のコースを取ったら、街に着くまであと何週間かかるのか知れたもんじゃないのよ！」

「それはそうだけど……でも、別に急ぐ旅でもないんだし……」

「それに、擬獣退治はロムルス村の村長じきじきの依頼なのよ。あたしたちが引き受けたからこそ、あそこに逗とう留りゆうした五日分の宿代はチャラ、おまけに路ろ銀ぎんまで奮ふん発ぱつしてくれたんじゃない。今さら、おめおめ引き返せると思う？」

「そりゃあ、あの村の人たちにはずいぶん世話になったし、ぼくだって何とか恩に報むくいたいとは思うけど……だけどぉ」

「だけど何よ？　ロムルスの人たちは近場の都市サブナックと安全に行き来がしたい。でもってあたしたちもさっさとあの街に行きたいし、ついでにちょっぴりお金が儲もうかればなおラッキー。両者の利害がこうも美しく一致してるのよ！　こんなおいしい仕事、受けない手はないわ！」

「あのう、姉さん？　その図式って、ぼくら姉し弟ていの生命のリスクが全然計算に入ってないような気がするんだけど……」

「ったく心しん配ばい性しようねー、あんたも。擬獣退治なんて、別に今回が初めてってわけでもないでしょーに」

「ぼく、何だか嫌いやな予感がするんだ……その、うまく言えないけど」

「大だい丈じよう夫ぶだってば。このあたしがついてるのよ、大おお船ぶねに乗った気でいなさいって！」

　ユピテルは両手を腰に当て、えへんと得とく意いげに胸を張った。

　その拍ひよう子しにさらりとした前髪が揺ゆれ、賢かしこそうな広い額ひたいがのぞく。

　その真ん中──眉み間けんより少し上の部分が、陽ひ射ざしを受けてきらりと光を放はなった。

　少女の額に張り付いたような、あるいは埋うめ込まれたような正逆三角形の薄いプレート──一辺がおよそ二センチほどの大きさである。

　硝子ガラスのようになめらかな、緑色の結けつ晶しよう体たい。

『エメラルド・タブレット』もしくは単に『タブレット』。

　異術の力オプスの源みなもと、もしくは異術師そのもののシンボルとして、広く一いつ般ぱん人じんにも知れ渡った存在である。

「…………」

　ラッセルは姉の額に埋め込まれたタブレットをじっと見つめたが、すぐに視線を地面に落とした。

「姉さんは、いいよ。いざとなれば自分を護まもる力があるから……でも、ぼくは」

　一いつ瞬しゆん、ユピテルの表情がこわばった。

　怒ったような顔つきで何か言いかけたが、やがてため息をつき、

「……なら、いーわよ。あたしの腕が信用できないってんなら、あんた一人で村に戻もどりなさいよ」

「え……？」

「だからぁ、ロムルスに引き返して、村長の家かどっかで待たせてもらいなさいよ。擬獣をやっつけたら、迎むかえに行ったげるから。なーんか行ったり来たりでかったるいけど……でも、それならあんただって文もん句くないでしょー？」

「で、でも……」

「もーっ、煮にえ切らない子ね！　一いつ緒しよに来るのか来ないのか、さっさと決めなさいってば！」

「ぼ、ぼ、ぼくは……」

　気まずそうに口ごもるラッセル。

　だが──突然はっとしたように顔を上げ、

「ごめん、姉さん。今まで言ったこと、全部取り消す」

「へっ？」

「引き返すなんてとんでもないよ。ぼく、ぜったいぜったい姉さんの側そばから離れないからね！」

「まあ……」

　あまりに健けな気げな弟の言葉に、ユピテルはちょっぴり目を潤うるませた。

「な、何よぉ改あらたまって。照れるじゃないのさっ」

「だって、だって……もう、ぼく一人じゃ逃げられないもの」

　そう言いながら、震ふるえる手で姉の背はい後ごを指さす。

「はぁ？」

　きょとんとした表情で振り向くユピテル。

　陽光を浴あびて白く輝かがやく道路の彼方かなたから、猪いのししほどの大きさの生物が三頭、もぞもぞと近づいてくる。

　全身黒い毛に覆おおわれたその姿は、あるいは地面から立ち上がり物質化した影のようにも見えた。

「──擬獣！」

　気づかれたことを悟さとったか、怪物の群むれはいきなり攻撃態勢に入った。

　シャベルのような形状の一本爪づめの生はえた前ぜん腕わんを振り上げ、残り四本の後こう肢しで巧たくみに飛び跳はねながら一いつ斉せいに突進してきた。

　硝子ガラス玉のような眼球が六つ、無感情に輝かがやいている。

「ラッセル、下がってて！」

　一変して険けわしい表情になったユピテルが、擬獣の前に立ちはだかった。

　同時に──少女の額ひたいに埋うめ込まれた逆三角形の結晶体が、眩まぱゆい光を放はなつ。

　古いにしえの錬れん金きん術じゆつ師したちにより見出みいだされた第五元素、宇宙に満ちあふれた未知なるエーテルが額の『タブレット』を通して彼女の体内に流れ込んでいるのだ。

　だが、エーテルはそれ自体で実相空間に力を及およぼすことはできない。

　ユピテルは抽ちゆう出しゆつしたエーテルを意志力により四大元素の一つ『土』の形に変換し、今踏みしめている大地に向けて放った。

「お行き、コボルト！」

　今にも姉し弟ていに襲おそいかかろうとした擬獣の足元が、突然陥かん没ぼつした。

　石いし畳だたみの下の地面が液状化したのだ。

　一瞬の間底なし沼ぬまと化した大地は、三頭の擬獣を吞のみ込んだ直後、再ふたたび元に戻っていた。

　道路の石畳に丸い大穴が開き、そこだけ黒い土が剝むき出している。

　周辺空間から抽出したエーテルを意志の力で物理的なエネルギーに変換し、疑ぎ似じ精せい霊れいとして操そう作さする──この時代、『異術師』と呼ばれる者たちの特とく異い能力である。

「ソシエタス発行の図鑑で見たことあるわ。群ぐん棲せい型の擬獣グールーラ──ま、擬獣としちゃあ小物ね。群で襲われない限り、そう怖こわい相手じゃないわよ」

「こ、殺しちゃったの……？」

「土の疑似精霊コボルトを使って生き埋めにしたわ。ちょっと残ざん酷こくだけど、まあ仕方が──」

　黒土がボコリと盛もり上がり、シャベル状の前腕を振りかざした擬獣が元気に這はい出してきた。

「あれ？」

「い、生きてるよう！」

「あ、思い出した！　こいつら、地面掘ほって巣すを作るんだっけ……」

「意味ないじゃないかーっ!!」

　目の前の三頭だけではない。

　傍かたわらの建物の窓から──

　堆うずたかく積もった瓦が礫れきの山の上から──

　いつの間に集まってきたのか、十数頭のグールーラの群がわらわらと姿を現した。

「ったく……こっちは先を急いでるってのに」

　ユピテルは拗すねたように口をとがらせ、猪いのしし大だいの蜘く蛛ものような擬獣たちの群を一いち瞥べつした。

「にしても、不ふ思し議ぎよねえ。大して獲え物ものもいないこんな場所で、グールーラの群がナニしてんのかしら？」

「吞のん気きに腕組みして考えてる場合じゃないよ～！」

　地面にへたりこんだラッセルが、姉の腰にすがって半泣きで叫さけぶ。

　その声を合図にしたように、周囲を取り巻いたグールーラたちが一いつ斉せいに襲いかかってきた。

「うざったいわね！　ザコ相手に体力使わせるんじゃないわよっ!!」

　擬獣への怒いかりか、それとも不ふ甲が斐いない弟に対する不満か。

　とにかく怒ど気きも露あらわに叫んだユピテルの額ひたいで、再びタブレットが光り輝いた。

「シルフィード！」

　鋭するどい叫びと同時に、彼女を中心に渦うずを巻くような突とつ風ぷうが発生した。

　ほとんど小規き模ぼな竜たつ巻まきと言ってよいそれは周囲の瓦礫ごと擬獣どもの身体からだを巻き上げ、遥はるか後方の地面や廃はい墟きよの壁かべに叩たたきつけた。

　一瞬にして群の半分近くが失われ、残ったグールーラたちは蜘蛛の子を散らすように逃げ去った。

　旋せん風ぷうがやんだとき、ユピテルの周囲数ヤードの地面には、まるで掃はき清めたような同心円状のサークルが描かれていた。

「風の疑ぎ似じ精せい霊れいシルフィード。これも戦せん闘とう異い術じゆつとしては基本だけど、施せ術じゆつ者の意志力次し第だいでけっこう強力な──って、ラッセル？」

　振り返って見れば、背はい後ごで震ふるえていたはずの弟の姿がない。

「うええ～ん、姉さ～ん」

　どこか遠くから聞こえる、蚊かの鳴くようなか細ぼそい声。

　Ｔ字路の突き当たりにある、半なかば崩くずれ落ち瓦礫の山と化した建物の跡あと──その中腹付近に、頭を下にした格かつ好こうでラッセルが引っかかっていた。

「あっちゃ～……また、やっちゃった」

　頭をかきかき走り寄り、ユピテルはよっこらしょと瓦礫の山を登り始めた。

「てへへー、失敗失敗。ごめんねーっ、痛かった？」

　逆さか立だち状態のまま、ラッセルは姉を睨にらみ付けた。

「何が『てへへ』だよ!?　笑ってごまかそうったって、そうはいかないからねっ！」

「そ、そんなに怒らないでよぉ。こーやって謝あやまってるじゃない」

「目が笑ってるよ！　きっとわざとやって、面おも白しろがってるんだ！」

「えーっ!?　誤ご解かいよ、わざとだなんてー」

「噓うそつけ！　ぼく、もう嫌いやだ！　姉さんと一緒に旅してると、こんなことばっかりじゃないかぁーっ!!」

「ね、とにかく降りてらっしゃい。そんな格好のままじゃ、頭に血が上っちゃうわよー」

「やだやだ！　ぼく、今日は本気で怒ってんだから！　姉さんが本心から謝しや罪ざいするまで、このまま動かないからね！」

「ところでラッセル、話は変わるんだけどぉ」

「ほら、すぐそーやって話題をすり替える！」

「あんたのすぐ隣となりにあるもの、いったい何だと思う？」

「え？」

　逆さまのラッセルが左右を見回すと、確かに頭のすぐ右側の瓦礫の中から、何か棒状の物体がにょっきり突き出ている。

「何だよっ!?　こんな棒きれがどうし──どうし──た……」

　怒いかりでヒステリー状態の少年でも、それが人間の腕だと悟さとるのには瞬またたき一回分の時間があれば充分であった。

「きゃああああああ──っ!!」

　金かな切きり声を上げて飛び起き、四つん這ばいになってそそくさと姉の背後に逃げ込む。

「て、て、てててててて……!?」

　埃ほこりにまみれて真っ白になってはいたが、瓦礫の中から突き出していたのは紛まぎれもなく人間の左手──どうやら、若い男性のものらしい。

「真新しい死体？　何で、百年前の廃墟の中に……」

　ユピテルは訝いぶかしげにつぶやき、しゃがみこんでしげしげと観察し始めた。

「そう言えばこの建物自体、つい最近崩くずれ落ちたみたいだし……ここで何かあったのかしら？　グールーラの群が現れたのと、何か関係が──」

「もういいよっ！　こんなトコ、さっさと離れようよ～！」

「ラッセル……ちょっと、手貸して」

「……え？」

　ユピテルは弟の右手をとり、ぽふっと瓦礫の手に重ねた。

「はい、握あく手しゆ。お友だち♡」

「ぎゃああああああ──っ!!」

　この世の終わりを見たような悲ひ鳴めいと共に、少年は瓦礫の山を転げ落ちていった。

「な、な、何すんだよっ!?　キモチ悪いじゃないか──っ!!」

「あ、驚おどろいた？　ちょっとした一発ギャグで、この場の雰ふん囲い気きを和なごませようと思ったんだけどぉ」

「和むわけないだろ!?　そんな悪あく趣しゆ味みなギャグで！」

「だいたい、あんたは臆おく病びようすぎるの。なによ！　死体が嚙かみつくわけじゃあるまいし──」

　そう言いながら男の手を気安く撫なで撫でしていたユピテルが、ふいに「あれ？」と声を上げた。

　瓦が礫れきから突き出した手が、いつの間にか自分の右手を握にぎり返していたからである。

「い、生き返った……？」

　ラッセルが三度目の悲鳴を上げた。

「姉さん危ないっ、そいつゾンビだ!!」

「馬ば鹿かね！　まだ息があるのよ。は、早く助けなきゃ！」




「俺おれは……まだ、生きてるのか……」

　瓦礫の中から引きずり出された男は、道路の上に横たわったままうつろな表情でつぶやいた。

　まだ二十歳にもならぬ若い男である。

　服装こそ典型的な傭よう兵へいの野や戦せん服ふくだが、荒あら事ごと専門の稼か業ぎようにしてはむしろ端整といってよい容よう貌ぼう──精せい悍かんな兵士の顔つきの中に、どこか少年時代の面おも影かげを残した若者だった。

「あらっ、ちょっとイイ男。ツバつけちゃおっかなぁ？」

「姉さん！　不ふ謹きん慎しんだよ、こんなときにっ」

「冗じよう談だんよ、じょーだん。ふふっ」

「…………」

　若者はいくぶん朦もう朧ろうとした目で姉し弟ていを見上げた。

　顔をしかめながら、大たい儀ぎそうに半身を起こす。

「あ、ダメよ！　無理しちゃあ」

「おまえたちが……助けてくれたのか」

「そーよ。よかったわね、瓦礫の隙すき間まが空気穴になって、あなた窒ちつ息そくせずに済すんだのよ」

「あいつは……ティムは、どうなった？」

「仲間がいたの？　一応、あなたが埋まっていた周囲も調べてみたけど……出てきたのは、これだけだったわよ」

　ユピテルは瓦礫の中から掘ほり出したライフル銃一丁ちよう、そしてこちらは原形を留とどめぬほど歪ゆがんだ血ち塗まみれのヘルメットを差し出した。

「そうか……」

　銃とヘルメットの残ざん骸がいを受け取り、若者は表情を曇くもらせた。

　彼はアルノーと名乗った。

　職業は契けい約やく傭兵だという。

　現在、このヴァリシニア王国に『国軍』と呼べるような統一した軍組そ織しきは存在しない。

　王おう宮きゆうを護まもる近この衛え隊たい、各都市の治ち安あんを維い持じするために制度化された警けい邏ら隊、そして大商人や有力貴族が自費で雇やとう私兵部隊など──要するに、各おの々おのの勢力がそれぞれ独自の戦力を保有している、というのが実状である。

　アルノー自身は特定の勢力に属さず、契約した期間に限って雇い主の指し揮き下に入るフリーの傭兵として、各地を旅しているとのことだった。

「傭兵って……こんなとこで誰だれと闘たたかってたの？」

「今回はサブナックの商業組合に雇われてたんだ。この廃はい墟きよに巣すくう擬ぎ獣じゆうどもをまとめて始し末まつしてくれってな──まあ、結果はこのザマだけど」

　先刻から擬獣グールーラの群むれがこの付近に集中していることを不審に思っていたユピテルだったが、アルノーの話を聞いてようやく合が点てんがいった。

　グールーラは傭兵たちの屍し肉にくを漁あさるために集まっていたのだ。

（この人の仲間、みんな擬獣のエサになっちゃったんだ。かわいそ……）

　ようやく意識がはっきりしたのか、アルノーは顔を上げ、不ふ思し議ぎそうに目の前の二人を見た。

　卵に目鼻の可か愛わいらしい顔立ちだが、美女と呼ぶにはいささかあどけない少女。

　その背はい後ごからおどおどした様よう子すでこちらをうかがう、弟らしき少年。

「おまえたち、近くの村……ロムルスの子供かい？」

「はずれ！　あたしたち旅行者で──この廃墟を抜けて、サブナック市に行く途と中ちゆうなの」

「何だって？　馬ば鹿かな！」

　若者はにわかに険けわしい表情になり、大声で怒ど鳴なった。

「ここがどんな場所か、土地の人間に何も聞いてないのか!?」

「擬獣の巣そう窟くつだってゆーんでしょ？　知ってるわよ、ンなこと」

「なら、さっさと──いや、ちょっと待てよ」

　アルノーは首を傾かしげ、

「ここに来るまでにも、擬獣の巣はあったはずだ。おまえら、護ご衛えいもなしにどうやってここまで来た？」

「護衛？　必要ないわ、そんなの」

　ぱさっ。前髪を搔かき上げ、ユピテルは額ひたいの『タブレット』を示した。

「──異い術じゆつ師し!?」

　アルノーの顔色が変わった。

　突然、姉弟を睨にらむ目つきが険悪な光を帯おびたので、ラッセルなどはすっかり怯おびえて姉の背後に身を隠かくしてしまった。

「異ソ術シ師エ協タ会スから派は遣けんされてきたのか!?　くそっ、遅いぜ今さら……!!」

　悔くやしそうに怒ど鳴なりながら、拳こぶしを地面に叩たたきつける。

「ちょ、ちょっと待ってよ!?」

　ユピテルは慌あわててぱたぱた両手を振った。

「確かにあたしは異術師だけど、ソシエタスとは無関係だってば！」

「しらばっくれるな！　額の妙みような石は、ソシエタスの医者に埋うめ込まれたんだろ!?　ソシエタスの協会員じゃない異術師なんているものか！」

「あんたの言う通り、この『タブレット』はソシエタスで移い植しよくされたモノよ。でも、別にあそこの任務で旅してるわけじゃないもん！」

「……ソシエタスの人間じゃないなら……こんな所に、何しに来た？」

「だから言ったでしょ、サブナックに行く途中だって──っと付け加えれば、ロムルスの村長に依い頼らいされた仕事もあるんだけど。この廃墟の中心にある大聖堂跡あとをねぐらにする怪物……メルなんとかいう大型擬獣を退たい治じしてくれってね」

「メルティアを……？」

「そうそう、そーゆう名前だったわ」

　若者は怪け訝げんそうな目でユピテルを眺ながめ、やがてふんと鼻で笑った。

「やめとけ。おまえらが行ったところで、返り討うちに遭あうのがオチだぜ」

「な、何よその言いぐさは!?」

　嘲あざけるような傭兵の言こと葉ばが、思い切りユピテルの癇かんに障さわった。

「別に恩を着せるつもりはないけどさぁ。命の恩人に対して、そーゆー言い方ってないんじゃない？」

「馬鹿っ、恩人だからこそ忠告してやってんだ！

　いいか？　ヤツは──メルティアはただの擬獣じゃない。ソシェタスの異術師どもはびびっちまって手も出せねえ。街まちの商人たちが完全武装の傭兵部隊を送り込んだが、俺一人を残して全ぜん滅めつしちまった。いくら異術師だからって、おまえみたいな小娘一人に何ができるってんだ!?」

「そんなの、やってみなけりゃ判わかんないじゃない！」

　ユピテルは頰ほおを膨ふくらませ、アルノーを睨にらみつけた。

「ひとの実力を知りもしないで、『どうせおまえにゃ無理だろう』なんて──そういうのってすっごくムカつくな、あたし」

「……なら、勝手にしろ」

　アルノーは立ち上がり、銃を杖つえ代わりによろよろ歩き出した。

「どこ行くのよ？」

「ティムの墓はかでも建ててやるさ。別にダチってわけでもないけど──一日だけとはいえ、生死を共にした仲間だったからな」

　片手に持ったヘルメットを、高く差し上げる。

「そう？　じゃあ、あたし行くからね！　あんたの仲間の仇かたき、とってきてあげるよ」

「余よ計けいなお世話だ。異術師なんかに仇討ちしてもらったって、連中は喜ばねーよ」

「いっちいちアタマにくる男ねーっ！　あんた、あたしら異術師に何か恨うらみでもあるわけえ!?」

　傭兵の若者は立ち止まり、ゆっくり振り返った。

「『擬獣』てのは、いったい何だ？」

「……え？」

「おまえも異術師の端くれなら、当然知ってるんだろう？　『擬獣』の正体を。奴やつらが、この国に現れたいきさつを」

「百年前の錬れん金きん術じゆつ師したちの実験──その失敗で暴走した疑ぎ似じ生物だって話でしょ？　知ってるわよ、それくらい！　そして擬獣災さい害がいに対抗するため、一部の錬金術師が危険を承知で『タブレット』を身体からだの中に埋うめ込んだ──それが異術師の始まりだってこともね！」

「そう言えば聞こえはいいがな……擬獣も異術師も、元はと言えばあのエーテルとかいう得え体たいの知れないエネルギーから生うまれたモノじゃないか」

「何よ、それ!?　あたしらも擬獣と同じだって言うの！」

「同じだよ。どっちもバケモノだ──少なくとも、俺たち普通の人間にとってはな」

「な……!?」

　絶句するユピテル。

「要するに、昔の連中がエーテルなんか発見しなけりゃよかったんだ！　そうすりゃ、最初から──」

　彼はそこで言葉を切り、気まずそうに肩をすくめた。

「悪い。言い過ぎた……助けてもらったのは、感かん謝しやしてるよ」

「…………」

　アルノーが立ち去った後も、ユピテルは固まったようにその場を動かなかった。

「あの……姉さん？」

　おそるおそる、背後から話しかけるラッセル。

　じっと俯うつむいたまま、彼女は答えない。

　少年の位置から姉の表情は判わからないが、小さな拳こぶしが血の気けを失うほど固く握にぎりしめられ、微かすかに震ふるえていた。

「あ、あのさ。父さんが前に言ってたんだけど……宗教とか何とかの理由で、異術師のことをひどく嫌きらってる人たちがいるって」

「…………」

「で、でも、考え方は人それぞれなんだし──そうだよ！　そんなに気にするほどのことじゃあ……」

「……あたしだって……」

「え？」

「あたしだって……好きで、異術師の家に生うまれたわけじゃないんだ……！」

「あ、あの……」

「行くわよ」

　つい、と弟の脇わきをすり抜け、すたすた歩き始めた。

「行くって──ど、どこに？」

「決まってるでしょ……村長に教わった、メルティアの巣すよ」

　静かな口く調ちようだが、いつもの姉の声に比べて音程が一オクターブ下がっている。

　一いつ瞬しゆん、ラッセルは檻おりの中で手て負おいの雌めす虎とらと向かい合っているような気分を味わった。

　そんな弟にはお構かまいなしに、ユピテルはくるりと踵きびすを返し、廃はい墟きよの奥に向かって歩き去っていく。

「ね、姉さん……」

　結局、少年はあたふたと姉を追いかけていくより他なかった。







　何者かが『巣』に近づいてくる気け配はいに、彼女はふと傷口を嘗なめる動作を止めた。

〈なんだ──？〉

　不ふ愉ゆ快かいそうな唸うなり声を上げ、暗くら闇やみの中にゆっくり身を起こす。

　そこは数多くの石せき柱ちゆうによってドーム状の屋根を支ささえた、広こう壮そうな石造建築の構内であった。

　かつてこの国で絶大な勢力を誇ほこった一神教──絶対神アビス・ウルを奉ほうじるアビス教徒たちによって建こん立りゆうされた、ドーム状の大聖堂跡あと。

　もちろん、現在の『主あるじ』である彼女はそんなことは知らないし、もとより関心もない。

　自みずからの巨大な肉体を横たえて余あまりある広さが気に入って、たまたまねぐらとして占せん拠きよしているに過ぎなかった。

　そして今。彼女の安あん息そくの場所、絶対の聖域であるべきテリトリーに、愚おろかにも侵入した者がいる。

　他の擬獣か、それともまた性しよう懲こりもなく人間どもか──

　どちらにしても、あまり面おも白しろい状況ではない。

　人間たちとの闘たたかいで受けたばかりの傷が、まだ深い痛手となって彼女の肉体を束そく縛ばくしていたからである。

　暗闇の中にあっても獲え物ものの体熱を感知する両眼を見開き、聖堂の中を見回そうとしたその瞬しゆん間かん──

　落らく雷らいのような轟ごう音おんと共に壁かべの一角が砕くだけ散り、その向こうから二つの小柄な影が踏み込んできた。

「姉さん！　いくらなんでも乱暴だよっ！」

「るさいわね！　ノックでもして入れってゆーの!?」

〈人間……昨日きのうの連中の仲間か!?〉

　獣けものの怒いかりが彼女の脳のう裏りを真っ赤に染そめ上げ、瞬時にして傷の痛みを忘れさせた。




　大聖堂の暗闇の中にゆらりと立ち上がる、巨大な生物の影。

「あれが……メルティア？」

「で、でかい……！」

「ラッセル、離れちゃだめよ！」

　きつい口調で言うと、ユピテルは片手を前方にかざし、額ひたいのタブレットに意識を集中した。

　間もなく、抽ちゆう出しゆつされたエーテルが光球となって手の先に出現し、全身から紫の血を流した銀色の巨獣の姿をくっきりと浮かび上がらせる。

　大聖堂の擬獣──メルティアは牙きばを剝むき、紅あかい眼を光らせて侵入者をねめつけた。

「ひどいケガだ……ひょっとして、ぼくらが手を下すまでもないんじゃないの？」

「甘いわよ、ラッセル！」

　ユピテルがぴしゃりとはねつけた。

　二時間前にあの傭兵と別れて以来、彼女は不ふ機き嫌げんの極きわみだった。

「擬獣の生命力を見くびらないことね。放っておけばすぐに回復して、またロムルスの人たちを苦しめるように──」

　彼女の言葉が終わらないうち。

　メルティアが咆ほう哮こうを上げて大理石の床ゆかを蹴けった。

　その巨体からは信じがたい敏びん捷しようさで、二十メートル近い距きよ離りを一気に跳ちよう躍やくして襲おそいかかってきたのである。

「!!」

　ユピテルの額のタブレットが輝かがやいた。

　風の元素に変換したエーテルを極限まで圧あつ縮しゆくし、擬獣に向けて一気に解とき放はなつ。

　大聖堂の壁を破は壊かいしたのと同等の衝しよう撃げき波はが擬獣を迎げい撃げきし、その巨体を弾はじき返した。

　メルティアは広間の隅すみに巧たくみに着地し、ちょうど猫が敵を警けい戒かいするように背をのけ反ぞらせた。

　大きく息を吸ったかと思うと、次の瞬間ユピテルめがけてかっと開いたあぎとから炎ほのおの奔ほん流りゆうを吐はきかける。

　ユピテルはすかさず、エーテルによる防御界バリユームを展開。

　押し寄せる炎は姉弟に届とどく直前に半球を描いて逸それていくが、全すべての熱を遮しや断だんするには至いたらず、周囲の温度は急速に上がっていった。

「あ、熱いよぉ！」

「も少しガマンして！」

　ユピテルは歯を食いしばって防御界バリユームを維い持じする一方で、エーテルの一部を水の元素に変換、疑ぎ似じ精せい霊れいウンディーネとして前方の空間に具現化させた。

　超高温の炎と水の元素が反応し、激しい水すい蒸じよう気き爆発が発生する。

「ラッセル──」

「え？」

「あたし突っ込むからね！　あんた、適当に身を護まもってなさいよ！」

「そんなぁ!?　い、いきなり言われたって──」

　ユピテルは防御界バリユームを解いて走り出した。

　抽ちゆう出しゆつ可能なエーテルを、残らず右の掌てのひらに集め──

「あたしは──」

　濛もう々もうと立ちこめる蒸気の中に、メルティアの巨体が浮かび上がる。

　突進するユピテルの姿を見るなり、鋭するどい爪つめの生えそろった前ぜん肢しを大きく振り上げた。

「あたしはおまえとは違う！」

　十メートルの高さから繰くり出される爪の一撃をかいくぐったユピテルは、エーテル操そう作さで産うみ出した光の矢を擬獣のどてっ腹に叩き込んだ。

　擬獣の悲ひ鳴めいと共に、紫の血が飛び散る。

「──あたしは、バケモノなんかじゃないっ!!」

　泣きそうな顔で怒ど鳴なりながら、ユピテルは再び掌にエーテルを抽出した。

　あらん限りの怒いかりの雄お叫たけびを上げ、メルティアは少女を引き裂さき、あるいは嚙かみ砕くだこうともがき続ける。

　だが、傭よう兵へい部隊を退しりぞけた怪物も、その巨体が災わざわいして懐ふところに飛び込んだ小さな異術師を捉とらえることができない。

　二発目の光の矢が喉のどを貫つらぬき、メルティアの動きががくりと落ちた。

　夥おびただしい紫の流血と共に全身の力が急速に失われていく。

〈……これまでか。この身体からだも……〉

　次し第だいに薄れていく意識の中で、彼女の眼は自分にとどめを刺さそうとする小さな敵の姿を追っていた。

　額ひたいに緑の石を持つ、まだ若い雌めすの人間──。

〈あんな小娘に……面おも白しろくない。だが、やむを得ん〉




　大聖堂の壁かべ際ぎわまで下がって姉の闘たたかいを見守っていたラッセルは、擬獣の身体に亀き裂れつが走り、そこから青白い光こう芒ぼうが放たれる様さまを見た。

　光は擬獣の全身を、そしてユピテルをも吞のみ込み、目を覆おおわんばかりの輝かがやきとなって大聖堂の構内を押し包む。

「ね、姉さ──ん!!」

　数秒の後、構内は再ふたたび暗くら闇やみに戻もどり──

　少年が再び目にしたのは地面に横たわった擬獣と、その傍かたわらに立ちつくす少女の姿だった。

「な、何なのよ……今の？」

　目を瞬きながら、啞あ然ぜんとしたようにつぶやくユピテル。

　擬獣メルティアは目を閉じ、死んだように動かない。

「やったの……？」

　突然、水銀のような光こう沢たくを持った擬獣の皮ひ膚ふ一面がひび割れたかと思うと──

　時間を速める魔法でもかけられたかのように、その巨体は急速に風化し、銀色の粒りゆう子しとなって空間に四し散さんしていく。

　その光景を、ユピテルは興こう奮ふんから醒さめた後の、いくらか虚きよ脱だつしたような表情で見つめていた。

「意外と……あっさり片づいたわねえ」

「やっぱり、死にかけてたんだよ。アルノーさんたちに負おわされた傷で」

　おそるおそる近寄ってきたラッセルが、ぽつりと言った。

「……何だか、ちょっとかわいそうだ」

「な、なによソレ!?　それじゃあ、まるでこっちが悪者みたく──あれ？」

　少女はふいに頭を抱かかえ、へなへなとしゃがみ込んだ。

「ど、どうしたの!?」

「あはは、ちょっと疲れちゃった……やっぱ消しよう耗もうするわ、戦せん闘とう異術は」

「無茶するからだよ。ほらぁ」

　手を差し伸べ、姉を立たせてやろうとするラッセル。

　だが逆に引っ張られるように体勢を崩くずし、彼女の上に折り重なって倒れてしまった。

「きゃあっ!?　何すんのよ、スケベ！」

「ね、姉さんて……こんなに重かったっけ？」

「はぁ……？」

　一いつ瞬しゆんの後、ユピテルは真っ赤になって弟を跳はね飛ばした。

「ば、バカバカ！　あんたが非ひ力りきなだけじゃないっ、人の体重のせいにしないでよぉ!!」




「うっ……」

　大聖堂跡あとの建物を出たところで、ユピテルは再び頭を押さえてよろめいた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?　少し休んでこうか？」

　ラッセルが心配そうに姉の顔をのぞき込む。

「平気、へーき。もたもたしてたら日が暮くれちゃうわ。他の擬獣どもが動き出す前に、ここから離れなきゃ……」

「でも、ひどい汗あせだよ！　顔色だって悪いし！」

「変ね……あの擬獣をやっつけた後から、何だか頭が重くて──」

　ユピテルは口をつぐんだ。

　周囲の石いし畳だたみが帯おび状に盛もり上がり、その先端が急速に近づいてくる。

　一つではない──。

「じ、地面の下から……？」

「ラッセル、建物の中に隠かくれて！」

　だが、遅かった。

　すぐ後ろの地面を破って飛び出した擬獣──グールーラの一頭が背はい後ごから襲おそいかかり、シャベル状の前ぜん腕わんでユピテルをなぎ払った。

　小柄な少女の身体はひとたまりもなく吹き飛ばされ、数メートル離れた廃はい墟きよの壁かべに叩たたきつけられる。

「姉さん!!」

　間かん髪はつを入れず、グールーラはラッセルに襲いかかった。

　太い前腕で押さえつけられ、少年の息がつまる。

　地面から這はい出した他のグールーラたちは、倒れて気を失ったユピテルに群むらがっていった。

　鋭するどい牙きばが環かん状じように生はえそろった口を大きく開き、死んだようにぐったりした少女に食らいつこうとした、その瞬間。

　ぶしゅっ、と果実を潰つぶすような音と共に、グールーラの身体が宙に舞った。

（えっ……!?）

　身動きのとれないラッセルの目の前で、石畳に落ちた擬獣は体液をまき散らしてもがき苦しんでいる。

　他のグールーラたちが、警けい戒かいしたように一いつ斉せいに後退した。

「せっかく手に入れた、新しい器うつわ──貴様らごときに喰くわれてたまるか」

　抑よく揚ようのない声と共に、すっくとユピテルが立ち上がった。

　少女の口くち許もとにはうっすらと嗤わらいが浮かび──そして、その両眼は白目のない紅あか一色に輝かがやいている。

（姉さん……!?）

　突然の事態に気を取られてか、ラッセルを捕とらえていた擬獣の腕の力が、一気に抜ける。

　ようやく自由になった少年の目の前で、次の異い変へんは一瞬にして起こった。

　ユピテルの身体全体がぼうっとした蒼あお白じろい光に包まれ、全身がみるみる銀色の皮ひ膜まくに覆おおわれていく。

　ついで身体の輪りん郭かくそのものが、瞬またたく間に驚おどろくべき変へん貌ぼうを遂とげた。

　一五〇センチもなかった少女の身長が見る間に二〇センチ近くも伸び、赤茶色だったショートカットの髪は白銀色に変わって腰の辺あたりまで優ゆう雅がなウェーブを描いた。

　豊かに隆りゆう起きした胸とくびれた腰は、瘦やせっぽちのユピテルとは別人のように成せい熟じゆくした女の身体つきである──だが、頭とう髪はつを除のぞいて体毛の一いつ切さいない引き締しまった裸ら身しんを覆うのは、水銀のような光こう沢たくをもつ銀色の皮ひ膚ふだった。

　尖とがった耳、鋭するどく伸びた牙きば、そしてつり上がった深しん紅くの双そう眸ぼう──。

　人間ではない。

　見た目こそ若い女だが、それは大聖堂の中で遭そう遇ぐうしたあの擬獣『メルティア』に酷こく似じした生物であった。

　甲かん高だかい啼なき声を上げて、グールーラの群むれが銀色の女に襲いかかった。

　女はしなやかな身のこなしでその攻撃をかわし、軽く右手を振り上げるやいなや、五本の指先が瞬時に伸びナイフのように鋭えい利りな爪そう刃じんへと変形した。

　そして──。



















　ずたずたに引き裂さかれた擬獣の屍しかばねに囲まれ、ラッセルは呆ぼう然ぜんとしてへたりこんでいた。

　すぐ目の前には、銀色の女──いや女の姿をした擬獣が立っている。

　数分前まで姉ユピテルだったはずの、銀色の獣けもの──。

　純銀の仮か面めんを思わせる女の顔が、無表情に少年を見下ろしていた。

「あ……た……」

「おまえ、あの小娘と一いつ緒しよにいた奴やつだな──」

　ふいに唇くちびるのない口くち許もとが歪ゆがみ、凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべた。

「……たすけて……」

「あの小娘の仲間だ。前のわたしを、殺した女の……」

「……助けて……誰だれか……！」

　銃声と共に、擬獣の足元の瓦が礫れきが弾はじけ飛んだ。

　擬獣はぎょっとしたように顔を上げ、紅あかい眼を凝こらして周囲を見回した。

　続けざまに、もう一発。

　すぐ傍かたわらの地面が砂すな埃ぼこりを立てた。

「邪じや魔まが入ったか……憶おぼえていろよ」

　口くち惜おしげなつぶやきを残すと、擬獣はひらりと身を翻ひるがえし、次の瞬間には四つん這ばいになって廃墟の奥へと走り去っていった。

「おいっ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　道の向こうから、狙そ撃げき用のライフルを携たずさえた長身の影が走り寄ってくる。

「ア……アルノー……さん？」

「やっぱり気になってな。その、借りを作りっぱなしってのも何だし」

　少し照れくさそうに笑ってから、険けわしい目つきに戻もどって銃のボルトを引く。

　膝しつ射しや姿し勢せいを取って擬獣の逃げた方角に狙ねらいを定めた。

　その姿を見た瞬間──それまで放心状態だったラッセルははっと我われに返った。

「やめてーっ!!」

　悲ひ鳴めいのような声を上げながら傭よう兵へいの懐ふところに走り込み、力一杯銃身を押し下げる。

「撃っちゃだめだ！　撃たないでーっ!!」

「何をする!?」

　少年の身体からだを突き飛ばし、アルノーが怒ど鳴なった。

「正気か!?　銃が暴ぼう発はつしたら、俺おれもおまえも命がないんだぞ!!」

「あれは──あれは、擬獣じゃないんだ！　あれは、ぼくの姉さんなんだーっ!!」

「……何だと？　どういう意味だ!?」

　その瞬間、ラッセルの中で凍こおり付いていた感情が、堰せきを切ったように吹き出した。

　声を出そうとしても言こと葉ぱにならず、涙なみだと嗚お咽えつが後から後からこみ上げてくる。

　困こん惑わくした表情を浮かべ立ちつくすアルノーの足元にうずくまり、少年は大声を上げて泣き始めた。








第２章　サブナックの殺さつ戮りく者しや









　ガタン、ガタン、ガタン──

　ひどく揺れる床ゆかの上で膝ひざを抱かかえこみ、ラッセルは明かり取りの窓からぼんやり外の光景を眺ながめていた。

「腹減ってるだろ？　食えよ」

　アルノーが背はい囊のうから取り出したパンを勧すすめたが、少年は首を横に振り、再ふたたび窓の外に視線を戻もどした。

　フォラスの廃はい墟きよを抜けて街かい道どうまで出た二人は、通りがかった交こう易えき商しようの馬車隊にいくばくかの金きん子すを払って便びん乗じようし、この地域では最大の都市サブナックに向かっているところだった。

　一昔前ほどではないにしろ、城じよう壁へきに護まもられた都市や集落を離れた山野には凶きよう暴ぼうな擬ぎ獣じゆうが徘はい徊かいし、ましてや都市間の交易は多くの危険を伴ともなう。

　そのため複数の商人で大規き模ぼな馬車隊を編成し、さらには武装した傭よう兵へいを雇やとって護ご衛えいさせる形式が、この時代の都市間交易の一いつ般ぱん的な姿となっていた。

　いま二人が乗っているのはそんな武装商隊の一両、数頭の馬に牽けん引いんされた大型貨車の中であった。

「だいぶ前の話になるが……妙みような噂うわさを聞いたことがある」

　諦あきらめてパンをしまい込んだアルノーが、ふと思い出したように言った。

「たいていの擬獣はただ凶暴なだけの怪物だが、ごく希まれに特とく殊しゆな能力を持つヤツがいるとか」

「特殊な能力？」

　ラッセルが怪け訝げんそうに振り向いた。

「それが……もともと魂たましいだけの存在で、他の生き物に憑ひよう依いして擬獣化させるらしい。いや、これは俺おれが聞いた話で、実際はもう少し違うのかも知れないが」

「憑依して……擬獣化？」

　少年の脳のう裏りを、青白い光に包まれて変形する姉の姿が過よぎる。

「そんな、まさか！」

「おまえの話を聞いてて妙にひっかかったんだが……ユピテルの様よう子すがおかしくなったのは、例の擬獣──メルティアが死んだ直後からだったよな？」

「そ、そうです。あの時から姉さん、何だか調子が悪いって──」

　ラッセルは、一つ一つ思い返した。

　妙に重くなっていた姉の体重。

　銀色の怪物に変へん貌ぼうした後の、謎なぞめいた言こと葉ば──。

「そ、それじゃあ……!?」

「そういうことだ。俺たち傭兵との闘たたかいで傷つき、おまけにユピテルにもこっぴどくやられたメルティアは、古い肉体を棄すてて新しい肉体──つまり目の前にいたユピテルに憑依した。あの擬獣にとって、肉体なんていくらでも換えのきく衣い装しようみたいなものなんだろう」

「新しい肉体って……擬獣と人間は全然別の生き物じゃないですか!?　身体からだのつくりだって、大きさだって違うし……！」

「相そう変へん異い現象、ってのを知ってるか？」

「いえ……」

「ある土地に棲すむ蝗いなごは、交こう尾びのとき以外は他の蝗に関かかわらず、一匹ずつが単体で生活してる。ところが、ある時期が来ると突然群れ始め、何十万何百万もの数が一つの群体になって動き始める──そうやって身を護まもりながら、新しい住すみ処かを捜すわけだな」

「…………」

「ただ習性が変わるってだけじゃない。単体で暮くらしている時と群体で行動している時じゃ、色、形、それに生理状態までまるで別の種類の蝗に変わっちまうらしい」

「……相変異……」

「ま、これは虫の話だけどな。しかし生きるために自分の姿形まで変えちまう生き物ってのはそう珍めずらしくない。ましてや擬獣ともなれば、もう俺たちの理解を超こえたバケモノだからな」

「そんな……それじゃ姉さんはどうなるの？　もう、元の姿には戻れないっていうの!?」

「今のところ、何とも言えねーなあ」

　アルノーは困こまったように頭を搔かいた。

「何しろ、取りつかれた当人が行方ゆくえ知れずのままじゃあ……」

「街まちになんか行ってられないよ！　アルノーさん、ぼく……やっぱりあの廃墟に戻る！　姉さんを捜すんだ!!」

「馬ば鹿か。おまえが一人であそこに戻ったって、擬獣に喰くわれて終わりだぞ！」

「だって……このままじゃ、姉さんが……」

　ラッセルは口ごもり、膝ひざ頭がしらに顔を埋うずめた。

　アルノーに指し摘てきされるまでもなく、自分の非ひ力りきさを誰だれよりも理解しているのは他ならぬ少年自身なのだろう。

（まあ、気持ちは解わかるけどな……）

　その姿を見守っているうち、不意にアルノーは微かすかな違い和わ感かんを覚えた。

　ユピテルの額ひたいに埋うめ込まれていた異い術じゆつ師しのシンボル──あの緑色の結けつ晶しよう体たいが、彼女の弟であるラッセルの額に見あたらない。

「姉あね貴きが異術師ということは、おまえも異術師なんだろう？　例の石は持ってないのか？」

「石？　ああ……『タブレット』のことですか」

　ラッセルはわずかに顔を上げ、上うわ目め遣づかいに若者を見やった。

「異術師の子供が、みんな異術師になれるわけじゃないですよ。ぼくは適性がなかったから……『タブレット』の移い植しよくを受けられなかったんです」

「そ、そうか……ひょっとして、悪いこと訊きいちまったかな？」

「いいですよ、気にしなくて。姉さんと一いつ緒しよにいると、よく尋たずねられることですから」

　それだけ言うと少年は再び目を伏ふせ、その後は自分の殻からに閉じこもったように口を利きこうとしなかった。







　今よりおよそ百年の昔──ヴァリシニア王国全土を蹂じゆう躙りんした擬ぎ獣じゆう災さい害がいの混乱は王家と貴族による封ほう建けん体制に壊かい滅めつ的な打撃を与え、その後復ふつ興こうした多くの都市において国王は有力市民たちによる自じ治ち制度を承しよう認にんせざるを得なかった。

　フォラスの廃はい墟きよから馬車で一日ほどの距きよ離りにあるサブナックも、そんな自治都市の一つである。

　かつては辺境の小さな町に過ぎなかったが、擬獣災害の際に滅めつ亡ぼうしたフォラス市からの避難民が流入したことで一挙に規き模ぼを拡大したという皮肉な歴史を持ち、見方によればフォラスの後こう継けい都市と呼べるかも知れない。

　大型擬獣の襲しゆう撃げきを防ぐために四方を堅けん固ごな城じよう壁へきに護まもられた市し街がい地ちのほぼ中央、市会議事堂や旧領主の居きよ城じようなどが建ち並ぶ官庁街にあって、他の伝統建築に比べてひときわ異い彩さいを放はなつ白はく亜あの高こう楼ろうがそびえ立っている。

　ヴァリシニア異術師協会──通称『ソシエタス』サブナック支部。

　その最上階の一室で、黒こつ褐かつ色しよくを基調とするソシエタスの制服を一いち分ぶの隙すきもなく着込んだ若い男が窓まど際ぎわに手をついて市街地を見下ろしていた。

「サブナックの商業組合がフォラスの廃墟に派は遣けんした例の傭よう兵へい部隊……その後、連絡を絶ったそうですな」

　窓ガラスに映うつる、やや瘦やせ気味ながら整ととのった貴族的な相そう貌ぼう。

　薄い唇くちびるに皮肉げな笑いが浮かんでいる。

「やはり、彼らを行かせるべきではなかった。これは貴方あなたの失点につながりかねませんよ、支部長？」

「もちろん警告はしました。ですが、街まちの商人たちの行動まで制止する権限は、私にもありませんわ」

　男の背はい後ご──部屋に置かれた事務用の大きなデスクについた女が、不服そうに言った。

　艶つやのある黒髪を長く垂たらし、髪と同じ色のベルベットのドレスをまとった知性的な美女である。

　ただし、彼女の最もつとも人目を引く外見的特とく徴ちようはその秀ひいでた美び貌ぼうではなく、白い額ひたいに髪飾かざりのように輝かがやく緑色の結晶体であったが。

　そしてデスク後方の壁かべには、『ソシエタス』のエンブレム──二匹の蛇へびが絡からみついたヘルメスの杖つえ。人類の理性と叡えい智ちの象しよう徴ちよう──をあしらった巨大なタペストリーが掲かかげられていた。

「それに、彼らとしてもやむを得ない選せん択たくだったのではありませんこと？　あの廃墟に巣すくう擬獣ども──ことに大型擬獣メルティアを排はい除じよして王都モラックスヘの最短ルートを確保しない限り、この街の経済活動はいずれ頭打ちになってしまうでしょうから。

　辺境の地に住む我々にとって擬獣災害は過去のものではないのですよ、アシュモールさん。中央から来た貴方にはお解わかりにならないでしょうが」

「無論、中央本部としても手をこまねいて見ていろと言っているわけではないですよ」

　軽く肩を竦すくめながら、男は振り向いた。

　窓から差し込む陽光を受け、額に埋うめ込まれた緑の結晶体が一いつ瞬しゆんの光を放つ。

　一見宝石にも似にた逆三角形の小さな石『エメラルド・タブレット』。

　異術師──現在のヴァリシニア王国における、貴族すらおよばぬ最高のエリート階級──たる証あかしである。

「例の大型擬獣──メルティアについては、いずれ中央から異術兵を動員して本格的な掃そう討とう作戦を実じつ施しする予定です。その事前調査のために、監かん察さつ官かんとして私が派遣されたのですから。それまでは下へ手たに手を出して余よ計けいな被害を出さぬように、というのが理事会の方針でしてね」

「中央の直ちよつ轄かつ部隊を？　それはまた、大げさな話ですね」

　黒髪の美女──『ソシエタス』サブナック支部長レオノーラは警けい戒かいしたように眉まゆをひそめた。

「しかし……何でまた、中央本部はそうまでしてメルティアにこだわるのです？　王国の脅きよう威いになるような大型擬獣なら、他にもいるでしょうに」

「理事会の方針です。それ以上の説明は必要ないと思いますが？」

「…………」

　官かん僚りよう主義者。虎とらの威いをかる狐きつね──そんな言こと葉ばがレオノーラの頭をかすめた。

「なら……詮せん索さくはよしましょう。貴方は監察官としての任務に専念なさい。この街に滞たい在ざい中、地方支部の施し設せつは自由に使えるようはからいます」

「ご協力感かん謝しやいたします、支部長」

　当然だと言わんばかりの態度で、それでも形だけは頭を下げる。

「申し訳わけありませんが、この辺でお引き取り願えませんか？　そろそろ来客の予定がありますので……何かありましたら、秘書の方にどうぞ」

「ほう。お忙いそがしいですな」

「都市警けい邏ら隊の司令官です。半年前から市内で頻ひん発ぱつしている連続殺人事件について、当支部に対しても捜査協力を要よう請せいしたいとか」

「ああ、例の猟りよう奇き殺人というやつですか……まあ、擬獣に比べれば可か愛わいらしいものですな。たかだか人間の殺さつ人じん鬼きなど」

　──田舎いなか支部の連中にはお似に合あいの仕事さ。

　甲かん高だかい笑い声を上げながら、監察官アシュモールはレオノーラの執しつ務む室を出ていった。







　城門の警邏隊詰め所で入市の手続きを済すませたアルノーは、ラッセルを伴ともなってサブナックの街に入った。

　流しの辻つじ馬車をつかまえ、市内を走らせること三〇分余あまり。

　やがて、正面に巨大な金属プレート──一本の杖つえに絡からみつく二匹の蛇へびを象かたどった奇き妙みようなエンブレム──を掲かかげた白い高楼の前で馬車は止まった。

「ほらよ、着いたぜ。あの建物がソシエタスの支部だ」

「でも……姉さんはソシエタスで働いてるわけじゃないし……」

「まあ同じ異術師同士のことだし、そう悪いようにはしないんじゃないか？」

「あ、あの……アルノーさんは？」

「前にも言ったように、俺は異術師どもが大だい嫌きらいでね。連中の組そ織しきにはなるべく関かかわり合いたくないんだ。悪いけどな」

「…………」

「そんな顔するなよ。言っとくけどな、おまえの姉あね貴きのことを忘れたワケじゃないぜ。こ生なま意い気きな小娘だったけど──ま、とにかく命の恩人だからな。

　俺は俺で、何とかあの子の行方ゆくえを追ってみるさ」

「そんな！　ぼ、ぼくだって捜すよっ」

「はっきり言おう──足手まといだ」

　言ってからラッセルの表情をうかがうと、少年は今にも泣き出しそうな表情でこちらを見上げている。

　アルノーは少し後こう悔かいした──が、やはりこういうことははっきり言うべきだと思い直し、「ユピテルがああなったことに関しては、俺だって責任を感じてるよ。本当は、あの時ぶん殴なぐってでも止めるべきだった──だから、あの子の行方はこれからも手を尽つくして捜す。

　だがな。それには危険が伴うし、だいいちこの先何ヶ月、いや何年かかるか判わからねえ。その間ずっとおまえを連れて歩くのは、とても無理だ」

「…………」

「それに……この上、弟のおまえの身にまで何か起こってみろ。俺はどう責任をとりゃいい？　それこそ修道院にでも入って、この先一生懺ざん悔げしなけりゃならなくなっちまう。判るよな？」

「……姉さん……」

　ラッセルはがっくりとうなだれた。

　目の前の地面がぼやけ、足元に涙なみだの滴しずくがポタポタと落ちる。

　そのとき──唐とう突とつに、少年の視界が暗あん黒こくに閉ざされた。

「ばぁ。だ～～～れだ!?」

「きゃあああああああああっ!!」

　周囲の通行人が残らず振り向くほどの悲ひ鳴めいを上げ、ラッセルは尻尾しつぽを踏みつけられた子犬よろしく闇やみ雲くもに走り出した。

　すぐ目の前の塀へいに力いっぱい激突、転倒して地面にはいつくばる。

　あまりのリアクションの激しさに、驚おどろかしてやろうと背はい後ごから目め隠かくしした当人も呆気あつけにとられて立ちつくしていた。

「ちょ……ちょっとラッセル、何びびってんのよあんたは？　擬獣にでも遭あったよーな悲鳴上げちゃってさぁ」

「ねねねねねね姉さん!?　ユピテル姉さん!?」

　正面から塀にぶつけた鼻を押さえながら、ラッセルがよろよろと立ち上がる。

　ブラウスの上に赤いケープをまとった小柄な少女。

　ショートカットの前髪からのぞく、緑色の『タブレット』──。

　そこに立っていたのは、紛まぎれもなく姉ユピテルだった。

「あたしじゃなきゃー誰だれだってのよ？」

「な、な、何だってこんなトコに……」

「何でって……旅先ではぐれたら、お互たがい下へ手たに動き回らずに、とりあえずサブナックのソシエタス支部前で落ち合おう──って決めてあったじゃない。あんただって、それでここに来たんじゃないのーっ!?」

「…………」

　そういえば、ロムルスに滞たい在ざいしていた時にそんな約束を交かわした覚えがある──ラッセルの頭が、ようやく平常の思考を取り戻もどしてきた。

「い……今まで、どこにいたのさ!?　ずいぶん、捜したんだよっ！」

「それがねー、何だか妙みようなのよぉ」

　ユピテルは額ひたいにちょんと指を当て、小首を傾かしげた。

「あたしたち、あの廃はい墟きよで擬ぎ獣じゆうに襲おそわれたよね？　あのあと目が覚めると、近くの山ん中でさぁ。山を下りるとそこに……」

「そ、そこに……!?」

「……とまあいろいろあって、この街にたどり着いたってワケ。判わかった？」

「いきなりはしょらないでよっ！」

「もうっ、どーだっていーじゃないそんなことっ。いちいち細こまかいコトにこだわる男の子って、モテないぞぉ」

「冗じよう談だん言ってる場合じゃないだろ!?　ぼくが、ぼくがどれだけ……」

「あーっっ!!」

　ラッセルの言葉を遮さえぎってユピテルが大声を上げた。

　弟を脇わきに押しのけ、後ろにいたアルノーに憤ふん然ぜんと指を突きつける。

「あんた、あの時の傭よう兵へい!?　何よっ、何であんたがここに居いるのよっ!?」

「悪いかよ？　俺は、わざわざ……」

「ね、姉さん！　アルノーさんは──廃墟でぼくを助けて、ここまで連れてきてくれたんだよ！」

　ラッセルが間に割って入り、賢けん明めいにフォローを入れた。

「助けた？　ってことは、あの擬獣どもを──こいつが、一人で!?」

「え～っと……うん、まあ、そんなとこ」

　実のところ、アルノーが追い払ったのは擬獣に化けたユピテル自身だったのだが──さすがに、そのことをこの場で口にするわけにはいかない。

「へえーっ……ちょっとは、やるじゃない。プロの傭兵ってのもダテじゃなかったのねー」

「まあ、俺のことはどうでもいいけどな。おまえ、身体からだの方は大だい丈じよう夫ぶなのか？　ラッセルの話じゃ、擬獣に──」

「擬獣がどーしたの？」

「い、いや擬獣にやられてケガしたとか、しないとか……」

「あ～ら、それはそれはご心配かけまして。あたしはこの通り、ピンピンしてますことよっ」

「確かに……」

　アルノーは訝いぶかるような目つきで少女を見つめていたが、やがてラッセルに小声で耳打ちし、

「彼女、本当におまえの姉貴なんだな？」

「は、はい……間違いなく、本人です」

「以前に比べて、何か変わった様よう子すは？」

「ありません……一二〇％、いつもの姉です」

「……なら、いいが」

　いささか複雑な表情でつぶやいた。

「ねーっ、何話してんのよあんたたち？　人に隠かくれてこそこそと……」

「いや、こっちのことだ。ともあれ、姉さんが見つかってよかったな、ラッセル」

　そう言って少年の肩を叩たたき、ユピテルの方に押しやる。

「ほらよ、弟を返すぜ──これで貸し借りなしだな。じゃあ、俺はこれで」

「こらっ、ちょっと待て！」

「……何だ？」

「そりゃー、あたしとあんたの間で貸し借りはチャラになったけどね。でも、これじゃー弟の分の借りが残ったままじゃない」

「だから？」

　ユピテルは顔をそむけ、ちょっと赤面して口ごもった。

「だ、だからさ……夕食くらい奢おごらせなさいよっ」

「へ？」

　アルノーは彼女の顔を意外そうに見つめ──思わず吹き出した。

「こ、こら笑うな！　何がおかしーのよっ!!」

「いや、悪い悪い──しかしおまえ、見かけに依よらず気を遣つかうタチなんだなあ」

「見かけに依らずってねえ……」

「ま、気持ちだけ貰もらっとくよ。これから雇やとい主に会って、報ほう酬しゆうの残金を取り立てなきゃいけねえ──おっと、そうだ」

　意味ありげな目つきでラッセルの方を見ると、

「俺は東地区十二番地の宿屋『海豹あざらし亭てい』に泊とまる。何かあったら……相そう談だんに来い」

（…………！）

　ラッセルは心なしか背中がぞくっとした。

　若者が言いたいことは、よく判っている。

　確かに姉は無ぶ事じに戻ってきた──だが銀色の擬獣、メルティアは何ど処こに行った？

　その隣となりで、ユピテルが思い切り不満そうな声を上げた。

「何よーっあの男!?　このあたしがわざわざ誘さそってやったってゆーのに……やっぱサイテー!!　見直しかけて損したわっ！」

「そんな言い方しちゃダメだよ、姉さん。アルノーさんだって、いろいろ忙いそがしいんだから……」

「あ～ら。ちょっとの間に、ずいぶん仲良しになったのねー。あの傭兵野や郎ろうと」

「そ、そりゃあ何かと世話になったしさぁ」

「ンなことよりラッセル、あんた大だい丈じよう夫ぶだった？　一いつ緒しよにいる間に、何か変なイタズラとかされなかったでしょーね!?」

「されるワケないじゃないか。男同士なのに……」

「男同士だからよけーヤバいんじゃない！　あの手のスカした男にはホモが多いって聞くわ。最後のあのセリフ、あれはどー見てもあんたにモーションかけてんのよ！」

「あ、あれは別に、そういう意味じゃあ……」

「いや～んキモチ悪い！　もうっ最低最低最低!!」

　弟の言葉など全然聞いてない。

「ホモの小児性愛者ペドフイリアなんて人類の恥はじ、獣けだもの以下よっ！　あまつさえ人の弟に手を出そうなんて、これは姉のあたしに対する挑戦に他ならないわ！」

「何で……それが姉さんへの挑戦になるの？」

「るさいわね！　行くわよラッセル！　あたしたちの宿はこっち。ほらあグズグズするな！」

「あ。姉さん、ひょっとして……」

「何よっ!?」

「食事の誘いを断ことわられたから……ムキになってるの？」

「…………」

　ひくひくひくっ、とユピテルの口くち許もとがひきつった。

　一分後──頭にでっかいたんこぶを作ったラッセルは、姉の後を追ってすごすご宿屋へと向かった。







　すぐ近くに動く者の気け配はいを感じ、ラッセルはベッドの中で身を固くした。

　おそるおそる薄目を開けると、暗くら闇やみの中に白い寝ね間ま着き姿のユピテルが立っている。

（……まただ……）

　少年は毛もう布ふを固く握にぎりしめ、震ふるえながら思った。

　姉の表情は、この位置からは判わからない。

　ただ滑すべるような足取りで窓まど際ぎわに歩み寄り、鎧よろい戸どを開けようとしている後ろ姿だけが見えた。

　湿しめった夜風が室内に吹き込み、カーテンが生き物のようにゆらりとはためく。

　ユピテルの手が窓まど枠わくにかかった──と思った瞬しゆん間かん、すでに彼女の姿は部屋の中から消えていた。

　ラッセルは慌あわてて起きあがり、ベッドから飛び降りた。

　窓際に駆かけ寄ると、街がい灯とうに照らされた石いし畳だたみの道路を、小さな白い影が走り去っていく姿がちらりとだけ見えた。

「今夜で三日目だ……姉さん、いったいどこに行ってるんだろう……？」




　現在二人が泊とまっているのは、サブナックの下町にある宿屋『緑のライオン亭』の二階の一室。

　最高級とは言い難がたいが、旅籠はたごとしては安くて清せい潔けつ。加えて一階が食堂を兼かねているので長期滞在にはもってこいの宿といえる。

　異い変へんは、先に一人で部屋を取っていたユピテルが、弟を連れて二人部屋に移った晩から始まっていた。

　深夜、ふと頰ほおに冷たい風を感じたラッセルが目を覚ますと、隣となりのベッドに寝ているはずの姉の姿がない。

　寝る前に固く締しめておいた窓の鎧戸が開け放はなたれている。

　かわやや厨ちゆう房ぼうなど宿屋中くまなく捜したが、ユピテルの姿はどこにも見あたらなかった。

　不安にかられたラッセルは、部屋に戻った後も一いつ睡すいもできずにその夜を過ごした。

　だが、明け方──ほんの少しうとうとした直後──ふと見ると、隣のベッドに何事もなかったかのように姉が寝ているではないか。

　翌日、それとなく前夜のことを尋たずねても、彼女は「夕べの晩？　よく眠れたわよ」ととりつく島もない。

　何か隠かくしている──というより、本当に何も憶おぼえていない様よう子すであった。




　そして、今夜──三たび姉が姿を消した窓際に立ち、ラッセルは為なす術すべもなく夜の街路を見下ろしていた。

（やっぱり、普通じゃないよなあ……夢む遊ゆう病びようだとしたって、二階の窓から飛び降りてタダで済すむわけないし）

　一瞬、まだ同じ市内に滞在しているはずのアルノーを呼び出そうかとも思うが、すぐにその考えは打ち消した。

　フォラスで助けられて以来、色々と世話になったあの若者にはもちろん感謝しているが、もともと人見知りの激しいラッセルは、彼に対してまだ本心から心を開いたわけではなかった。

　自分から相談に行くのは、どうも二の足を踏んでしまうのだ。

（こんな時間に押しかけたら、きっと迷惑な顔されるだろうし……それに、まず自分の目で事実を確かめなくっちゃ！）

　ラッセルは意を決し、外がい套とうを羽は織おって部屋を出た。




　宿屋の外に出た少年がまず驚おどろいたのは、夜の街のあまりの静けさだった。

　確かに今は夜半近い時刻だし、ここは街の中心部から少し離れた場所なので、静まり返っているのに不ふ思し議ぎはないが。

（居い酒ざか屋やも全部閉まってるし、通行人の一人もいないなんて……昼間はあんなに賑にぎやかな街なのに、何だってこんなに寂さびしくなっちゃうんだろう？　これじゃ、フォラスと変わらないじゃないか）

　ラッセルは外套の襟えりをかき合わせ、夜の街並なみを見上げた。

　街がい灯とうの仄ほのかな光が道路を照らしているとはいえ、星空を背景に鬱うつ蒼そうとそびえ立つサブナックの市街は、確かにあの旧フォラス市の墓はか石いしのごとき廃はい墟きよの群むれを彷ほう彿ふつとさせる。

　その墓場のような都市の上空を、時折思い出したように鮮やかな光の束たば──飛行型擬ぎ獣じゆうの侵入を警けい戒かいする探たん照しよう灯とうの明かり──が音もなく過よぎっていくのだ。

　現王都であるモラックスの生まれであり、都市といえば不ふ夜や城じようのような明るさと喧けん燥そうというイメージが定着していたラッセルの目に、殺さつ風ぷう景けいな地方都市サブナックの夜はあたかも昼とは別の顔を持つ異世界のごとく映うつった。

「は、早く姉さんを捜さなきゃ……確か、こっちの方に歩いていったっけ」

　怖こわさを紛まぎらわすためわざと声に出しながら、市いち場ばへと続く十字路を渡ろうとしたとき。

「──また逢あったな、小こ僧ぞう」

　背はい後ごからかけられた声に、ラッセルの心臓が凍こおり付いた。

　油の切れた機械のようなぎこちない動作で、おそるおそる背後を振り返る。

　ぼんやりとした街灯の光こう輪りんの中に、それはゆっくりと歩み出た。

　身長一七〇センチ弱、しなやかに引き締しまった身体からだつき。

　長く伸びた白はく銀ぎんの髪。

　体毛のない全身をなめらかに包む、水銀のような色と光こう沢たくを持つ肌はだ。

　そして血のように紅あかく輝かがやく、白目のない双そう眸ぼう──

（わあん、出たあ～～っ!!）

　悲ひ鳴めいを上げて逃げ出しそうになったラッセルは、それでも勇気を奮ふるって踏みとどまり──いや違う、足が竦すくんでその場に金かな縛しばりとなった。

「下へ手たに詮せん索さくしなければ、いましばらく長生きできたものを──」

　擬獣の口が開き、以前に聞いたものよりずっと流りゆう暢ちような、ほとんど人間の女性のものと変わらない声で愉ゆ快かいそうに喋しやべった。

「……それとも、そんなに早く、わたしの爪つめにかけられたかったか？」

　一歩近づくごとに擬獣の銀色の体表面が街灯の光を反射し、虹にじ色の波模も様ようとなって揺れる。

　純銀の少女像を思わせるその姿は、怪物という偏へん見けんさえ取り払って見れば、ある種凄せい艶えんとも言える美しさを備そなえた生き物であった。

　もっともその時のラッセルの目には、女の形を取った死神としか映らなかったが──。

（こいつ、人間の形に相そう変へん異いしたんだ……姉さんの身体を使って！）

　腹の底から湧わき上がる憤いきどおりが、ようやく少年の金縛り状態を解といた。

「や、やい擬獣！　おまえ、メルティアって言うんだろ!?」

「ほう、知っているのか。わたしの名を」

「そんなこと、ど、どうでもいいよ！　は、早く姉さんの身体から出て行け！」

「姉さん？　ああ、器うつわとなった、この女のことか。前のわたしを、妙みような術で殺した人間だ──八やつ裂ざきにしても、飽あき足りぬ」

　メルティアは両手の鋭するどい鉤かぎ爪づめを立て、見事に膨ふくらんだ己おのれの胸を搔かき割さくようなそぶりを示した。

　牙きばをのぞかせてニヤリと笑い、

「──もっとも、今は大切なわたしの器。そうもいかぬがな」

「う、う、うるさい！　おまえが出ていかないなら、ぼ、ぼくが力ずくで追い出してやるっ！」

「ほほう？」

「聞いて驚おどろけ！　ぼくだって、姉さんと同じ異い術じゆつ師しなんだ！　おまえを生け捕どりにして、大人おとなたちに引き渡すくらい、朝飯前なんだからな！」

　この先一生分の勇気を前借りして、ラッセルは一世一代の大おお見み得えを切った。

　だが、対するメルティアは──

「面おも白しろい──やってみるがいい！」

　ますます足を速めて距きよ離りを詰めてきた。

（あわわ……しまった、全然こたえてないよう!!）

　廃はい墟きよの大聖堂跡あとで遭そう遇ぐうした『前の』メルティアは、ユピテルの放はなった異術──エーテル操そう作さによる光の矢に倒された。

　よって異術師の名を出してはったりをかませば、擬獣も恐れ戦おののいて言いなりになるかと思ったのだが──世の中、そこまで甘くはなかった。

　滑すべるような動きで迫せまってきたメルティアの姿が、ふいに消えた。

（──え？）

　背後に何かが着地する気け配はい──同時に、固く冷ややかな感かん触しよくが首筋あたりに押しつけられる。

「そら、もうお終しまいだ──おまえの首は落ちたぞ」

　刃物状に変形させた指先を突きつけ、メルティアが言った。

「あ……」

　腰から下の力が完全に抜け、少年はへなへなと地面に座すわり込んだ。

「きゃああああ!!　ごめんなさいっ!!　ぶたないで!!　殺さないでーっ!!」

　両手で頭を抱かかえ、背中を丸め、恥はじも外がい聞ぶんもなく泣き叫さけぶ。

「…………」

　メルティアはその様子を面白そうに眺ながめていたが、やがてラッセルの顎あごを捉とらえ、くいっと自分の方へ持ち上げた。

「ひうっ……!?」

「ほう──こうして見ると、なかなか可か愛わいらしい顔をしているな。喰くってしまうには、ちと惜おしい」

（か、怪物に誉ほめられたって嬉うれしくないやいっ）

　心の中でぼやくラッセルだったが、とても声には出せない。

「そんなに、死にたくないのか？」

「うえ、うえ、ひっく、ひっく」

　涙なみだでぺとぺとになった顔で、ラッセルはこくこくこくっ、とせわしなくうなずいた。

「ならば、こうしよう──おまえはフォラスで見たこと、そして今夜見たことを、姉を含ふくめた他の人間にいっさい口こう外がいするな」

「ひっく──？」

「当分の間、何事もなかったように平静を装よそおって暮らすのだ──そちらの方が、わたしにとって都つ合ごうがいい」

　擬獣の口くち許もとに、意味ありげな笑みが浮かんだ。

「…………」

　例たとえ臆おく病びようではあっても、ラッセルとて馬ば鹿かではない。

　だから、擬獣が持ちかけている「取引」が何を意味しているのか、すぐに理解できた。

　こいつは、ただ凶きよう暴ぼうなだけの怪物ではない。

　真の目的は不明だが──姉の身体を隠かくれ蓑みのにして、人間の社会に潜もぐり込むつもりなのだ。

「──いやだっ!!」

　考えるより先に、叫んでいた。

「命が惜しくないのか？」

「うるさい、寄生虫！　おまえなんかの言いなりになってたまるか！」

「寄生虫だと？」

「そうじゃないか！　姉さんに負けたからって、こそこそ取りついて──前の身体だって、どうせ他の動物のを奪うばったんだろ!?　おまえなんか寄生虫と同じだ！」

　メルティアの目が、異様な光を放った。

　片手でラッセルの胸むな倉ぐらをつかむや軽々持ち上げ、もう片方の手の指先を爪刃へと変形させる。
















「──殺す！」

（助けてっ、姉さん──!!）

　ラッセルは固く目をつぶった。

　もう駄だ目めだ──と思う間もなく、いきなり少年の身体は地面に投げ出された。

　驚おどろいて見上げると、メルティアが自分の頭を抱かかえ苦しげに呻うめいている。

「な、何だ……くぅっ頭が!!」

　顔を覆おおった指の間から洩もれる、緑色の光。

（あ、あれは──タブレット!?）

　メルティアの額ひたいに浮かび上がった逆三角形の光が点てん滅めつし、擬獣の女は再ふたたび苦しげに吠ほえた。

（姉さんだ！　姉さんの意識がまだ残って……闘ってるんだ！）

　ラッセルは立ち上がり、ダッシュで逃げ出した。

（今のうち、アルノーさんの宿に！）

「あっ、待て！」

　背はい後ごからメルティアの声が聞こえたが──

　無論、こんな時に立ち止まる馬鹿はいない。

「待ってて姉さん──必ず助けるからね！」




　確かに、アルノーは自分の宿の名とその住所を教えてくれた。

　だがラッセルは、そこに行くまでの道順を知らなかった。

　そのことに気づいたのは、およそ一時間後──真夜中の街まちを闇やみ雲くもに走り回り、へとへとになって立ち止まった時であった。

「はあはあっ……考えてみれば……アルノーさんのとこじゃなくてもよかったんだ……ソシエタスの支部でも、警けい邏ら隊たいの詰め所でも」

　ぜいぜい息をつきながら、ふと顔を上げ周囲を見回す。

　いつの間にか、あたりは街がい灯とうすらない深い闇に包まれていた。

　道の両脇わきにある建物の窓には厳げん重じゆうに板が打ち付けられ、人の住む気け配はいすら感じられない。

「どこだろう、ここ？」

　ラッセルは知らなかったが、その一帯はサブナックの旧市し街がい──街の急速な拡大に伴ともなって住民が移動し、一時的に無人化した区域──であった。

　いわばゴーストタウンである。

「とにかく……どこか、人のいる場所に……！」

　灯あかりのついた建物を求めて再び歩き出したとたん──

　ずるっ。足元の水たまりに足を滑すべらせて尻しり餅もちをついた。

「いたた……何だよぉ、こんな所に水たまりなんか……」

　水ではない。

　でこぼこした石いし畳だたみの間に溜たまり浅い池を作っていたのは、微かすかな粘ねばりけを含ふくんだ、なま暖かい液体だった。

「…………え？」

　──ぺちゃっ。ぺちゃっ。ぺちゃっ。ぺちゃっ──。

　すぐ目と鼻の先の、闇の中。

　建物の間に挟はさまれ、ちょうど行き止まりとなった路地の奥の方に、何者かがうずくまっている。

「あ、あのぉ……」

　──ぺちゃっ。ぺちゃっ。ぺちゃっ。ぺちゃっ──。

「誰だれか……そこにいるんですか？」

　──ぺちゃり。

　物音が止まり、ゆっくりと振り向く気配。

　黒い影がのっそり立ち上がった。

「ひっ……!?」

　尻餅をついたまま思わず後ずさったラッセルの手が、何かに触ふれた。

　ごろんと地面に転がる、瓜実のような物体。

　指先に絡からみつく髪の毛の感かん触しよく──。

「うわ!?　うわあああああああっ!!」

　悲ひ鳴めいを上げる少年に向かってゆっくり近づいてきたそいつは、輪りん郭かくだけ見れば人間に似にた二本足の生物だった。

　身の丈たけ三メートル余あまり、灰色熊ぐまを一回り大きくしたような体たい軀く。

　先端で二ふた股またに分かれた鋏はさみ状の前ぜん腕わん。

　ディテールは定かでないが、星灯あかりを反射して微かに黒光りする体表面は、獣けものというより昆こん虫ちゆうのキチン質を連想させた。

「ぎ、擬獣……!?」

　それは判わかった。

　だが、ここは廃はい墟きよでも人里離れた山の中でもない。

　四方を城じよう壁へきに囲まれ、武装した警邏官に護まもられたサブナック市──大勢の市民が住む都市のど真ん中なのだ。

（な、何で!?　何で街の中に擬獣が……）

　擬獣には首にあたる部分が存在せず、両肩の間にめりこんだような頭部の中で爛らん々らんと輝かがやく黄色い複ふく眼がんが、無感情にラッセルを見つめている。

　大きく縦たてに裂さけた口がわずかに開き、くわえていた人間の片腕を放した。

　肘ひじの所で切断、というよりねじ切られたようなか細い女の腕──夜目にも白いその腕が、ぼたりと鈍にぶい音を立てて地面に転がる。

（…………!!）

　少年の頭の中が真っ白になった。

　もはや、悲鳴を上げる気力もない。

　ただ心臓の鼓こ動どうだけが、小さな胸の中で破は裂れつしそうに高鳴った。

　硝子ガラスを擦すり合わせるような不快極きわまる声で擬獣が吠ほえ──

　ふいにラッセルは襟えり首くびをつかまれ、尋じん常じようでない力で後方に引っ張られた。

「メ、メルティア!?」

　いつの間に追いかけてきたのか──

　あの銀色の擬獣が、ラッセルの襟首をつかんで軽々とぶら下げている。

　額ひたいのタブレットは消失していた。

「…………」

　メルティアは少年の身体を無む造ぞう作さに背後に放り出すと、目の前にいるもう一頭の擬獣を睨にらみつけた。

「何だ、おまえは？──この小こ僧ぞうはわたしの獲え物ものなんだ。手を出すんじゃない」

　黒い擬獣が怒ったように吠えた。

『彼』もまた、自分の獲物を横取りされたと思ったに違いない。

　巨大な鋏はさみのような両腕を振り上げ、メルティアに向かって襲おそいかかってきた。

「──馬鹿め！」

　メルティアはわずかに腰を沈め、カウンターで鮮やかな横蹴げりを叩たたき込んだ。

　空中で素す早ばやく身体を反転させ、もう一発。

　しなやかに伸びた足が銀色の弧こを描き、黒い擬獣の胴体に彼女の踵かかとがめりこむ。

　四、五百キロはありそうな相手の巨体が道路を隔へだてた廃はい屋おくまでぶっ飛び、壁かべを突き破って大きく建物を傾かたむかせた。

（す、凄すごい……！）

　ラッセルは息を吞のんだ。

　グールーラくらいの擬獣なら、一撃で蹴り殺されている。

　だが、黒い擬獣は壁に空あいた穴の中から、のそのそと這はい出してきた。

　さほどのダメージを負おったようにも見えない。

　ただし今度は軽けい率そつに突っ込んでくるような真ま似ねはせず、一定の距きよ離りを保ちながら威い嚇かくするように巨大な鋏を開閉している。

「まだ、やるのか？　今度は手て加か減げんせんぞ」

　メルティアは不敵に笑い、両手の指先を爪刃へと変形させて身構えた。

　そのまま睨み合うこと、数十秒──。

　黒い擬獣はやおら後退を始め、出現したときと同じく闇やみの奥に溶とけ込むように去って行った。

「──ふんっ」

　擬獣の女はかぶりを振って乱れた髪をかき上げ──

　そしてラッセルの方に向き直った。

「た、助けて……くれたの？」

　地面に座すわり込んだまま、少年は震ふるえる声で尋たずねた。

「ど、どうして……？」

「聞いてなかったのか？　おまえは、わたしの獲物だ」

　つかつかと歩み寄り、ラッセルに立ち上がる暇ひまを与えず地面に押し倒した。

「わーっ!?」

「今はまだ、あの小娘の意識が邪じや魔ましているようだが……」

　身動きのとれなくなった少年の上に覆おおい被かぶさり、柔らかな頰ほおを尖とがった爪の先でツウッ──と撫なでる。

「ひっ……ひううっ……!?」

「見てろよ。そのうち、必ず喰くってやるからな」

（うわ～～ん、感かん謝しやして損したぁ！）

　そのとき、道路の彼方かなたからカンテラの灯あかりが近づいてきた。

　人数にして十人以上。

　重い革かわ靴ぐつの立てる足音が、深夜の街路にさかんに反はん響きようする。

「ふん、また邪魔か──」メルティアは立ち上がり、

「小僧、わたしは一足先に帰る。だが、忘れるなよ──わたしは、いつもおまえの側そばにいるのだからな」

　石いし畳だたみを蹴けって跳ちよう躍やく。

　信じがたい身軽さで建物の上を飛び石伝いに渡り、何処いずこともなく消えていった。

（た、た、助かった……？）

「何か爆発したようだな。凄すごい音がしたぞ」

「あそこに誰だれかいる──子供だ！」

　どやどやと駆かけ寄ってきた青い制服の男たちが、あっと言う間にラッセルを取り囲んだ。

　サブナック都市警けい邏ら隊の警邏官である。

　全員がライフル銃で武装し、単なる夜間警備にしては妙みようにものものしい緊きん張ちよう感を漂ただよわせていた。

「おいっ、大だい丈じよう夫ぶか！　何があった!?」

　最初に駆けつけてきた警邏官が、カンテラを高く掲かかげた。

　他の男たちもこれに従い、ゴーストタウンの一角を煌こう々こうと照らし出す。

「何てこった……くそっ、またヤツの仕し業わざか!?」

「ひでえもんだ。人間わざじゃねえな……」

　その時になって、初めてラッセルは周囲の惨さん状じようを悟さとった。

　石畳の上に無む造ぞう作さに転がる、若い女の手足や胴体。

　胴体部分は石榴ざくろのように切り開かれて臓ぞう物もつが引きずり出され、あたかも子供がおもちゃ箱をひっくり返したかのようにぶちまけられている。

　頭は、ラッセルのすぐ傍かたわらに転がっていた。

　両眼をかっと見開き、絶ぜつ叫きようの表情のままで硬こう直ちよくしたその形ぎよう相そう──たぶん、生きたまま解体されたのだ。

「………うぐっ!?　うぇぇっ」

　胃の奥から苦にがいものがこみ上げ、ラッセルは背を丸めて吐はいた。

　その間にも、警邏官たちは素す早ばやく次の行動に移っていた。

「俺おれたちだけじゃ手に負おえねえ！　本部に応援を要よう請せいしろ！」

「はっ！」

　連絡のため一人が走り去り、残りの者は銃を構えて現場の確保と周囲の警けい戒かい任務に就つく。

　まるで事件の発生を事前に予期していたかのような、きびきびした働きぶりであった。

「おいっ、おまえ！」

　警邏官の一人が、ラッセルの顔にカンテラを突きつけた。

「え!?　は、は、はい」

「ここで何があった？　犯人の姿を見たんだろう？」

「あ、あの──」

　擬獣が──と言いかけ、ラッセルは口をつぐんだ。

　黒い擬獣について説明するには、どうしてももう一頭の擬獣──メルティアの件に触ふれざるを得ない。

　──忘れるなよ。わたしは、いつもおまえの側にいる。

「ぼくは……」

「見たんだな!?　言え！」

「……ぼくは……知らない。何も、見てないんです」

「何だとぉ!?」

「通りかかったら、人が死んでて……何が何だか……ごめんなさい」

「ふざけるな！」

　警邏官たちがいきりたって怒ど鳴なった。

「この死体はどう見ても今殺されたばかりだ！　見てないとは言わさんぞ！」

「通りかかった、だと？　女子供は日が暮くれたら外に出るなと回かい覧らんしてあるだろうが!?　こんな時間にほっつき歩いて何をしていた!?」

「怪あやしいガキだ……犯人の一味じゃないのか？」

（そ……そんなぁ!?）

　助けに来てくれた、と思った警邏官たちに銃を突きつけられて詰きつ問もんされ、ラッセルはただ蒼そう白はくになってガタガタ震ふるえ続けるだけだった。

「まあ、そういじめるなって。まだほんの子供じゃねえか」

　警邏官たちの背はい後ごから、ひときわがっしりした体格の男がたしなめた。

　上級警邏官であることを示す階級章と肋ろつ骨こつ飾りの制服。

　どうやらこの場の指し揮き官かんらしい。

「し、しかし中隊長殿どの──」

「ほれ、こんなに怯おびえちまって……おまえらが脅おどしたら、できる話だってできなくなっちまわあ」

　中隊長、と呼ばれた男は部下を押しのけ、大柄な身体からだをかがめてラッセルに顔を近づけた。

　鰓えらの張った厳いかつい顔つきだが、眠そうに細められた目が妙みようにひとなつこい印象を与える。

「おう、坊ぼう主ず。ケガはねえか？」

　少しだけ落ち着きをとり戻もどしたラッセルは、おどおどと顔を上げた。

「あの……外出禁止、ってどういうことです？　何か……あったんですか？」

「何にも知らねえのか？　街じゃあれだけ騒さわぎになってるってのに」

「この街には……来たばかりなんです。姉さんと、二人で……」

「あー、旅行者かい。道理でなぁ」

　男は苦笑して首筋を搔かいた。

「……連続殺人だよ。この半年でもう二十人は殺やられた」




　およそ二時間の後──。

　警邏隊の詰め所であれこれ問いただされたラッセルは、ようやく『緑のライオン亭』に帰ることを許された。

　本来なら重要参考人、下へ手たをすれば容よう疑ぎ者しやとして勾こう留りゆうされても文もん句くの言えない立場であったが、夜明けを待たずに放免されたのは例の厳つい顔の中隊長の口添ぞえだった。

　熱い風ふ呂ろに入れられた後着替えまでもらい（といっても犠ぎ牲せい者しやの血ち糊のりがべっとりついた元の衣服は『証しよう拠こ品』として没ぼつ収しゆうされてしまったが）、ラッセルは中隊長に付き添われてようやく宿まで帰り着いた。

「ここかい、坊主の泊とまってる部屋は？」

「はい。あの……いろいろお世話になりました。ありがとう……警邏官のおじさん」

「おいおい、オジサンはねえだろ？　これでも三〇過ぎたばっかりだぜ」

（それって立りつ派ぱにおじさんだと思う……）

　そう思ったが口には出さなかった。

「ま、それはともかく……二、三日して落ち着いたら、今夜見たことを正しよう直じきに教えてくれよ──約束できるな？」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ──人の良さそうな男の目が、少年の心を見み透すかすように鋭するどく光った。

「……は、はい」

「よし。じゃあ、ちょっくら姉さんに挨あい拶さつして帰るかな」

　そう言ってドアのノブに手をかける。

「あっ、待って！　開けちゃダメーっ!!」

「駄だ目めって……何で？」

「危険なんです！　この部屋には──」

「坊主の姉さんが寝てるんだろ？」

「…………」

　一足先に帰る──メルティアは確かにそう言った。

　いま扉とびらの向こうにいるのが姉のユピテルか、それともあの銀色の擬獣か──それはラッセルにも判断がつきかねた。

「姉さんは──す、すごく寝起きが悪いんです！　だからこんな時間にたたき起こしたら、凶きよう暴ぼう化かして何しでかすか……」

「ああん？」

　男は間の抜けた声で聞き返し、やがて大声で笑い出した。

「わははは、おかしな坊主だ！　殺さつ人じん鬼きより姉あね貴きの方が怖こわいかよ？　こりゃいい」

（怖いよ！　だって食べられちゃうものっ）

「心配するな。姉さんには、俺の方からよく話して──」

　唐とう突とつに、ドアが開いた。

「ふあ～っ、おトイレ……」

　小声でつぶやきながら、夢む遊ゆう病びよう者のような足取りでふらふら部屋から現れた寝ね間ま着き姿の少女。

（姉さん……!?）

「あー、失礼。異い術じゆつ師しのユピテルさんだね？」

「ほえ？」

　トリの足跡のようにショボついた寝ぼけ眼まなこで、ユピテルが振り向いた。

「おいひゃん……だれ？」

「やれやれ、またかよぉ!?

　あ、いやサブナック都市警けい邏ら隊、第一警備中隊長のメレディスだ。旧市街のゴーストタウンで君の弟を保護したんで連れてきた」

「……けいらたい……おまわりさん……ラッセル？」

　ぱかっ。少女の瞳ひとみが一瞬にしてまん丸に見開かれた。

「ラッセルーっ!?」

　ぎょっとした面おももちで警邏隊の隊長と弟の顔を見比べ、

「あ、あんた──いったい何やらかしたのっ!?」








第３章　ホモ・ファルサス









　下町の宿屋『緑のライオン亭』の朝は早い。

　一階が食堂を兼かねているため、朝まだきから早番の職工や近所の店員が朝食にありつくために訪おとずれ、宿しゆく泊はく客が眠い眼を擦こすりながら部屋を出てくる頃ころにはほぼ満席に近い活かつ況きようを呈ていしていた。

「連続殺人の話ならあたしも知ってるわ。昨日きのう買い物に行った店のおばちゃんに捕つかまって、二時間くらいたっぷり噂うわさ話ばなしを聞かされたもの。もっともそのうちの一時間半はお隣となりの奥さんの不ふ倫りん話だったけど……」

　朝食のパンケーキをパクつきながら、ユピテルが言った。

　向かいの席で同じくパンケーキを食べていたラッセルのフォークがピタリと止まる。

「被害者は老ろう若にやく男なん女によ見み境さかいなし。死体は内臓を盛大にひきずり出されて、バラバラのグッチャグチャ。そのくせお金の入った財さい布ふや何かは手つかずだってゆーから、まったく人を喰くった犯人よねえ」

「…………」

　ラッセルは無言でフォークを置いた。

　少年の朝食は、まだほとんど手つかずである。

「いわゆる快楽殺人ってやつかしら？　やっぱアレよねー、ストレスの多い街まちの生活って、人間の精神を荒こう廃はいさせちゃうんだわ。もぐもぐ」

　などと知った風な口を叩たたきながら、ユピテルはケーキの最後の一片を吞のみ込んだ。

　彼女の右手には、すでに空からになった皿が五枚重ねられている。

　サブナックの街に来て以来、彼女の身に起こったもう一つの変化──とにかく、よく食うのだ。そのくせ生せい来らいの細身の体型は相変わらずで、食べ過ぎでおなかを壊こわすこともなかった。

　ユピテルはお茶を一口啜すすり、目の前の空になった皿を、ついで厨ちゆう房ぼうの方をちらりと見やった。

「もうやめときなよ、姉さん……いくらなんでも食べ過ぎだよ。お金だってもうそんなに残ってないんだし」

「これはヤケ喰いよ！　ったくもー、弟が警けい邏ら官かんに連行されて朝帰りだなんて、あたし死んだ母さんに合わす顔ないわよっ」

「そういう場合って、普通食事も喉のどに通らなくなるんじゃ……」

「揚あげ足取らないでったら！　あっおかみさーん、パンケーキもう一皿！　ソーセージにサラダもつけてっ!!」

　追加の注文を済ませた後、大きくため息をつき、

「さて、と……」じろり。

　キツいまなざしで弟を睨にらみつけた。

「そろそろ聞かせてもらうわよぉ。本当のところを」

「本当の……って、警邏隊の人に話した、あれで……全部だよ」

「あ～らそうなの？」

「だから、ぼくは偶ぐう然ぜん巻き込まれただけで……」

「それじゃー聞くわよ。あんた、旧市し街がいなんかでナニしてたの？　あんな時間に」

「そ、それは……寝苦しかったから、ちょっと夜の散歩でも、って」

「ちょっとお散歩、でゴーストタウンのど真ん中に？　十歳になるまで夜中に一人でトイレにも行けなかった、ラッセル君がぁ？」

「…………」

　ラッセルは言こと葉ばに詰まって俯うつむいた。

「あんたって……ほんっとーに噓うそが下へ手たねえ」

「…………」

「ったく、臆おく病びようなくせに好奇心だけは旺おう盛せいなんだから。どーせまた何かの厄やつ介かいごとに巻き込まれたんでしょー？　いいから全部吐はいちゃいなさい。おねーさん怒らないから」

「……あのね、姉さん……」

　少年は伏ふせていた顔を上げた。

「もしも、姿形を自由に変えられる擬ぎ獣じゆうがいたとして……」

「へ？」

「生き物のそういう力のこと、相そう変へん異いって言うらしいんだけど……そんな能力を持った擬獣がいたとして、そいつが人間から身を守るには何に変わるのがいいと思う？」

「いきなり何の話よ？　あたしが聞いてるのは」

「いいから最後まで聞いてよ！」

「？」

「だから例たとえ話だってば。もし姉さんがその擬獣だったら……」

「決まってるじゃない。人間に化けるわよ」

「やっぱり……」

「できれば衣服も手に入れて、街まちにでも潜もぐり込めばなおオッケーね。葉は森に、石ころは河かわ原らに隠かくせって……ん？　ちょい待ち！」

　ユピテルの顔色が変わった。

　椅い子すから腰を浮かせて弟の顔をまじまじ見つめ、

「まさか──昨日の事件、人間じゃなくて擬獣の仕業だっていうの!?」

「……う、うん。実は……」

「馬ば鹿かねっ、何で黙だまってたのよ!?　本当だとしたら大ごとよ、すぐに街の人たちに報しらせなきゃ!!」

　突然の大声に、食堂にいた他の客全員が振り向いた。

「違う……違うんだ。姉さん」

「何がよ？」

「確かに、街の人を殺したのは擬獣だけど……それとは別に、人間に化けた擬獣がいるんだ……」

「えーっもう一匹いるのぉ!?　ますます大ごとじゃない!!

　──その口振りだと、そいつらの居い所どころも知ってるみたいね。どうなの？」

「うん……少なくとも、人間に化けてる方のは知ってる……」

「どこよっ!?」

「ぼくらのすぐ近く……きっと知ったら驚おどろくと思うよ。特に姉さんは……」

「何ですって!?」

　ユピテルは椅子を蹴けって立ち上がり、怒いかりの形ぎよう相そうも凄すさまじく店内を見回した。

　関かかわり合いを避けるように、一いつ斉せいに視線をそらす食堂の客たち。

「こうしちゃいられないわ！　早く街の警けい邏ら隊に通報──ううんダメダメっ、時間がないわよっ！」

　拳こぶしを握にぎり締しめてぷるんぷるん頭を振り、

「えいっ、まだるっこしい！　あたしが退たい治じしてやる!!　さっラッセル、言うのよっ！　擬獣はどこ!?」

　すでに額ひたいの『タブレット』が仄ほのかな光を放はなち始めている。

　その場で戦せん闘とう異い術じゆつを発動しかねない剣けん幕まくで、ユピテルは弟に詰め寄った。

「あ、あ、あの、姉さん。お、落ち着いて聞いてね」

　少年は冷ひや汗あせをかきながら必死に言葉を継ついだ。

「今教えても、姉さんはそいつに敵かなわない……ってゆーか、論理的に勝ち目がないと思う」

「何よそれ!?　あんた、この期ごに及およんでまだあたしの力が信じられないって──」

「おーい、なに騒さわいでるんだ？　異術師のお姫ひめさま！」

　入り口に立った若い男が、からかうように声をかけた。

「アルノー!?」

「朝っぱらから姉きよう弟だいゲンカかよ？　店の外まで響ひびいてるぜ」

　傭よう兵へいの若者は眠そうに頭をかきながら、編あみ上げ靴ぐつを踏み鳴らして食堂に入ってきた。

　防具を外はずした野や戦せん服ふくの上に濃のう緑りよく色しよくのハーフコートをひっかけたラフな出いで立ち。

　どうやら普ふ段だん着ぎの持ち合わせというものはないらしい。

「何の用よ？　今さら来たって、もうご飯なんか奢おごってやんないよーだ！」

「悪いけどな、メシなんざ喉のどを通らねーよ」

　などと言いながら姉弟と同じテーブルにつき、宿屋のおかみにコンソメスープだけ注文した。

「う～～っ。頭いてっ」

「あ、酒臭くさあーい……二日ふつか酔よい？」

「ま～な。商業組合のオヤジども、メルティアを殺やった証しよう拠こがなきゃ報ほう酬しゆうは払えねーなんてふざけたコトぬかしやがって……三日越ごしに粘ねばって、ようやく残りの全額せしめてきたぜ。夕べは祝いのハシゴ酒ってやつさ」

「ふ～んだ、いい気なもんねー。あの擬獣にトドメを刺したのは誰だれだと思ってんのよぉ」

「へ。言うと思ったぜ」ニヤリと笑う。

　アルノーは懐ふところから革かわ袋ぶくろを取り出し、どすんと重そうな音を立ててテーブルに置いた。

「ほらよ、金貨五〇枚。おまえらの取り分だ」

「え!?」ユピテルは目を丸くした。

　慌あわてて袋を押し戻し、

「そんな……受け取れないよっ、こんなの！」

「いいから取っとけって。弟と二人旅じゃ、この先も何かと入り用だろ？」

　若者は手を伸ばし、金貨の袋をユピテルの方に押しやった。

「このお金……わざわざ届とどけに来てくれたの？　二日酔いで調子悪いのに？」

「傭兵にゃ、傭兵の仁じん義ぎってもんがあるんだよ。おまえは死んだ仲間の仇かたきを討うってくれたわけだしな。それに」

　少し気まずそうに目をそらし、

「フォラスでは……本当に悪かった。ひどいこと言って……」

「そんなこと……全然気にしてないよ、あたしは」

　ユピテルは心もち頰ほおを赤らめ、革袋をそっと胸に抱き──

「おかみさーん！　さっきの注文にハムエッグとハッシュドポテト、それにデザートの豪ごう華かフルーツセット追加ねっ!!」

　ぱたっ。アルノーはテーブルに突っ伏ぷした。

「何よ？　あたしらのお金なんでしょー？」

「いや、別に……で、ケンカの方はもういーのかよ？」

「別にケンカしてたわけじゃないわよっ」

「ふうん？　まあいいけど」マグカップに入れて運ばれてきたスープを一口啜り、

「……そういや昨日の晩、旧市街の方で殺しがあったようだな」

「それよ、それ！　その件で揉もめてたのっ」

　ユピテルは人差し指をぴしっとラッセルに突き付けた。

「聞いて聞いて！　この子ったらねー、何とその現場を目撃したのよ！」

「ラッセルが？」

「ホントよ。あたしに黙だまって、夜中にこっそり抜け出しちゃってさぁ……何だかアヤしいから、事情を聞き出してたとこ」

「…………!!」
















　アルノーの手からマグカップが落ちた。

　熱いスープが足にかかるのもかまわず立ち上がり、びくっと身を引いた少年の肩をわしづかみにした。

「メルティアが現れた──そうだな!?」

「……ぼ、ぼくは……」

「どういうことだ、一人で行動するなんて！　何かあったら、まず俺の所に来いと言っておいたろう!?」

「だって……」

　問い詰められたラッセルは、目に涙なみだを溜ためたままじっと俯うつむいている。

「ちょっとやめてよ！　人の弟つかまえて何すんの!?」

　アルノーはユピテルの顔を凝ぎよう視しした。

「おい？　まさか旧市街の殺しは──」

「違うよアルノーさん！」ラッセルが悲ひ痛つうな声で叫さけんだ。

「街の人を殺したのは別の擬獣なんだ！　メルティアじゃ──姉さんじゃない!!」

　一いつ瞬しゆん、食卓の空気が凍こおり付いた。

　幸さいわいその場に居い合あわせた客の大半にとって、少年の言葉は意味不明のものでしかなかった。

　理解できたのはアルノーと──あと一名。

「ラッセル……あんた、いま何て言ったの？」

　少年の耳に、傍かたわらに立つ姉の声が妙みように穏おだやかに響いた。







〈そうか……メルティアは討うたれたか〉

「一足遅かったようです。面めん目もく次し第だいもございません」

　アシュモールは殊しゆ勝しような面おももちで頭を下げた。

　薄暗い部屋の中──地方支部から監かん察さつ官かん専用の執しつ務む室としてあてがわれた個室の中央に、ただ一人で立っている。

　だが彼の視覚と聴ちよう覚かくは、精神を集中するために薫たき込められた香こうの煙けむりの彼方かなたに浮かぶもう一人の影──漆しつ黒こくのローブをまとった小柄な男の姿を幻げん視ししていた。

　骸がい骨こつのごとく瘦やせこけ、丸硝子ガラスの眼め鏡がねをかけた禿とく頭とうの男。

　幽ゆう霊れいのようにおぼろなビジョンなので年齢や細こまかな表情までは定かでない。

〈しかし、死んだわけではあるまい──〉

　言葉を発する度たびに、幻まぼろしの男の額ひたいで仄ほのかな緑色の光が点てん滅めつする。

　空間から抽ちゆう出しゆつしたエーテルを武器──物理的な破は壊かい力を伴ともなう疑ぎ似じ精せい霊れい──として操そう作さするだけが異い術じゆつ師しの能力ではない。

　自みずからの意志や言語、時には映像をエーテルの波に変換し、遥はるかな距きよ離りを隔へだてた相手と相対しているかのごとく会話するエーテル通信。ただし通信者は『タブレット』の移い植しよくを受けた異術師に限られる。

　王都モラックスに中央本部を置き、ヴァリシニア各地の主要都市に地方支部という形で情報網もうを張り巡めぐらせたソシエタスが、巨大な組そ織しきを維い持じするために欠かせない重要な能力であった。

〈メルティアにとって肉体など仮の宿に過ぎぬ。彼奴きやつは『器うつわ』を乗り換え、フォラスを脱出したのだろう〉

「おそらくは……」

〈二十年前にその存在が確認されて以来、我われらソシエタスは彼奴の行方ゆくえを追ってきた。今度こそ、確実に我らの手で回収せねばならぬ〉

「人間を含ふくむあらゆる生き物に憑ひよう依いし、擬獣化させるエーテル生命体『ホモ・ファルサス』──メルティアはその名称と存在が確認された、数少ない一体ですからな」
















　禿頭がわずかにうなずいた。

　丸眼鏡が何かの光を反射し、巨大な昆こん虫ちゆうの眼のように不ぶ気き味みに輝かがやく。

〈エーテルの発見者、偉い大だいなる錬れん金きん術じゆつ師しゼルファナスの創造物ホモ・ファルサス──それ自体が貴き重ちような技術サンプルだが、それ以上に彼の『最終遺い産さん』を見出みいだす重要な鍵かぎでもある〉

「御ぎよ意いにございます。ゾシモス様」

　三日前に支部長室を訪おとずれた時とは別人のような低姿勢である。

　支部長のレオノーラがその場にいたら、どう思ったであろうか。

〈百年の昔──この国はゼルファナスの産み出した擬獣どものため一度は滅めつ亡ぼうの淵ふちにまで追いやられ、その傷跡は今もって癒いえてはおらぬ。完全なる復ふつ興こうのためには『遺産』──同じゼルファナスの叡えい智ちが必要なのだ。何とも皮肉な話じゃがな〉

「……ですが、彼の見出した大いなる力の価値を思えば、それもまた甘かん受じゆすべき代だい償しようというもの。念願かなって『遺産』を手にしたる暁あかつきには──我らソシエタスの指導の下、ヴァリシニアは世界に号令する一大強国として復興を遂げるに相そう違いありませぬ」

　禿とく頭とうの男はそれには答えず、ただ口元を歪めて笑った。

　アシュモールは続ける。

「『器』を乗り換えたとはいえ、奴やつはまだそう遠くへは行っていないでしょう。新たな『器』は、おそらく人間──傭よう兵へい部隊の生き残りかと思われます」

〈ふむ……人間を『器』としたのなら、むしろ好こう都つ合ごうかもしれぬな。他の獣けものと同じというわけにはいかぬ。完全な融ゆう合ごうを果たすまで、しばらく時間がかかるじゃろうて〉

「とりつかれた人間は、さぞ迷めい惑わくしていることでしょうな。しかしそのような状態ならば地方支部の手を借りずとも、極ごく秘ひのうちに捕ほ獲かくが可能でしょう」

〈だが、油ゆ断だんはならぬぞ。彼奴きやつが融合体へと進化する前に、何としても生け捕どりにするのだ〉

「ははっ」

〈理事会メンバーとして『最終遺産』の探たん索さくを任まかされているのはこの吾わが輩はいだが……この成せい否ひにはシュレディング理事長も注目されておる。そのことを忘れるでないぞ〉

「理事長閣かつ下かが……身に余あまる光栄であります」

〈しくじるなよ、アシュモール〉

「はっ、お任せ下さい。それほどお待たせすることもないでしょう」

　アシュモールは顔を上げ、自信ありげに笑った。

「傭兵を派は遣けんした商業組合によれば──フォラスから帰き還かんしたのはただ一人。既すでに居場所も判明しております」







『緑のライオン亭』二階の客室。

　アルノーとラッセルは部屋に備そなえ付けの椅い子すに座すわり、ベッドに腰掛けたユピテルと向かい合っていた。

　初めのうちこそ半信半疑で二人の話を聞いていたユピテルも、やがて弟たちの真剣な表情にただならぬものを感じたのか、

「噓よ。そんな……」

　とつぶやいたきり、俯うつむいて黙だまり込んでしまった。

　アルノーたちもそれ以上は何も言えず、気まずい沈ちん黙もくが部屋を押し包む。

　ややあって顔を上げ、

「そういや、王都で異術学院に通かよってる時に聞いたことあるわ。大錬金術師ゼルファナスが創造したエーテル生命体──他の生き物の肉体を『器うつわ』にして永遠に生き続ける『ホモ・ファルサス』の話。その時は、単なる昔話だと思ってたけど……」

「ゼルファナスってのは、百年前にエーテルを発見した伝説的な錬金術師だよなあ？　聞いた話じゃ、最初の擬ぎ獣じゆうを造ったのも同じ奴やつだとか」

　アルノーが呆あきれたように言った。

「前々から思ってたんだが……頭の良すぎる人間ってのは、何だってこうロクでもないモノばかり造りたがるんだ？

　だいたい、錬金術ってのは鉛なまりだか石ころだかを金に変える魔法だろ？　擬獣を造るのと何の関係があるんだよ？」

「あーっ、誤ご解かいよそれ！　いい？　錬金術ってのはねー、そもそも万ばん物ぶつの変成を通して宇宙の真理を──」

「もういいよ、姉さん。話しても長くなるだけだし……錬金術に対する世間の人たちのイメージなんて、アルノーさんが言う通りなんだから」

　とラッセル。

「ホントよねー。あたしたちの先せん達だつが『異術』なんて聞き慣なれない新語を造らなきゃならなかったのも無理ないわ」

　ユピテルは諦あきらめたようにかぶりを振った。

「それはともかく……ゼルファナスの究きゆう極きよくの目標はね、自然が──まあアビス教徒に言わせりゃ神様ってことになるけど──育はぐくんだ生物を超こえる、完全な生命体を創つくり出すことだったらしいの。最初に造ったのは『擬獣』と呼ばれた疑ぎ似じ生物だったけど、これは失敗だったわ。限りなく生物に似にせたところで、擬獣には魂たましいがない──つまりは精せい巧こうな機械に過ぎなかったから」

「それで、魂まで人工的に造ろうとしたってのか？」

「彼は自分の発見した第五元素『エーテル』が生物に命を与える根こん元げん的なエネルギーだという持論を持ってたわ。だから同じエーテルを使って霊れい魂こんも人工的に再現できると思ったのよ。で、試し行こう錯さく誤ごの挙あげ句にどうにか試作体らしきものをいくつか開発したらしいんだけど……先に造った擬獣が暴走して、ゼルファナスの命もホモ・ファルサスの試作体も全すべて失われた──当時のヴァリシニア人口半分を道連れにね」

「でも姉さん、メルティアの正体がそのホモ・ファルサス──人工的な霊魂みたいなものだとして──何でそれが他の生き物にとりついたり、擬獣化させたりするの？」

「う～ん、それはよく判わかんないけど……でも、この話にはオマケがあるのよ。

　ゼルファナスは死の直前、件くだんの完全生命体も含ふくめて己おのれの研究成果──叡智の全てを封ふうじ込めた『遺産』を、この国のどこかに隠したって言われてるわ。書物か、音盤か……どんな形で記録されてるか知らないけど、そいつを見つけ出せば、ヴァリシニアどころか世界を支配するだけの『力』を手に入れることができるって……まあここまで来ると、単なるヨタ話って気もするけど」

「いや、その話なら俺おれも旅先でよく聞いたし、信じているヤツも多いぜ。ゼルファナスの『最終遺産』伝説──何でも、その遺産とやらを求めてソシエタス内部の秘密機関が陰で動き回ってるとか」

「知らないわよそんなの。ソシエタスのことなんか、あたしに関係ないもの」

　ユピテルはなぜかムっとしたようにつぶやき、話題を打ち切った。

「それより、早いとこ追い出さなくっちゃ──あたしの中にいるメルティアのヤツを」

「あのさ、姉さん……やっぱりソシエタスに行って相そう談だんしようよ。地方支部だって異術師の人は何人かいるだろうし、事情を話せばきっと力になってくれるよ！」

「そうだな……」アルノーも腕組みしてうなずく。

「少なくとも、擬獣に関する知識はあそこが独占してるわけだからな。怪あやしげな呪まじない師や町医者にかかるよりは、マシってもんだろう」

「……イヤよ。あたしは」

　妙みようにきっぱりした口く調ちようで、ユピテルが拒きよ絶ぜつした。

「エーテル生命体に憑ひよう依いされた人間なんて、連中にとっちゃ格かつ好こうの研究材料じゃないの！　ラッセル、あんたあたしをソシエタスのモルモットにしたいわけ!?」

「そんな！　姉さんは、モルモットになんかされないよ……きっと、父さんが」

　ユピテルがきっとなってラッセルを睨にらんだ。

「誰だれそれ？　あたしら姉弟に父さんなんかいたっけ？」

「そ、そりゃあ顔を合わせ辛づらい姉さんの気持ちも解わかるけどさ、この際──」

「バッカねー!!　地方支部に出頭してあの男の名前なんか出したら──あたしたち、たちどころに王都に連れ戻もどされちゃうわよ！」

（連れ戻される？　何だ……こいつら家出でもしてるのか？）

　アルノーは察しをつけたが、あえて口は挟はさまなかった。

「ぼく……それでもいいよ」

「何ですって？」

「だって、異術師になれないぼくは父さんの面つら汚よごしなんだし……最初から、あの家にはいらない人間だったんだ。だから、父さんの言う通りぼくが……」

　ぎりっ。ユピテルが唇くちびるを嚙かんで右手を振り上げ──

　アルノーが止める暇ひまもなく、次の瞬しゆん間かんには弟を張り倒していた。

　少女の細腕にこんな力が、と思うほどの勢いきおいでラッセルの身体からだが吹っ飛び、他愛もなく床ゆかに崩くずれ落ちる。

「バカぁっ!!　そんなに帰りたきゃ、あんた一人で帰れーっ!!」

　床の上でうずくまったまま、ラッセルが火のついたように泣き出した。




「少しは、落ち着いたか？」

　アルノーが声をかけると、ベッドの上で彼に背中を向けて寝転がったユピテルは、無言でこっくりうなずいた。

「……ラッセルは？」

「食堂で、宿のおかみさんの焼いたパイを食べてるよ。姉弟ゲンカで部屋を追い出されたって説明したら、何だかいろいろ世話を焼いてくれてね」

「弟に、悪いことしちゃった」

「おまえは今、普通の状態じゃないんだ。それはあの子も判わかってるだろう」

「あたしってば、いつもこう……母さんが死んだ時、これからは自分が弟を護まもってあげようって誓ちかったはずなのに……気がつくと、いつもああやって傷つけちゃってるの」

「そういや、ラッセルと一いつ緒しよにいたときも、家族の話はほとんど聞かなかったな……親父おやじさんは元気なのかい？」

「……いないもん」

「しかし、さっきラッセルが──」

「いないもん、父さんなんて！　あたしの家族は弟だけなのっ!!」

　そう叫さけんだきり、拗すねたように黙だまり込む。

　アルノーは当とう惑わくしたまま、しきりに頭をかくばかりだった。

（やれやれ。どうもやりにくいな、こういう年とし頃ごろってのは……）

「ねえ、アルノー」

　わずかな沈ちん黙もくの後、先に口を利きいたのはユピテルの方だった。

「何だい」

「銃、持ってるよね？」

「ん？　まあな。この街まちじゃ、拳けん銃じゆうくらいなら携けい帯たいが許されてるから」

「なら、いい考えがあるの」

　顔を近づけてぐっと声を落とし、

「今すぐその銃で──あたしを撃って！」

「何だと!?　馬ば鹿か言え、自殺の手伝いなんかできるかよ！」

「誤ご解かいしないでよ。別に殺してくれって頼たのんでるわけじゃないわ……だってあたしが死んだら、メルティアはまた別の人間にとりつく──そんなんじゃ意味ないもんね」

「……確かにな」

「だから、死なない程度に──何なら手足を撃ち抜いても構かまわない。とにかく身動きがとれない状態にして、ソシエタスの支部に運び込んで──ヤツを封じ込める方法は、多分これしかないわ」

「待てよ？　それなら、最初から自分で──」

「ソシエタスに行けばいいって言うんでしょ？　でもね、ヤツがそう簡単に行かせてくれるかしら？」

「言ってる意味がよく判らないが……」

「ラッセルの話によれば、あたしがグールーラの群むれに殺されそうになった瞬間にメルティアに相そう変へん異いした──ということは、ヤツはあたしの意識が目覚めている間も、何かの方法で外部の状況を把は握あくしてるんだわ」

「野生動物の浅い眠りと同じか。危険を感知すると同時に完全覚かく醒せいするっていう……」

「もしそうなったら、あたしの意志ではどうにもならない。無関係の街の人たちまで巻き込んじゃうかも」

「そうなる前に……ここでカタをつけようってことか？」

「あんたの腕を見込んで頼んでるのよ。ひょっとしたら、銃を向けた途と端たんに相変異してあんたを襲おそうかも知れない……こんなこと、他の人間には頼めないよ」

「…………」

　アルノーはコートの内ポケットからリボルバー式の拳銃を取り出し、シリンダーを振り出して素す早ばやく残弾を確認した。

「しかし……怖こわくねーのか？」

「……怖いよっ。怖くないわけ、ないじゃない」

「そうか。そうだよな……ごめん」

「でもね。あたしの、この身体と心は──世界でたった一つしかない、あたしだけのものなんだ。人間であろうとそれ以外の存在だろうと、別の誰かにいいようにされるなんてガマンできない……死んだ方がマシよ」

　ユピテルはむっくり起きあがり、ベッドの上で膝ひざを抱かかえた。

「いいよ。あたしは、いつでも……」

「…………」

　アルノーは大きく息を吸い、こわばった表情で少女に銃口を向けた。

　ふいに部屋の中の空気が奇き妙みように揺らいだかと思うと、ベッドの上の少女の姿がオーラのような青白い光こう芒ぼうに包まれ──そしてかき消えた。

「──来たか！」

　すべて計算済ずみの展開──。

　次の瞬間、素す早ばやく身を捻ひねったアルノーは、部屋の反対側から襲いかかろうとした銀色の生物に銃口を突きつけていた。

　銀色の肌はだ。

　白はく銀ぎんの髪。

　白目のない紅あかい双そう眸ぼう──。

　廃はい墟きよの街まちで遭そう遇ぐうした巨大怪獣と、目の前に出現した女性型の擬獣が、アルノーの頭の中で瞬時に重なった。

　数秒前までの迷まよいは消え失うせ、若者の意識をどす黒い憎ぞう悪おと復ふく讐しゆうの念が覆おおいつくす。

「よう。久しぶりだなあ、メルティア!!」

「……貴様はっ!?」

　罠わなにかかったことを悟さとったか──擬獣が悔くやしげにつぶやいた。

「俺を憶おぼえてるか!?　てめえに虫けらみたいに踏みつぶされた傭よう兵へいども──その最後の一人さ!!」

「愚おろかな……そんな小さな銃で、わたしを殺せると思うのか？」

「そう言うおまえさんも、しばらく見ねえうちに随ずい分ぶんちっこくなったじゃねえか？　今なら、こいつでも充分イケると思うぜ！」

　その時、とっとっと──背はい後ごの扉とびらの向こうから軽い足音が近づき、

「アルノーさん。姉さんの様よう子す、どう？」

「ラッセルか!?　来るなーっ!!」

　遅かった。

　扉とびらが開き、ラッセルが顔を出す。

「宿のおばさんがね、姉さんにもパイを──」

　少年はチェリーパイの皿を抱かかえたまま、大きく目を見開きその場に立ち竦すくんだ。

「メ……メルティア!?」

　ベッドを挟はさんで対たい峙じするメルティアと、拳銃を構えたアルノー。

　とっさに状況を把は握あくしたラッセルは血けつ相そうを変えた。

「やめてやめて!!　姉さんを撃たないでーっ!!」

「許せ。おまえの姉あね貴きとの約束なんだ」

　少年の悲ひ鳴めいで頭をもたげた罪の意識を抑おさえ込み、若者は断固とした口調で告げた。

「ユピテルを助けるにはこれしかない──判わかってくれ!!」

「いやだーっ!!」

　次の瞬間、アルノーは後頭部に激しい衝しよう撃げきを感じた。

　ラッセルが手にしたパイの皿を力一杯叩たたきつけたのだ。

　安物にありがちな分ぶ厚あつい大皿。市いち場ばに行けば銅貨五枚で買えるな──などと思う間もなく、脳のう震しんとうを起こして床ゆかに倒れ込む。

「お、おい──小こ僧ぞう？」

「メルティアっ、ここから逃げて！　いいから早くっ!!」

「え？　あ、ああ……すまんな」




　一分後──。

　意識を回復したアルノーがうめき声を上げながら起きあがった時、部屋の中にはメルティアも、そしてラッセルの姿もなかった。

　朦もう朧ろうとしたまま頭を振ると、皿の破片とパイ生き地じがぼろぼろ床に落ちた。

「何で……こうなるんだ？」




　市場へと続く大通りを、何度も人にぶつかりながら必死に駆かけ抜ける。

（ひどいよ、アルノーさん！　姉さんに銃を向けるなんて──味方だと思ってたのに！）

　三ブロックも走った所でいい加か減げん息が切れ、立ち止まってぜいぜい深呼吸した。

「そ、そうだ……姉さん、いやメルティアは何ど処こに行ったんだろ？」

『緑のライオン亭』でアルノーを殴なぐり倒した後──メルティアが窓から下に飛び降りるのを見送ってから、ラッセル自身も脱だつ兎とのごとく部屋を駆け出したのだ。

「あの姿じゃ、昼間はそうあちこち出歩けないはずだけど……」

　額ひたいの汗あせを手の甲で拭ぬぐいながら、よろよろ歩き出す。

　これといって行くあてもないまま、市場の入り口まで来た時──。

「おい、小僧！」

　聞き覚えのある声。

　ぎょっとして立ち止まり、おそるおそる振り返ると、

「ふん。こんな所にいたか……」

　見覚えのない女が腕組みして立っていた。

　女性としてはすらりとした長身。

　優美な曲線を描く肢し体たいを、肌はだ着ぎのように薄い明灰色の服で包み込んでいる。

　年齢にして二は十た歳ち前後か──まだ子供のラッセルでさえ息を吞のむような美しい女であった。

「何をぼんやりしている？　わたしだ、わたし」

　女は片手を上げ、軽くウェーブを描いて腰まで流れ落ちる豊かな銀ぎん髪ぱつを優ゆう雅がにかき上げた。

　肌の色が透すけるように白い。

　無表情に少年を見つめる、少しつり上がり気味の紅あかい瞳ひとみ。

「ひょっとして、君──メルティア!?」

　ラッセルは呆気あつけに取られて女に見入った。

「ど、どうしたのその格かつ好こう？　まるで人間そっくり──」

「この身体にもだいぶ馴な染じんできたのでな。ようやく、思うように姿を変えられるようになった」

「それじゃあ、ね、姉さんは──!?」

「安心しろ。あの小娘はわたしの中で眠らせてある」

　面おも白しろくなさそうな口調でメルティアが言う。

「まったく強ごう情じようなヤツだ。意識だけになっても、まだわたしとの融ゆう合ごうを拒きよ絶ぜつしている──完全に取り込むにはしばらくかかりそうだな」

「やめてよっ！　そんな──」

　ムキになった少年の表情がおかしかったのか、女は微かすかに目を細めた。

「まあいい。せっかくこうして出てきたのだし──人間の巣すでも案内してもらおうか」




「人間がうじゃうじゃいるな。どこから湧わいてきたんだ？」

　両脇わきに店てん舗ぽや屋や台たいの建たち並ぶ市場の喧けん噪そうを目にした途端、メルティアは無表情に、だが微かに驚おどろきを含ふくんだ口調で言った。

　ユピテルの身体に憑ひよう依いした存在である彼女は、夜な夜な本ほん性しようを現してサブナックの市し街がいを俳はい徊かいしていたらしい。

　つまり、そのときの印象と比ひ較かくして言っているのだろう。

「昼間はいつもこんな感じだよ。夜は、みんな家の中で寝てるんだ」

　少し遅れて歩きながら、ラッセルが説明してやった。

　先を行くメルティアの後ろ姿──まるで野生動物の様に逞たくましく、それでいて女性的な丸みを兼かね備そなえた身体つき──を見ている限り、とても小柄で瘦やせっぽちのユピテルと同一人物とは思えない。

　彼女が変身する姿を目撃したラッセルですら、目の前の美女が姉の肉体にとりついたエーテル生命体だという事実が、次し第だいに信じられない気分になりつつあった。

「どうした？　なぜ離れて歩く」

「なぜって……」

「逃げる気か？　妙みような考えは起こすなよ」

「に、逃げないよっ」

「じゃあ、来い」

　メルティアはラッセルの手を取ってぐいと引く。

　そのまま首に腕を回し、有う無むを言わさず抱き寄せた。

　ぐにゃり。

　身長差のせいもあり、少年の頰ほおは女のボリュームのある胸にまともに押しつけられた。

（わわわわわっ）

「おまえ、約束を破ったな？」

「……え？」

「あの男に、わたしのことを喋しやべったろう」

「！　そ、それは……」

「許さん。首をへし折ってやる」

　顔色も変えずに言うので、冗じよう談だんとも本気ともつかない──と思ったら、本当に締しめてきた。

　その細腕からは信じ難がたい腕わん力りよくにたちまち息がつまり、ラッセルはその場で落ちそうになった。

（ひええっ!?　苦しい～!!）

「……と言いたいとこだが、まあ完全に裏切ったワケでもなさそうだからな」

　すっと力を抜いて少年の身体を放す。

「なぜ、わたしを助けた？」

「か、勘かん違ちがいしないでよ！　君じゃない、姉さんを助けたんだ！」

「ふん。可か愛わいげのない小僧だな」

「小僧じゃないよ！　ラッセルって名前だい」

「そうか」

　などと言いながら人混ごみを縫ぬって歩いていく。

　道を行き交かう商人や買い物客、旅行者に混じり、ライフル銃を肩に吊つった警けい邏ら官の青服がやけに目立つ。

　一見賑にぎやかな真昼の市場にも、頻ひん発ぱつする猟りよう奇き殺人の余よ波はが暗い影を落としているようだった。

　ふいにメルティアが立ち止まった。

「どうしたの？」

「……妙な匂においがする」

　鼻をくんくん言わせながらじっと見つめているのは、大通りに沿そって賑々しく並べられた屋や台たいの一つ。

「ああ、あれ？　クレープ屋さんだよ」

「くれえぷ？」

「小麦粉を薄く延ばして焼いたやつに、クリームや果くだ物ものを挟はさんで食べるの。とってもおいしいよ」

「ふん。人間のエサか……妙なモノを喰くうんだな」

「食べたいの？」

「…………」

「実は、食べたいんでしょ？」

　メルティアは屋台に向かってつかつか歩き始めた。

「獲とってくる──あの番人を倒せばいいんだな？」

　番人、とはクレープを焼いている親おや父じのことらしい。

（あわわわっ）ラッセルはポケットの財さい布ふを探さぐりながら、必死で叫さけんだ。

「た、闘たたかう必要なんてないんだ！　お金で買うんだよぉっ!!」




　およそ十分の後──。

　公園のベンチに腰掛けた擬ぎ獣じゆうの女は、クレープを始め菓か子し、果物、ソーセージなど屋台で両手一杯買い占しめた食い物に盛大にかぶりついていた。

　その隣となりでは、

「ぼ、ぼくのお小こ遣づかい……」

　ラッセルが空からになった財布を見つめてはらはら落らく涙るいしている。

「泣くな。どうせ前のわたしを殺して得た報ほう酬しゆうだろうが？　わたしが食うのに使って何が悪い」

「そ、そうかなぁ？」

「まったく、妙なモノばかり喰ってるんだな。人間は」

　などと言いつつ、まんざらでもなかったらしい。

　満足そうにベンチに背を預あずけ、しなやかな足を組み直した。

「二人分の身体を維い持じせねばならないんでな。これでも足りないくらいだ」

（道理で姉さん、最近よく食べると思った……）

「ホモ・ファルサスか──おまえたち人間は、わたしのことをそう呼んでいるらしいな」

「え？　何でそれを……」

　尋たずねかけ、ラッセルはぎょっとした。

「まさか、姉さんの知識をとりこんだの!?」

「今のところ、記憶のごく一部だがな。それでも、人間の世界のことが色々判わかって勉強になった」

「あんまりだ！　身体だけじゃなく、記憶まで盗ぬすむなんて！」

「別に、好きでやってるわけではない」

　メルティアは少年から顔をそらして空を見上げた。

「気の遠くなるような昔から、いくつもの器うつわを乗り継ついでわたしは生きてきた──すべて本能による行動だ。わたしの意志ではない」

「…………」

「わたしのことを寄生虫と言ったな？」

「そ、それは」

「その通りだ。わたしには本来の自分の肉体も、魂たましいと呼ばれるものもない。今こうしておまえを見ている身体も、おまえと話している言こと葉ばもすべてユピテルのもの──借り物にすぎない」

「そんな……それじゃ、何のために」

「生きているかと訊きくのか？　では、おまえたち人間は何のために生きているというんだ？　言ってみろ」

「それは……」

　ラッセルは返答に窮きゆうした。

　何のために生きるのか──あと数年もすれば、彼自身が確実に向かい合う疑問であろう。

　だが、今の少年には問いかけの意味が漠ばく然ぜんとしすぎて答えようがなかった。

　ことに姉と共にあてのない旅に出てからは毎日が新しい体験の連続だったため、自分の生きる意味について悠ゆう長ちように悩なやんでいる余よ裕ゆうなど無かったのである。

「子孫を残すため。自分たちの種族を維持し発展させるため──まあそんなところだろう。だが、わたしはどうだ？　残す子孫も、守るべき種族もいない。そもそも生物ではないのだからな」

「…………」

「わたし自身がこうしてこの世界に存在し、在あり続けること……それだけがわたしの生きる目的だ。それ以外の望みなど何一つない。別に何かが欲しいわけでも、失う物があるわけでもない。ただし、わたしを滅ほろぼそうとする者があったら──」

　女の紅あかい眼がぎらりと光った。

「殺す。今までも、そうして生きてきた」

「それじゃ……もし、ぼくらがソシエタスに助けを求めたら……」

「もちろん、殺してやる──そのソシエタスとか言う連中も、わたしの存在を知った他の人間も、一人残らずな」

「そんな……そんな……」

　ラッセルは身み震ぶるいし、やがてしくしく泣き始めた。

「ぼくは……君を殺すとか滅ぼすとか、そんなこと考えちゃいないよ……ぼくは……ただ、元通りの姉さんを返して欲しいだけで……」

　メルティアは興きよう醒ざめしたようにため息をついた。

「おまえの姉には気の毒だが……この身体を器にできたのは幸運だった。おかげで、自分がようやく何者なのか判わかったからな」

「じゃあ……やっぱり、君は伝説の錬れん金きん術じゆつ師しゼルファナスに造られた人工生命なの？」

「さあな。だが、わたしが自然に生まれた者ではなく、人間に造られた存在だというのは確かだろう。わざわざ造ったからには、それなりの理由があったはずだ。

　……できれば、それが知りたい」

「君を造った……理由？」

「別に根こん拠きよがあるわけではないが……それさえ判れば、今の自分が存在し続けることに執しゆう着ちやくする必要もなくなるような気がする」

「姉さんの話じゃ……ゼルファナスは完全な生命体を産み出そうとして……その生命体に与える魂たましいとしてホモ・ファルサスを造ったっていうけど」

「完全生命体か……では、それがわたしが入るべき本来の器だったのかもな。もっとも、とうに失われてしまったようだが」

「待ってよ！　でも、ゼルファナスの最終遺い産さんとして、この国のどこかに埋もれてるって……」

「噂うわさだろう。雲をつかむような話だ」

「もし、ゼルファナスの遺産が──君が入るはずだった本当の器が見つかったら──もう他の生き物にとりつく必要なんかないよね？　姉さんを解放してくれるよね？」

「ほう？　おまえが見つけてくれるとでも言うのか？」

「でも、ぼく一人じゃ無理だ……姉さんがいれば……姉さんの助けがあれば」

「だから、ユピテルの意識を融ゆう合ごうするなと？　うまいな。そうやって時間を稼かせごうという腹か」

「違うよ！　そんな──」

「そんなにあの小娘を助けたいか……だが、助けてどうなる？」

「ど、どういう意味だよ？」

「今までにとりこんだユピテルの記憶の中に、おまえのこともあった……ふふふ、知っているぞ。おまえたち姉弟が何で家を出たのか」

　びくっ。ラッセルの肩が微かすかに震ふるえた。

　メルティアは顔を近づけ、少年の心の奥まで見み透すかすようにゆっくり言こと葉ばを続けた。

「体質の不適格。移い植しよく手術に失敗。異い術じゆつ師しになれない、異術師の息むす子こ──だからおまえたちの父親は娘のユピテルを跡あと取とりにして、おまえを養よう子しに出すことに決めた。それを知ったユピテルは──」

「やめて！　やめてったら！」

　両耳を塞ふさいで少年が叫さけんだ。

「君の言う通りだよ！　姉さんはぼくを庇かばって父さんと大ゲンカして、それで二人して家を飛び出した──ぼくのせいだ！　ぼくのせいで姉さんは」

「おまえのせい？　違うな」メルティアは自分を指さし、

「この娘はな、もともと父親を憎にくんでいたんだ。養子の件は、父親に公然と反抗する格かつ好こうの口実だった──要するに、おまえは家出のダシに使われただけさ」

「噓うそだ！　姉さんが、そんな──」

「だがな、ユピテルの奴はその気になればいつでも家に戻れる──その時におまえはどうなる？　あの家におまえの居場所はあるのか？」

「うっ……」

「おまえも、わたしと同じだ……この世に生まれた時点で、既すでに存在する意味を失っていたのだからな」

「もうやめてよぉ──っ!!」

「ええい泣くな!!　鬱うつ陶とうしい!!」

　突然、メルティアはラッセルの胸むな倉ぐらをつかみ上げた。

　整ととのい過ぎているが故ゆえに却かえって造り物めいた彼女の顔が、その時初めて怒いかりの感情をむき出しにした。

「おまえを見てるとイライラする──何が姉さん、姉さんだ！　いいか？　この百年近い歳月を、わたしは独ひとりきりで生きてきたんだぞ！　それを──」

　どんっ、と少年を突き放し、再ふたたび元の無表情に戻もどった。

「……もういい。ユピテルのことは諦あきらめて、おまえは家に帰れ。最初のうちは辛つらいだろうが──多分、その方がおまえのためだ」

「？　それって、ぼくのこと心配してくれてるの？」

　一瞬泣くことも忘れ、ラッセルは不ふ思し議ぎそうに顔を上げた。

「変なの……メルティアは、ぼくを喰くい殺すんじゃなかったの？」

「ふん。いつまでも泣き虫坊やの相手などしてられるかっ」

　メルティアは苛いら立だたしげに、

「……ユピテルがわたしの存在に感づいた以上、残された時間はあまりない。あの小娘が手を打つ前に、融ゆう合ごうを急がなくてはならないからな」

「待ってよ！　ぼくの話を聞いて！　も、もし君が姉さんの人格を尊そん重ちようしてくれるなら、ぼくらも君を抹まつ殺さつしたりしないよ！　現に、君と姉さんは一つの身体の中で共存してるじゃないか!?」

「そんなことを、おまえの姉が承しよう服ふくするとでも思うのか？」

「ぼくが説せつ得とくするよ！　お願いだから、ぼくを信じて！」

「──ラッセルっ!!」

　メルティアが短く叫び、少年の肩をつかんだ。

「ひっ!?」

「動くなよ……いや、わたしから離れるな」

　驚おどろいてすくみ上がるラッセルの耳元に、小声でささやく。

（……え？）




　く・く・く・く・く──




　地の底から這はい上がってくるような、低い含ふくみ笑い。

　彼女ではない。

　そしてラッセルは、背はい後ごから近づいて来る何者かの気け配はいを感じた。








第４章　笑うラザルス









　その男はゆっくりとした足取りでベンチの前へ回ると、メルティアの左隣どなりに座すわるラッセルの、さらに左側に腰を掛けた。

　二十代後半から三十代半なかばまでの幾いくつともとれる、とらえどころのない容よう貌ぼうである。

　黒くろ羅ら紗しやのフロックコートの下に派は手でな柄がらのチョッキを着込んだ、街まちに住む上流階級の男性が好んで着る出いで立ち。

　とりたてて特とく徴ちようというもののない──あえて言えば、無個性を一つの個性として擬ぎ人じん化かしたような人物であった。

　座るなり、ぐいと横を向いてラッセルの顔をのぞき込み、

「やあ、坊や。いい天気だね」

　口の両端をつり上げ、にんまりと笑った。

（な、何だよぉ……ヘンな人）

　見知らぬ大お人となにいきなり馴なれ馴れしくされたラッセルは、怯おびえたようにメルティアの側そばに身を寄せた。

「どうしたラッセル？　知らない人間より、知ってる擬ぎ獣じゆうの方がマシか」

「そ、それは……」

「冗じよう談だんだ。おまえは、こっちに来い」

　少年の手を取り、自分の右隣に移動させる。

　ラッセルが席を立つと、男はさも当然のような顔で空あいた場所に腰を滑すべらせ、メルティアとの間かん隔かくを詰めてきた。

「…………」

　彼女は険けわしい目つきで男を睨にらんだ。

「市いち場ばからつけていたな……何の用だ？」

　く・く・く・く──男は拳こぶしを口に当て、再ふたたび声を殺して笑った。

「つけていた、とは人聞きが悪いね。君らがひどく楽しそうだったので、つい声をかけそびれてしまっただけさ」

「もう一度聞く。何の用だ？」

「つれない言い方だねえ──せっかく巡めぐり逢あえた、眷けん族ぞくに向かって」

（ええっと『眷族』っていうと、一族とか同族とかと同じ意味で──って、まさかこの人も!?）

　ラッセルは息を吞のんで男の顔を見つめた。

　だがメルティアの方は素そっ気けなく、

「眷族だと？　初耳だな。わたしにそんなモノがいたのか」

「私のことは、ラザルスと呼んでくれたまえ。君の名は？」

「メルティア」男が差し出した右手を無視して答える。

「……ゴーストタウンで出くわした時に、もう私のコトには気づいていたんだろう？　それにしちゃ手荒な歓かん迎げいだったじゃないか」

（え？）

「先にケンカを売ってきたのは貴様だ。眷族だろうが何だろうが知ったことか」

　男──ラザルスは軽く肩を竦すくめた。

「こちらの非礼は詫わびよう。何しろ人間狩りの楽しみを邪じや魔まされたもので、私の方もいささか頭に血が上のぼってしまってね」

（えええーっ!?）

　思わず声を上げそうになるのを、ラッセルはすんでのところで堪こらえた。

「馬ば鹿かな奴やつめ。せっかく人間の身体からだを手に入れても、捕つかまって監かん獄ごくに送られては元も子もないだろうが」

「くふふっ、そんなヘマはしないよ……私が『器うつわ』にしたこの男は金持ちの商人で、この街じゃちょっとした名士だ。警けい邏ら隊だって、私のことを疑いはしないさ」

「ふん、たいした自信だな。それはともかく……なぜ、街の連中を殺やった？」

「言ったじゃないか。人間狩りだよ。人間が他の獣けものを相手にしてやるエキサイティングなゲームを、私は人間を獲え物ものにして楽しませてもらってるわけさ」

「ゲームだと？　ただそれだけの理由で人間たちを殺したのか？」

「おや、怒っているのかい？　妙みようだな。連中を十人や二十人殺ったくらいで、なぜ君が気を悪くするんだ？」

「勘かん違ちがいするなよ……人間たちを殺したのがおまえ自身の意志だったのかどうか、わたしはそれを聞いてるんだ」

「ああ、そういうことか」

　納なつ得とくしたようにラザルスがうなずいた。

「先刻、君がそこの坊やと話していた通り、我々は自然に生まれた生き物ではない。今からおよそ百年前に一人の錬れん金きん術じゆつ師しが造り出した、いわば人工生命だ。

　とはいえ、わざわざ手て間ま隙ひまかけたからには、その男は何らかの目的があって我々を造ったに違いない──君は、それが知りたいのだろう？」

「獣の姿で生きている時から、ずっと不ふ思し議ぎに思っていた……自分はいったい何者で、なぜこうも醜みにくい姿なのか。なぜ人間たちは、わたしの姿を見るなり攻撃を仕掛けてくるのか。そして、他の擬獣たちはどうしてわたしと同じ疑問を持たないのか──」

「は！　おおかたの擬獣どもは、獣の姿と本能だけを与えられた、機械同然の下等な連中だからな！　言うなれば、連中は全すべて『習作』だったんだよ。私や君や──おそらく他にもいる眷けん族ぞくたちを産み出すためのね」

「なぜだ？　わたしたちを造った人間──ゼルファナスは、いったい何が目的だったんだ？」

「それについては私も考えたさ。幸さいわい、器にした男が人間としては平均以上の知能と知識の持ち主だったしね。ずいぶんと長いこと考え──じき結論に達した。考えるだけ無む駄だだという結論にね」

「…………」

「どんな目もく論ろ見みがあったにせよ、ゼルファナスはもう死んだんだ……造物主が沈ちん黙もくしてしまった以上、我々は自分の力で自みずからの存在意義を見出みいださねばならない」

「で……おまえは見出したのか？　その存在意義とやらを」

「三年間、人間どもの中で暮くらして改あらためて思い知ったが……奴やつらは度し難がたいほど愚おろかな生物だよ。一人一人はまるっきり無力なくせに、群むれを成せばそれなりに力を得てしまうからよけい始し末まつに負おえない。奴らが繁はん殖しよくを続けて世界を破は壊かいしてしまう前に、より優秀な別の生物が支配し管理してやる必要がある」

「……だから、何だ？」

「決まってるじゃないか。これこそが我々に与えられた崇すう高こうな使命だ。人間の知性と、擬獣の力を兼かね備そなえたホモ・ファルサス──我々疑ぎ似じ人間こそが、自うぬ惚ぼれた人間どもに鉄てつ槌ついを下し、彼らを導みちびく羊ひつじ飼かいとなるべき存在なのだ」

「三年かけて考えた結論が、それか……」

　メルティアの口から、失望のため息が洩もれた。

「ラザルス。おまえは、獣のままでいるべきだったな」

「お気に召めさないかね？」

「人間相手に戦いくさを仕掛けたいというなら、好きなだけやるがいい。ただし、手助けしてやる気もないがな」

「それは困こまるねえ。君が同志になってくれると思えばこそ、私も危険を冒おかして姿を現したというのに」

「こっちにも都つ合ごうというものがあってな。おまえのくだらん妄もう想そうに付き合っている暇ひまなんか、ない」

　そう言うと、メルティアは蠅はえでも追い払うように手を振った。

「もう用は済すんだな？　さっさと失せろ」

「いや。まだだ」

「ほう？」

「そっちの坊やだよ」

　ラッセルはぎょっとして身を固くした。

「この子がどうした？」

「擬獣化した姿を見られた──警けい邏ら隊に余よ計けいなことを喋しやべる前に、始末しておきたい」

「なるほど。そいつはもっともな考えだ」

　メルティアは挑発するような笑みを浮かべ、ラッセルを抱き寄せた。

「……と言いたいところだが、貴様にはやらない。この小こ僧ぞうはわたしの獲え物ものだからな」

「ああ、夕べもそう言ってたっけ……こうして改めて見ると、なかなか可か愛わいらしい男の子だからね。他の者に渡したくない気持ちは判わかるよ。眷けん族ぞくとして、君が快楽を貪むさぼる権利を認めるのにやぶさかじゃない」

　指を組み合わせ、ビジネスの話でもするように淡々と続けるラザルス。

「残念だが、その子の権利は君に譲ゆずろう。私は……ギャラリーとして楽しませてもらう」

「何だと？」

「心配ないよ。警邏隊の巡じゆん回かいが来るのはあと一時間ばかり先だ──さ、存分にやりたまえ。私の前でその坊やを八やつ裂ざきにしておくれ」

「……あいにくだが、この子の方から面おも白しろい提案があってな。今は交こう渉しよう中なんだ」

「交渉、だって？」

「ゼルファナスの遺い産さんとやらがあれば、わたしにも借り物でない、本物の身体からだが手に入るらしい」

「その話なら私も聞いたことはあるが……しかし、あれは単なる噂うわさだろう？」

「それは、わたしにも判らんがな──この子が捜してくれるんだそうだ」

「その子供が？　馬鹿馬鹿しい！　おおかた、命惜おしさにでまかせを言ってるのだろうさ！」

　あからさまに見下したラザルスの口調に、ラッセルはかちんときた。

「で、でまかせなんかじゃないよっ！」

　殺さつ人じん鬼きを相手にしていることも忘れ、ムキになって声を上げる。

「ぼくは噓なんかつかない！　『遺産』さえ見つかれば──メルティアだって、幽ゆう霊れいみたいに他の生き物にとりつかなくて済むようになるんだ！」

「おまえが彼女の心配をする必要はないんだ。なぜならここで──」

　ラザルスの目が異様な輝かがやきを放はなった。

　その瞬しゆん間かん──空間に銀色の軌き跡せきが閃ひらめき、男はとっさにベンチから飛び退のいた。

　コートとチョッキがざっくり切り裂かれ、地じ肌はだがのぞいている。

「き──貴様っ!?」

　平へい凡ぼんを装よそおった相そう貌ぼうが醜みにくく歪ゆがみ、男のうちに潜ひそむ獣の本ほん性しようを垣かい間ま見せた。

「警告しておくぞ、ラザルス」

　メルティアは鋭するどい爪刃へと変形させた右手の先をラザルスに突きつけ、静かに、しかし凄すさまじい怒ど気きを含ふくんだ声で告げた。

「今後、この子に指一本でも触ふれてみろ。例たとえ眷族でもただでは済まさん」

「馬鹿な……」

　憤ふん怒ぬの表情でラザルスは呻うめいたが、すぐに思い直したようにかぶりを振る。

　その顔を、再び特とく徴ちようのない無個性の仮か面めんが覆おおい隠かくした。

「……まあ、いい。いずれ、気が変わることもあるだろうさ」

　一仕事終えた職工だろうか。数人の男たちが、大声で談笑しながら公園の散歩道をやって来る。

「…………」

　ラザルスは人目を憚はばかるように裂かれたコートの襟えりをかき合わせ、足早に立ち去った。

　その後ろ姿を目で追いながら、メルティアは不ふ機き嫌げんそうにベンチに身を預あずけた。

「あの……あ、ありがとう。また、助けてくれて……」

　ラッセルがおずおず声をかけると、彼女は無言で振り向いた。

　紅あかい瞳ひとみにじっと見つめられ、もじもじと俯うつむく少年。

「これまで、人間どもにはさんざん煮にえ湯を飲まされてきた……」

　職工たちが通り過ぎるのを待っていたように、口を開く。

「正しよう直じき言って、わたしには判わからない。おまえの言葉を信用してよいのか」

「そんな……じゃあ、どう言ったら信用してもらえるのさ？」

「……では、誓ちかいを立ててもらおうか」

「誓いって？　契けい約やく書しよでも作るの？」

「そんなものは、いらん」

　メルティアは妖あやしげな微び笑しようを浮かべると、おもむろにラッセルの肩に腕を回してきた。

　反射的に逃のがれようとした少年の華きや奢しやな身体を、半なかば強ごう引いんに引き寄せる。

「なに、簡単なことだ──わたしの一部を、おまえの身体の中に植えつける」

「えっ!?　そしたら、ぼくも擬獣になっちゃうの？」

「安心しろ。わたしとて、そこまで器用ではない。わたしを構成する元素の集まり──おまえたちがエーテル体と呼んでいるもの──の一部をおまえの中に移し、わたしとおまえの心を繫つなぐ通路を開く。おまえが裏切ろうとしても、すぐに判るというわけだ」

「…………？」

「怖こわいのか？」

「何だか、よく解わかんないけど……それで、信じてくれるっていうなら」

「ようし、いい子だ──じっとしていろ」

　メルティアは少年に顔を寄せ、やにわに唇くちびるを重ねた。

（え……？）

　女の柔らかい唇、歯の間から強引に差し込まれた舌したを通して、何か熱い塊かたまりがどくどくと身体の中に流れ込む。

（え～～っ!?　これって、まさか……!?）

　驚おどろく暇ひまもなく、彼女の口から浸しん透とうした熱はたちまち全身を巡めぐり、ラッセルは身体が妙みように熱く火ほ照てってくるのを感じた。

　にわかに心しん拍ぱくが速まり、耳の奥で海鳴りのように反はん響きようする。

　ぴたりと寄り添そった女の身体から、共きよう鳴めいするように伝わるもう一つの鼓こ動どう。

　少年は魔法で時間を止められたかのように凝ぎよう固こしていた。

「……これで、よし」

　微かすかに恍こう惚こつとした表情を浮かべ、メルティアは唇を離した。

「わたしとおまえの心は繫がれた。おまえが裏切らない限り、わたしも約束は守る……おまえは、誓せい約やく者しやだ」

「…………」

　ラッセルは片手で口を押さえ、惚ほうけたような面おももちでメルティアを見た。

　心臓は今なお早はや鐘がねのように打ち続けている。

「で、でも……心の中を見張られるなんて、ちょっと怖いな」

「なに、大したことではない。せいぜい、大まかな心の動きが感じ取れる、というくらいのものさ。それにこうすれば、いつでもおまえのことを護まもってやれる」

「護る？　君が、ぼくを？」

　少年はきょとんとして目を瞬いた。
















「そうさ。その遺産とやらを捜し出す前に、おまえが擬獣や他の人間に殺されてしまっては、元も子もないからな」

（……今までさんざん脅おどかしておいて、いきなりそう言われてもなぁ）

　どう応こたえてよいか判らず、ラッセルは曖あい昧まいな微苦笑を浮かべた。

「少し、疲れたな……休ませてもらうぞ」

　眠そうな声でつぶやくと、メルティアはゆっくり目を閉じた。

　彼女の身体が青い光に包まれた──と思う間もなくその姿は形ぎよう相そうを変え、一いつ瞬しゆんの後にはショートカットの小柄な少女が、くてっとラッセルの腕の中に倒れ込んできた。

「姉さん!?」

　ユピテルからメルティアへの変身──相そう変へん異いの現場は以前にフォラスで目撃したが、その逆は初めてであった。

　ユピテルの服装は今朝着ていたものと全まつたく同じ。

　呆気あつけに取られた弟の腕の中で、すやすや穏おだやかな寝息を立てていた。

「おいっ！」

　頭上から唐とう突とつにかけられた男の声。

　驚いて顔を上げると、すぐ目の前に野や戦せん服ふく姿の若者が仁に王おう立だちで見下ろしていた。

「あ、アルノーさ……!?」

「こんな所にいやがったか……ったく、手間かけさせやがって」

　宿屋のおかみに手当てしてもらったのか──でかい絆ばん創そう膏こうが貼はられた後頭部をさすりながら顔をしかめる。

（な、殴なぐられるっ……！）

　ラッセルは固く目を閉じ、歯を食いしばった。

「おい、何やってんだ？　宿に帰るぞ」

「…………？」

　おそるおそる目を開くと、アルノーは眠り込んだユピテルを自分の背に担かつごうとしているところだった。

「重てーなぁ。ま、身体ン中に擬ぎ獣じゆうが居い座すわってるから当然か」

　などとぼやきながら、公園の出口に向かって歩き出す。

　ラッセルも立ち上がり、慌あわてて後を追った。

「あ、あの……」

「あー、安心しろ。メルティアを撃つのはやめだ……実のところ、拳けん銃じゆう程度で効く相手かどうか、俺にも自信がなかったんでね。何か、他の対策を考えるさ」

「……ぼくは、その……」

「さっきのことか？」

　アルノーは立ち止まり、ちょっと考えてから続けた。

「ま、気にするな。身体が動いちまったんだろ？」

「…………」

「あれでよかったんだよ。本当に誰だれかを護まもりたいって時は──男は理り屈くつで動いてちゃいけねーからな」

　言ってから、自分でも恥はずかしくなったのか。

　アルノーは突然足を速め、ラッセルを置いて小走りで公園の外へと急ぎ始めた。




　元の姿に戻ったユピテルは、アルノーに背せ負おわれて『緑のライオン亭』に帰った後も眠り続け──結局、目を覚ましたのは、翌日の昼近くになってからだった。

　そして──




　前回同様、ユピテルにメルティアだった間の記憶はまったく残っていなかった。

「ナニよ、それ!?　どーゆーことよっ!?」

　遅いブランチを済ませた後、弟から公園であった一部始し終じゆうを聞かされた彼女は目を剝むいて怒ど鳴なった。

「……それでね、アルノーさんは『しばらくメルティアの出方を見る』って言って帰ったよ」

「それは判わかったわよ！　問題はその前よ──あの擬獣と、取引したですってぇ!?」

「うん。ゼルファナスの最終遺い産さんを見つけてあげるの。それまで、彼女は悪さをしないで大人おとなしく待ってるってさ」

　ラッセルはにっこり笑って言った。

　ベンチの上で交かわした『誓せい約やく』のことについては、まだ誰にも話していない。

　だが、姉に憑ひよう依いしているメルティアと和解が成立したことで、ひとまず事態は一件落着したと吞のん気きに安心していたのだ。

「馬鹿よっあんたは!!　どーして、後先も考えずにそんな約束しちゃうわけぇ!?」

「だって……姉さんとアルノーさん、前に言ってたじゃないか。最終遺産は、まだこの国のどこかに眠ってるって──」

「あれは根こん拠きよのない噂うわさだって言ったでしょ!?　何の手がかりもない、存在するかどうかも判らないブツを、あたしたち二人だけでどーやって捜そうってのよ！」

「そりゃあ……確かに簡単なコトじゃないだろうけどさ。ほら、ぼくらまだ若いんだし、時間をかけて地道にやってれば、いつかは」

「で、その間……クソったれの擬獣は、あたしの中に居い座すわるってワケね？」

　ユピテルは細い眉まゆをひくひく痙けい攣れんさせながら、爆発寸前の危ない笑いを浮かべた。

「ジョ～～ダンじゃないわっ!!　こっちはただでさえ勝手にとりつかれて大だい迷めい惑わくしてるのよ！　そんな寄生虫みたいな奴やつのために、わざわざお宝まで捜してやる義理なんかないわよっ!!」

「あのさ、ぼく思うんだけど……メルティアって、最初にぼくらが考えてたほど、悪い奴じゃないんじゃないかって……」

　少女は一瞬面食らったような表情を浮かべ、ついでうろんな目つきでジロリと弟を睨にらんだ。

「ちょっとぉ……さっきから聞いてれば、なに？　やけにあの擬獣の肩を持つじゃないのさ？」

「べ、別にそういうわけじゃないけど……でも！　メルティアの前の身体からだを壊こわしちゃったのは姉さんなんだし、ぼくらにだってちょっぴりは責任が……」

「バカねぇあんたも!!　今にして思えば、あいつは人間に憑依するチャンスをうかがってたんだわ。こっちこそ、罠わなにはめられたってもんじゃない！」

「でもさ、人間だって彼女を銃で撃ったりして、散さん々ざんひどい目に遭あわせたじゃないか！」

「だからどーしたってのよ！」

　ユピテルが苛いらついたように叫さけんだ。

「奴にとっつかれてる当事者は、あんたじゃなくて、このあたしなのよ！

　いいこと？　心と身体ってゆーのはね、その本人だけの大切な財産なの。親兄弟ですら侵おかせない絶対の聖域に断ことわりもなく踏み込んで、あまつさえ乗っ取ろうなんて、これが万ばん死しに値あたいする罪じゃなくて何だってゆーのよっ!?」

「…………」

「あ──っもうっバカバカバカ！　この世にバカの王国があったら、あんたそこの王子様よっ!!　もういいわ。あんたと話してるとこっちの頭が痛くなっちゃう。まったく、お人好よしもここまで来ると一種の公害よねっ」

「…………」

　ラッセルは唇くちびるを嚙かんで俯うつむいた。姉の剣けん幕まくに押しまくられ、いつもならとっくに言い負かされている頃ころである。

　だが少年は無言のまま、上うわ目め遣づかいで姉を睨みつけていた。

「もう、引っ込んでなさいよ子供は。あたしは自分の力で、何とか奴を退たい治じする方法を考えるから！」

「…………」

「なによ？　その目は」

「……うるさい！　バカは姉さんの方だ！」

「何ですって？」

「ぼくだって……ぼくだって、姉さんを助けるために今まで一生懸けん命めいやってきたのに……それなのに……なんだよっ！　ただ怒ってるばかりで、ぼくの話なんか全然聞いてくれないじゃないか！　メルティアは、そりゃあ人間じゃないけど……でも、ぼくを子供扱あつかいせずに、対等に扱ってくれたよ。彼女の方が、姉さんなんかよりずっと優しいや！」

「え？　え？　ちょっと待ってラッセル、あんたなに怒ってんのよ？」

　いつになく反抗的な弟の態度に、困こん惑わくするユピテル。

「ぼくだって──いつまでも騙だまされたままじゃないよ！　姉さんの本ほん音ねくらい、ちゃんと知ってるんだから！」

「……本音？　いったい何の──」

「全部メルティアが教えてくれたよ！　姉さんは──ただ家が飛び出したかった。父さんに反抗したかった。だからぼくをダシにしたんだろっ!?」

「…………!!」

「だいっ嫌きらいだ、姉さんなんか！　メルティアに吸収されちゃえーっ!!」

　ぱんっ。

　部屋の中に乾かわいた音が響ひびいた。

　左の頰ほおを押さえたラッセルが、驚おどろいたように姉を見つめている。

　青ざめた表情で弟を睨むユピテルの瞳ひとみから──

　ぽろぽろぽろ……

　こぼれ落ちていく、大おお粒つぶの涙なみだ。

　少年は見てはいけないものを見てしまったような表情で後ずさり──やがて、逃げるように部屋を走り出た。




「ユピテルのヤツ、もう目を覚ましたのかな……」

　自分が宿しゆく泊はくしている『海豹あざらし亭てい』を出たアルノーは、ユピテルたちの様よう子すを見ようと『緑のライオン亭』の前まで来ていた。

「おっと!?」

　突然、宿屋の中から飛び出してきた少年と出合い頭がしらにぶつかりそうになり、すんでの所で身をかわす。

「今のは……ラッセル？」

　声をかける暇ひまも与えず──少年はアルノーの傍かたわらを駆かけ抜け、雑ざつ踏とうに紛まぎれ市いち場ばの方角へと走り去って行った。




「それで？　姉弟ゲンカの挙あげ句、昼間っからヤケ酒ってわけか……」

　部屋に来たアルノーが呆あきれたように言った。

「ほっといてよ！　これが飲まずに、いられますかってんだ」

　と言いつつ、ユピテルは葡ぶ萄どう酒しゆの大おお瓶びんを取り上げ、どぼどぼとグラスに注そそぎ込んだ。

　一階の食堂から調達してきたものらしい。

「はぁ……あたしの人生、もうドツボよ。希望的要素ゼロの閉へい塞そく状態だわ。いつ果てるとも知れぬ暗くて深い闇やみの底で、傷ついた十五歳の魂たましいが泣き叫さけぶの。しくしく」

「何だ、そりゃ？」

「にしても、弟も弟よ。何考えてんのかしら？　よりによって擬獣の肩を持つなんて！」

「そういや、あの子の話じゃ……人間に化けたメルティアはすげえ美人だっていうからなぁ」
















「何ですってぇ～～!?」

　蛇女メデユーサのような形ぎよう相そうで睨にらまれ、アルノーは慌あわてて手を振った。

「とと、ラッセルが言ったんだぜ。俺は実物を見たワケじゃないから」

「あのクソ擬獣のことなんか、この際どうだっていーのよ！」

　吐はき捨すてるように言って、ぐいっと一口。

　早くも酒精アルコールが回ってきたのか、頰ほおの辺あたりがほんのり赤みを帯おびている。

「でも……やっぱりショック。弟が、あんな風に楯たて突ついてくるなんて……」

「ラッセルは十三歳だっけ？　あの年頃なら、そろそろ目上の家族とも違う、自分なりの意見を持って当然じゃないか。まあ、それが正しいかどうかはともかく」

「あの子ってばさ、ちっちゃな頃から姉さん姉さんってあたしの後をついて回って。臆おく病びようで泣き虫で、あたしがついててやんなきゃ、何にもできない子だと思ってたのに──」

「もうそのへんにしとけよ……ったく、ガキのくせに」

「うっさいわね！　あたしもう十五よぉ。子供じゃないわー」

　赤い液体を勢いきおい良く喉のどに流し込み、空からになったグラスを青年に突きつけた。

「こらアルノー！　おまえも飲めぇーっ！」

「しょーがねえなあ……」

　仕方なくグラスを受け取り、ユピテルの酌しやくを受ける。

「なあ、ユピテル……おまえたち、どうして家を出たんだ？　ソシエタス所属の異い術じゆつ師しといやあ、今日きようびの貴族なんかよりよっぽど格上だ。親元にいれば、いくらでも贅ぜい沢たくな暮らしができるだろうが」

「…………」

　ユピテルは酒さか瓶びんを抱きしめたまま俯うつむいた。

「あたしの父さん、忙いそがしい人でさ……母さんは病弱で年中寝込んでたし……子供の時から、満足にかまってもらった思い出なんかないの」

「そりゃあ、忙しいだろうな。ソシエタスの異術師なら」

「それが何だってのよ！　いくら職場で偉えらそうにしてたって、父親としては最低の男よ！　三年前のあの日──母さんが死んだ時だって、あいつは仕事にかまけて家に帰らなかったわ！　家族のことなんて、どうでもいい男なのよ！　だから、あたし決めたの。あたしたち姉弟には最初から父親なんていない、あたしが両親の代わりにラッセルを護まもってやるって──」

「三年前……か」

　グラスを口に運びながら、アルノーが何かを思い起こす様ようにぼそりとつぶやいた。

「確か、騎き士し団だんが解散した年だったな……」

　それはほとんど聞き取れない独り言だったので、もちろん酔よっぱらった少女の耳に入ることはなかった。

「異術師候こう補ほの子供は……普通、小さな時に『タブレット』の移い植しよく手術を受けて、それからソシエタス運営の学院でエーテル操そう作さの技術を習しゆう得とくするんだけど……弟はダメだったの。体質の問題で、手術自体が受けられなくって。

　ラッセルが十三になった誕たん生じよう日びの晩、父さんがあたしに言ったわ。親ソシエタス派で跡あと取とりのいないさる王族の家に、あの子を養よう子しに出すって──」

（王族に養子!?）

　アルノーはぎょっとしてユピテルの顔を見つめた。

　擬ぎ獣じゆう災さい害がいに端を発する混乱のためいささか落ち目になったとはいえ、ヴァリシニアの民たみが四百年の歴史を有する王家に抱いだく畏い敬けいの念は依い然ぜんとして篤あつい。

　現在ソシエタスがこの国で貴族以上の権勢を誇ほこっているといっても、王族に対して養子縁えん組ぐみを申し出られるほどの異術師となるとその数は限られてくる。

（中央本部の幹かん部ぶグラス……まさか理事会メンバーかよ？）

「あたし、あの男が許せなかった……あいつは母さんを見殺しにして、今度はラッセルを見み捨すてたんだわ！　あいつは……あたしから家族を一人残らず取り上げるつもりなんだ!!」

「それで……家を飛び出したってわけか？　弟と二人で……」

　少女はこっくりとうなずいた。

「しかしなぁ……おまえは『見捨てた』って言うけど、親父おやじさんには親父さんなりの考えがあったんじゃないのか？」

「知らないもん、そんなの！」

　ぷいっと横を向くユピテル。反抗期真っ盛さかりである。

「でも……弟の言う通りかも。結局、あたしは父さんが憎にくいだけだった──口実は何でもよかったのよ。そのためにあの子を利用したんだわ」

「おいおい、落ち着けよ。あれは売り言こと葉ばに買い言葉ってヤツだろ？　ラッセルだって、本心からそう言ったワケじゃあ──」

　当然ながら、自じ己こ否ひ定ていモードに入ったユピテルの耳にアルノーの言葉など入っていない。

「ごめんね、ラッセルぅ……あたし、あたし悪いお姉さんだったぁ！」

　酒瓶を抱きしめたまま、ついに号ごう泣きゆうし始めた。

「うえぇ～～～ん!!　どうしよう、あたし弟に嫌きらわれちゃったよぉ──っ!!」







「どうしよう……姉さんに、ひどいコト言っちゃった……」

　公園の散歩道を、ラッセルは途と方ほうに暮くれた表情でとぼとぼ歩いていた。

　ベンチに腰掛け、『緑のライオン亭』のある方角の街まち並なみを眺ながめ──

　足元に視線を戻もどしてため息をつく。

「メルティアにとりつかれて、一番辛つらい思いをしてるのは姉さんなのに……それなのに、ぼくは吸収されちゃえなんて……何であんなコト言ったんだろ？　殴なぐられて当然だよ」

　ひっぱたかれた側の頰ほおをさすりながら、何をするということもなく昼下がりの青空を見上げた。

（そういや、昨日きのうメルティアと座すわったのもこのベンチだったっけ……）

　姉ユピテルの身体からだを器うつわとし、相そう変へん異いを遂とげたメルティアの姿は、見た目は完全な人間──しかも美しい女性だった。

　怜れい悧りなまでに整ととのった、彼女の相そう貌ぼう。

　紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみ。

『誓せい約やく』の儀ぎ式しきを交かわしたときの、柔らかな唇くちびるの感かん触しよく──

　にわかに身体が火ほ照てってくるのを感じ、ラッセルは慌あわててかぶりを振った。

「バ、バカ！　なに考えてんだよ──あれはエーテル体を移すのに必要だっただけで──だいいち、メルティアは人間じゃないんだぞ！」

　大きく深呼吸して妄もう想そうを払うと、再ふたたびユピテルのことが思い出された。

「こんなとこで悩なやんでても仕方ないや……やっぱり、帰って姉さんに謝あやまろう！」

　ようやく決心し、すっくと立ち上がる。

　勢いきおい良く駆かけ出したところで、前から来た通行人に肩がぶつかってしまった。

「ご、ごめんなさい！」

　ぺこりと頭を下げて、行き過ぎようとした時──

　突然、背はい後ごからがしっと肩をつかまれた。

「やあ、坊や。また会ったね」

「え……？」

　それはとりたてて特とく徴ちようのない、いたって平へい凡ぼんな顔立ちの男だった。

　だから、ラッセルもすぐには思い出せなかったのだ。

「あの、おじさん……誰だれ？」

「とぼけちゃいけないねえ。昨日きのう、知り合ったばかりじゃないか」

　どこにでもいそうな男の、どこにでもありそうな口が笑いの形にぐにゃりと歪ゆがみ──

　この世のものとも思えぬ邪じや悪あくな笑顔を形作った。







　再び、『緑のライオン亭』。

「あたしさぁ、最近ふっと思うの。今はこうして一いつ緒しよに旅してるけど、例たとえば旅先で弟に素す敵てきなガールフレンドができちゃったりして、もしそーなったら、あの子にとってあたしは邪じや魔ま者になっちゃうのかなー、なんて」

　泥でい酔すいしたユピテルのグチが、延々と続いていた。

「やっぱりあたしってばお邪魔虫？　『ねーさんは用済ずみ』とか言われて、それでお払い箱なの？」

「考え過ぎじゃないか？　だいたい、恋人だ何だってハナシなら、順番から言っておまえの方が先だろ」

「あたしー？　あたしなんかダメよー。瘦やせっぽちだし、胸ペタだし。女の色気なんて全然ないもーん」

「確かに──あ、いやいやユピテルだってけっこう可か愛わいいと思うぞ。細身だけど、別に鳥ガラってわけでもないし」

「へえ～……ひょっとして、あたしってアルノーのタイプ？」

　アルノーは思わず、口に含ふくんだ酒を吹き出しそうになった。

「いやその、俺おれの好みとかそーゆーのは、この際おいといてだな」

「ね。ね。アルノーって恋人とかいるのぉ？」

「俺か？　俺は……そんなのに縁えんはねーよ。まあ、気ままな浮き草稼か業ぎようってやつさ」

「ふ～～ん。じゃあ、フリーなんだ。よかったぁ」

「よかった、って……？」

「いや～ん、酔よっぱらっちゃったよぉ」

　ユピテルは椅い子す代わりにしていたベッドからふらふら立ち上がった。

「お、おい？　大だい丈じよう夫ぶか、足元が……」

「きゃ～～～！」

　とか何とか芝しば居いがかった悲ひ鳴めいを上げつつ、向かい合って座すわっていたアルノーの広い胸の中に、実にわざとらしく倒れ込む。

「……ど、どうした？　具合でも悪いのか」

　若者の胸に顔を埋うずめたまま、今度はしくしくすすり泣き始めた。

「アルノー、あたし寂さびしいっ……ヘンな擬ぎ獣じゆうにはとりつかれるし、弟は急に反抗的になっちゃうし。え～ん、心細いよぉ」

「そうか……そうだよなぁ。おまえだって女の子なんだ。気づいてやれなくて、ごめんな」

　アルノーは全すべてを察したようにうなずくと、腕の中で微かすかに涙なみだを浮かべて震ふるえる少女の頭を、そっと撫なでた。

　目と目が合うと、傭よう兵へいの鋭するどいまなざしがふっと優しげに細められる。

「そういう時は庭に出て、黒い小石を捜すといいぜ。見つかったら、東に向かって『ギグギガガンパ』と三回唱となえて、足元に埋うめるんだ」

「………なに、それ？」

「ガキの頃ころ、死んだ婆ばあさんに教わったんだ。山道やなんかで、独ひとりぼっちの寂しさを紛まぎらわすお呪まじないだそうだ」

「な、何がお呪いよっ！　人を馬ば鹿かにして！」

　ユピテルはがばっと立ち上がり、憤いきどおりも露あらわに怒ど鳴なり散らした。

「アルノーの馬鹿！　サイテー！　死んじゃえ！」

「？？？？？」

　何で彼女が怒りだしたのか理解できず、アルノーは困こん惑わくして頭をかいた。

「気に入らなかったか？　なら、他のお呪いもあるぞ。カラスの足を糸で吊つって窓に……」

「もういーわよ、この鈍どん感かん男！……んもうっ、暑いわねーこの部屋は！」

　叫さけぶなり、部屋の真ん中でブラウスのボタンを外はずし始める。

「着替えるのか？　なら、俺は外に──」

　立ち上がってすたすた部屋を出ようとしたアルノーの膝ひざの裏めがけて、ユピテルはいきなり腰の入ったタックルをぶちかました。

　どどどどどっ。二人して、もつれるように床ゆかに倒れ込む。

「うわっ!?　何しやがる！」

「うふふふふ。逃がさないわよぉ」

「はあ？」

「あたし、もう決めたの。どうせ身も心もあの擬獣に吸収されちゃうなら、せめて残された時間を欲望の赴おもむくままに生きてやろーって。そうよ！　こーなったら、擬獣も尻尾しつぽ巻いて逃げ出すケダモノのような女として振る舞ってやるわ！　でもってアルノーが犠ぎ牲せい者しや第一号だから、覚かく悟ごしてね」

　トマトのように紅こう潮ちようした顔、瞳ひとみの中でぐるぐる回る渦うず巻まき模も様よう。

（ヤ、ヤバい！　完全にイっちまってる）

　アルノーは焦あせった。

「何だかよく判わからんが……俺が悪かった。とにかく落ち着け」

「だ～め！　もし逃げたら、大声出して人を呼んじゃうから！」

「いい加か減げんにしろっ！　いくら何でも、酒グセ悪すぎるぞ!!」

　叱しつ責せきの言葉は、当然ながらユピテルの耳には全然入ってない。

　少女は立ち上がり、再び服を脱ぎ始めた。

「あたしってば、実は着ヤセするタイプなのー。こう見えても、脱いだらけっこうスゴいのよぉ」

「わ、よせっ！　こんなところで!?」

　慌あわてて自分の目を塞ふさぐアルノー。

　十数秒経過の後──。

　おそるおそる目を開けると、そこにユピテルの姿はない。

　代わりに、見事な銀ぎん髪ぱつを背中まで垂たらした紅あかい眼の美女が、両手を腰に当てうろんそうにアルノーを見下ろしていた。

「拳けん銃じゆう男……また、おまえか」

「お、おまえ……まさかメルティア!?」

　アルノーは啞あ然ぜんとしながらも、起きあがって素す早ばやく着衣の乱れを直した。

「ほう、酒さか盛もりの最中だったか……邪じや魔ましたか？」

「い、いや……この場合は助かった。礼を言う」

「？」擬獣の女は怪け訝げんそうに首を傾かしげたが、すぐに部屋を見回すと、

「そんなことより、ラッセルはどこだ？」

「ラッセル？　あの子だったら、俺と入れ違いに外に出かけて……そういやどこに行ったんだろう。まだ帰って来ないな」

「あの子が、わたしを呼んでる──」

「何だと？」

　メルティアは窓まど際ぎわに歩み寄り、何かを捜すような表情でじっとサブナックの街まち並なみを見やった。

「あの子の心が危険に怯おびえている──わたしには、判る」

「おい、何を言ってる？」

　答えはない。

　明灰色の薄い服に身を包んだ女の身体が、しなやかな動作で窓まど枠わくを飛び越えた。

　アルノーは慌てて窓の外を覗のぞいたが、長い銀髪をなびかせて遠くの屋根を跳ちよう躍やくしていく姿が、彼の目に微かすかな残像を留とどめたに過ぎなかった。

「ラッセルの身に何か起きたのか？　だが、なんで奴やつがそのことを──？」

　ともあれ、こうしてはいられない。

　壁かべに掛けたコートと銃を取り、アルノーが部屋を出ようとした時。

　扉とびらをノックする者がある。

「誰だれだ？　こんなときに──」

　廊ろう下かに立っていたのは、黒こつ褐かつ色しよくの制服に身を包んだ二十代の男だった。

　額ひたいに輝かがやく緑の結けつ晶しよう体たい──『タブレット』。

（ソシエタスの異い術じゆつ師し──？）

「失礼。『海あざ豹ら亭してい』の主人に聞いてきたんだが──契けい約やく傭よう兵へいのアルノー君だね？」

「ああ、そうだけど？」

「私はアシュモール・ラングラン。『ソシエタス』中央本部の監かん察さつ官かんだ」

「異術師が……何の用だ？」

　男は歳としに似に合あわぬ尊大そうな笑いを浮かべた。

「二、三聞きたいことがある──この街のソシエタス支部に、我々と同行していただきたい」

「あいにく、こっちは取り込み中なんだ。何の用か知らねえが、また今度にしてくれよなっ」

　ぶっきらぼうに言いながら男を押しのけ、廊下に出る。

　そこで足が凍こおり付いた。

　頭からつま先までを奇き妙みような灰色の防ぼう護ご服で固めた兵士が二人、短機関銃を腰だめに構かまえ、廊下の端からこちらを狙ねらっている。

「おい？　いったい何の真ま似ね──」

　すべて言い終えないうちに激痛が全身を走り、呻うめき声を上げて思わず床ゆかに両膝ひざをついた。

　一瞬撃たれたかと思ったが、そうではなかった。

　我われに返ってアシュモールを見上げると、彼が薄笑いを浮かべて差し伸べた右手の周囲に、音を立てて青白い放電光が走っていた。

　宇宙に充じゆう満まんする第五元素──エーテルを空間から抽ちゆう出しゆつし、雷かみなりと同質のエネルギーに変換し操あやつる異術師の力。

「逃げおおせるとでも思ったのか？　うまく人間に化けたつもりだろうが……だが、それが貴様の浅はかさよ！」

（何だと？　こいつら、いったい何を──）

　叫さけぼうとしたが、舌したが痺しびれて声が出ない。

「肉体とはすなわち魂たましいの牢ろう獄ごくだ！　その男が死なない限り、貴様は自分の意志でその身体から離れるわけにいかんのだからな──ホモ・ファルサス試作第七号『メルティア』！」

（馬鹿野や郎ろうっ、人違いだ！）

「ア、アシュモール様……本当によろしいのですか？　支部長の許可も取らずに、こんな──」

　防護頭ず巾きんをすっぽり被かぶった兵士がくぐもった声で尋たずねた。

「構うものか。この男はサブナックの市民ではない──姿を消したところで、騒さわぐ者などいないさ」

　そう言いながら、倒れたアルノーの肩に今度は両手をかざす。

　視界の中で激しく火花が飛び散り、アルノーの意識が暗転した。








第５章　不死者たちの闘たたかい









（お腹、空すいたなぁ……）

　分ぶ厚あつい絨じゆう毯たんの上に手足を縛しばられた格かつ好こうで転がったまま、ラッセルはぼんやりとそう思った。

　いま居いる場所は、上流貴族や富ふ裕ゆう商人が住むような広い屋や敷しきの一室らしい。

　場所は──判わからない。

　公園で出会ったあの男──ラザルスに何かの薬を嗅かがされたきり意識を失い、ふと気がつくとこの部屋に閉じこめられていたのだ。

　本来ならプライベート・ルームとして使用されている部屋らしいが、それでも『緑のライオン亭』の二人部屋より遥はるかに広い。

　贅ぜい沢たくなマントルピース、革かわ張りの安楽椅い子す、マホガニー製のキャビネット──その他の家具や調度品も、部屋にふさわしく高級品が揃そろえられている。

　にもかかわらず、床ゆかには脱ぎ捨すてた衣服や汚れた食器類、空からの酒さか瓶びんなどが散乱し、一つ一つの家具にはうっすらと埃ほこりが積もっていた。

　生活の形跡があるからには、廃はい屋おくというわけでもないだろう。

　しかし、ここ数年の間ろくに掃除そうじもされていないのではないか──そう思わせるほどに雑然とした室内は、不ふ潔けつとか無ぶ精しようという以前に、この部屋に住む者の精神的な荒こう廃はいを暗示する不ぶ気き味みな光景だった。

　ラッセルは首だけ動かし、すぐ近くの壁かべに視線を向けた。

　ミスト・グリーンの壁紙が無む惨ざんに剝はがれ落ち、むき出しになった漆しつ喰くいの表面にどす黒い染しみが浮き出してまだら模も様ようを描いている。

　壁かべ際ぎわに灯ともされたランプの灯あかりの加か減げんか、ぼんやり眺ながめていると染みの一部が人間の顔に見えたりして、ラッセルは気味が悪くなり慌あわてて目をそらした。

　そうこうしているうちに、腹の辺あたりできゅうと音が鳴る。

　埃っぽい場所に放置されたためか、喉のどがひりひりしてきた。

（お腹空いたよう。喉かわいたよう……あーあ、食事がダメなら、せめて水一杯でいいから欲しいなぁ）

　などと考えていたら、いきなり顔面に冷たい水を浴あびせられた。

「わひゃっ!?」

　驚おどろいて顔を起こすと、空になったコップを手にした男が、嘲あざけるような笑いを浮かべて少年を見下ろしていた。

　ラザルスだ。

　くつろいだ部屋着姿──シルクのガウンなど羽は織おっているところから見て、やはり彼がこの屋敷の主あるじなのだろう。

「夜はこれからだ。いくら子供でも、まだ寝るには早いぞ」

「ぼ、ぼくをどうするつもりさ!?　ひどいよっ、早く宿屋に帰してよ！」

「帰れると思うかね？」

「……あのう、おじさん？　念のため言っとくけど、ぼくを誘ゆう拐かいしたって身みの代しろ金きんなんか出ないんだよ。こないだの擬ぎ獣じゆう退たい治じで稼かせいだお金なんか、全部姉さんの食費に消えちゃったんだから……」

「身代金？　ふふ、そんなものはいらんよ。正しよう直じき言って、君がどこの家の子供だろうが、そんなことは興きよう味みもない」

　ラザルスはキャビネットからウィスキーのボトルを取り出すと、安楽椅子に深々と腰掛け、持っていたグラスに蒸じよう留りゆう酒しゆを注ついだ。

　一本で一いつ般ぱん市民の月収が飛びそうな高級酒を、水のように一息にあおる。

「だが、こうして君を捕とらえておけば……いずれ、ヤツもここに来る」

「ヤツ……って？」

「とぼけるな。公園で君といちゃついていた、あの女だよ」

「い、いちゃつくなんて……ぼくとメルティアは、ただ」

「ほう？　では、なぜあのホモ・ファルサスと一いつ緒しよにいたんだ？」

「メ、メルティアが憑ひよう依いしてるのは……二つ年上の、ぼくの姉さんなんだ。とても、そうは見えないだろうけど」

「だろうな……そうだと思った」

　自分一人が納なつ得とくしたように、ラザルスは深々とうなずいた。

「我々ホモ・ファルサスは人間を含ふくむあらゆる動物に憑依して、その肉体を支配できるが……その反面、『器うつわ』となった動物の特性の影えい響きようを色濃こく受ける。受けざるを得ないのだ。人間のように複雑な精神構造を持つ生き物なら、なおさらな。

　あのホモ・ファルサス──メルティアが君に対して妙みような執しゆう着ちやくを示すのも、結局は君の姉さんの意識に影響されているからだろうよ。本人は気づいてないだろうが」

「ひ、一つ質問してもいい？」

　ふとラッセルは疑問──というより好奇心に駆かられ、尋たずねてみた。

「何かね」

「その、今ぼくと話しているおじさんは──憑依したホモ・ファルサスなの？　それとも元の人間の方なの？」

「どちらでもあるし、どちらでもない──我々は、完全に融ゆう合ごうしてしまったからな」

　手にしたグラスの中で揺れる琥こ珀はく色の液体を見つめながら、男は言った。

「この屋敷の主に取りついたのは、もう三年も前になるかな……君の姉さんがどうだったか知らんが、我々が一つになるのは早かったよ。何しろ彼は──つまり器となった人間だが──最初こそ困こん惑わくしていたが、私が何者か悟さとると、むしろ大喜びで自分の心を差し出してきたのだからな」

「ど、どうして……？」

「簡単なことさ。彼は──人間をやめたがっていたのだから！」

　ふいにラザルスは立ち上がり、まだ中身の残っているボトルを壁かべに──ちょうど転がされたラッセルの真上あたりに投げつけた。

　大きな音を立てて硝子ガラス瓶びんが砕くだけ、ウィスキーの飛沫しぶきが驚いた少年の顔面に降りかかる。

　同時に、ボトルの直撃を受けた壁の一部がぼろぼろと剝はく落らくし始め──

　壁の中から、押し出されるように何か大きな黒い塊かたまりが現れた。

　音もなく倒れてきたその物体が、意外なほどの重さで胸の上にのしかかってきたので、ラッセルは一いつ瞬しゆん息をつまらせた。

　だが、それが干ひ物もののように木ミ乃イ伊ラ化した人間の死体──変色したドレスをまとっているところから見て、成人の女性らしい──と悟った時、

「きゃあああああああっ!!」

　喉のども張り裂けんばかりの悲ひ鳴めいを上げ、少年は縛しばられた細い手足をバタつかせて必死にもがいた。

「驚くことはないさ。この屋敷の方ほう々ぼうの壁の中や床ゆか下したには、こんな風に古い死体がいくつも埋うめ込まれてる。地下室には『彼』の奥方と二人の子供も眠っているよ──断ことわっておくが『私』がやったんじゃないからね」

　ラザルスがさも愉ゆ快かいそうに哄こう笑しようを上げた。

「快楽殺人者。殺人淫いん楽らく症しよう──君らの言葉で説明すればそういうことになるのかね？

　ともかく、私が初めて『器』にした人間は、元から殺しの快楽に魅み入いられた男だったんだよ。彼だけが特とく殊しゆなのか、それとも人間というのが本来そうした生き物なのか──それは私にもよく判らんがね。私が彼から受け継ついだのはこの身体と、そして彼がこの世界全てに抱き続けていた狂おしいまでの絶望と憎しみ──だから、この私が他の人間どもに思い知らせてやった。器を提供してくれた恩人に対する、せめてもの返へん礼れいというわけさ」

「やだよぉ──っ！　どけてぇ──っ！　た、助けて姉さんっ!!　メルティアーっ!!」

「ぎゃあぎゃあ喚わめくなクソガキッ!!　人の話もおとなしく聞けんのかっ!?」

　男は人が変わったように怒ど鳴なると、つかつか歩み寄ってラッセルの胸の上に覆おおい被かぶさっていた亡なき骸がらの頭部を乱暴に蹴けり飛ばした。

　干ひ涸からびた女の頭はひとたまりもなく胴体からもげ、乾かわいた音を立てて蹴け鞠まりのように部屋の隅すみまで転がっていく。

　ラッセルの傍かたわらにしゃがみこんだ男は、再ふたたび表情を一変させてにんまり笑うと、少年の髪をわしづかみにしてぐっと持ち上げた。

「私だって、さっきから随ずい分ぶんと我が慢まんしているんだよ。今すぐにでも君を引き裂さき──いや少しずつ切り刻きざみ──その人形のように綺き麗れいな顔を恐きよう怖ふと苦痛に歪ゆがめながら死んでいく有あり様さまを、じっくり楽しみたいというのに……」

「ひっ……!?」

「思えば、擬ぎ獣じゆうとして生きている時は気楽なものだったよ。喰くいたい時に喰い、眠くなれば眠り、敵が来れば闘たたかう──全すべては単純で明めい快かいだった。

　人間になってからはどうだ？　家庭。友人。仕事。世せ間けん体てい──人間の社会はあまりに煩はん雑ざつで、些さ末まつで、腹が立つほど無意味なことが多すぎるよ。『彼』が壊こわれてしまったのも無理のないことだ。

　人として生きるとは──決して満たされぬ欲望の炎ほのおに身を焦こがしながら、この煩わずらわしい世界の中で為なす術すべもなく年老おいていくことに他ならない。心の内の炎を無理矢理にもみ消しながら生き続けたところで、いったい何が得られるというのかね？」

　その変化がいつ始まっていたのか──男の顔がん貌ぼうは、もはや人間のそれではなかった。

　どす黒く変色した皮ひ膚ふの下で蚯蚓みみずのような血管がどくどく脈打ち、黄色く濁にごった眼球が瞼まぶたを裂いて眼がん窩かからせり出していた。

「そんな人生は……生きるに値あたいしない」

　男の顔面が真ん中からばりばり音を立てて左右に裂け、鋭するどい牙きばが縦たてに並んだ巨大な『口』から伸びた分厚い舌したがラッセルの顔を嘗なめ回した。

「ひ……あ……!!」

　少年は大声で叫びたかったが声が出ず、陸にほうり出された魚のようにぱくぱく口を開閉するだけだった。

　唐とう突とつに──

　どすん、という家鳴りと共に屋や敷しき全体が震しん動どうした。

　続いてもう一回。

　壁と柱が軋きしみを上げ、その度たびに天てん井じようにたまった埃ほこりがぱらぱらと舞い落ちる。

「……彼女が、来たようだ」

　そう言ってラザルスは立ち上がった。

「よかったな坊や。これでお互たがい、退たい屈くつな時間から解放されたというわけさ」







「どういうことです、監察官!?」

『ソシエタス』サブナック支部の支部長室で、血けつ相そうを変えたレオノーラがアシュモールに詰め寄っていた。

「確かに、貴方あなたの仕事に干かん渉しようしないとは言いましたわ！　ですが……私に断ことわりもなく、一いつ般ぱん市民を拉ら致ち監かん禁きんするなんて！」

「ご安心なさい、支部長。あの傭よう兵へいの若者はこの街まちの市民権を持たない、いわばよそ者です。あなたにご迷めい惑わくはおかけしませんよ」

　応接間の長なが椅い子すに足を組んで座すわった男が、悪びれもせずに答えた。

「そういう問題ではないでしょう!?　こんな犯罪まがいのことをしでかして──ソシエタスは秘密結けつ社しやではないんですよ！」

「支部長。仮に危険な伝でん染せん病びようが発生したとして──二次感かん染せんを防ぐためにその患かん者じやを隔かく離りするのは、犯罪になりますかな？」

「どういう意味です？」

「異い術じゆつの始し祖そ、大だい錬れん金きん術じゆつ師しゼルファナスが創つくり出した幻まぼろしの人工生命──人間を含ふくむあらゆる生物に憑ひよう依いし、擬ぎ獣じゆう化させるエーテル生命体ホモ・ファルサス。あの傭兵がそうだとしたら、如何いかがです？」

「ホモ・ファルサスですって？」

　レオノーラは驚おどろいたように聞き返した。

「で、でも……あれは百年前に失われたはずでは……」

「表向きの記録ではね。だが、奴やつらは確かに実在している……これは我わが国に対する重大な脅きよう威いです。ここ何年かの間、我々はホモ・ファルサスの『器うつわ』と思おぼしき何匹かの擬獣をマークし、密ひそかに調査を続けていました。フォラスの廃はい墟きよに棲すみ着いていた擬獣メルティアもその一匹でしてね。そのメルティアが傭兵たちに殺されたとすると、ホモ・ファルサスは次なる『器』として最後に接せつ触しよくした傭兵を選んだ確率が非常に高い」

「監察官……では、あなたの任務というのは……」

「お察しの通りです。ホモ・ファルサスの探たん索さく・調査、可能ならば捕ほ獲かく──理事会メンバー、ゾシモス様じきじきのご命令です。まあ、事実を伏ふせていたことはお詫わびしますが」

「証しよう拠こは……あるのですか？　その傭兵が、ホモ・ファルサスに憑依されているという……」

「証拠？　そんなものありませんよ」

　アシュモールはせせら笑った。

「王都の中央本部に移送し、生体解かい剖ぼうでもすればすぐに判明するでしょうが」

「そんな！」

　レオノーラは思わず声を上げた。

「貴方あなたのやろうとしていることは、一歩間違えれば殺人ですよ!?　せめて、当支部で詳くわしく検査してから──」

「やれやれ、しつこい女だ」

「な、何ですって!?」

「私は理事会の意向で動いているんだ。君ら地方支部の連中は、ただ命令に従っていればよろしい！」

　アシュモールはおもむろに立ち上がり、呆ぼう然ぜんとする女異術師に向かい合った。

　それまで表面的にせよ保っていた紳しん士し的な態度をかなぐり捨すて、傲ごう慢まんそのものの表情で指を突きつける。

「例たとえ支部の長おさといえども、理事会の方針には絶対服ふく従じゆう──それが我らソシエタスの秩ちつ序じよだ！　いい気になるなよ。しがない靴くつ屋やの娘が貴族や金持ち連中と対等以上につき合えるのも、ソシエタスの権けん威いがあればこそだろうが!?」

「…………！」

　唇くちびるを嚙かみしめ、監察官の頰ほおを叩たたこうとするレオノーラ。

　だが、振り上げた右手は途と中ちゆうで凍こおり付いた。

（身体が──う、動かない!?）

　男の額ひたいに埋うめ込まれた『タブレット』が仄ほのかな光を発しているのに気づいた時は、もう手遅れだった。

　どこからともなく現れた、白くもやもやした塊かたまりが彼女の手足や胴にまとわりつき、身体の自由を奪うばっている。

　慌あわてて防御界バリユームを展開しようとしたが、エーテル操そう作さの練度がけた違いであった。

　ソシエタス全組そ織しきから優秀な人材を選せん抜ばつして養成された監察官──戦せん闘とう異術のスピードと威い力りよくにかけては、地方支部の異術師などの及およぶところではない。
















　やがて白い塊がはっきり形を成すと──それは、数ヶ月の胎たい児じを赤ん坊の大きさに拡大したような異い形ぎようの疑ぎ似じ精せい霊れいと化した。

「いやあああああっ!!」

　身体中にしがみついた精霊たちがぶよぶよと蠢うごめく度たび、ドレスを通して地じ肌はだに伝わって来る冷たくおぞましい感かん触しよくに、レオノーラは羞しゆう恥ち心しんも忘れて泣き叫さけんだ。

「やめてえええええっ!!　許してぇ──っ!!」

「ご心配なく、支部長。そいつらは害はないし、五分もすれば消えますから」

　こともなげに言うと、アシュモールは悲ひ鳴めいを上げて身み悶もだえる女に背を向けた。

「私は仕事に戻もどりますが……もしこれ以上邪じや魔まだてなさるようだと、今度は脅おどしでは済みませんよ。できれば、貴方あなたのお美しい身体に傷をつけたくありませんのでね」

　その言こと葉ば通り──男が部屋を去って間もなく、胎児のような疑似精霊たちは現れた時と同様、空中に溶とけ込むように消えていった。

「…………」

　しばらくの間ショックから立ち直れず、レオノーラはぺたりと床ゆかに座すわり込んだまま、自分の肩を抱いてガタガタ震ふるえ続けた。

　耐え難がたい屈くつ辱じよく。恐きよう怖ふと無力感。

「──ち、ちくしょうっ。ちくしょうっ。ちくしょうっ──！」

　食いしばった歯の間から呪じゆ詛そとも繰くり言ごとともつかぬ言葉が洩もれ──

　やがて床に身を投げ出し、女は声を押し殺してすすり泣き始めた。







「やれやれ、派は手でなご到着だな！　別に、鍵かぎなんてかけちゃあいなかったのに」

　部屋を出るなり、ラザルスは皮肉げにうそぶいた。

　半なかば意識を失いかけたラッセルを、小こ脇わきに軽々と抱かかえている。

　そこは二階の廊ろう下かから張り出し、吹き抜けになった一階のホールを見渡すことができる踊り場だった。

　男の立っている場所からホールの床まで、左右に広がった馬ば蹄てい状の階段がなだらかに弧こを描いて下っている。

　屋や敷しきの主あるじが正気を保っていた時代には、夜よ毎ごと華はなやかな宴うたげが催もよおされたであろう大ホールの正面入り口は無残に破は壊かいされ、そこにほっそりとした銀色の影が佇たたずんでいた。

「その子には、手を出すなと言ったはずだ……」

　怒いかりをはらんだ、しかしあくまでも凜りんとした声。

　薄暗い常じよう夜や灯とうの灯あかりに照らされ、戦せん闘とう形けい態たい──純銀の女性像を思わせる人間型の擬獣──に相そう変へん異いしたメルティアがそこに立っていた。

　銀色の被ひ膜まくに覆おおわれた滑らかそうな肢し体たいの曲面が、微かすかな灯りを反射し七色の光こう彩さいを放はなっている。

　端整に彫ちよう刻こくされた少女の仮か面めんを思わせる顔の中で、両の眼だけは真しん紅くの光を湛たたえて二階の男を睨にらみつけていた。

　だが、ラザルスは動じる気け配はいも見せず、声を張り上げた。

「非礼は詫わびよう！　だが君とは、ぜひもう一度、ゆっくり話し合う機会をもちたかったものでね！」

「…………」

　ほんの一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくをおいて、

「ラッセルは、生きているのか？」

「ふふふ、安心したまえ。この通り、まだ──」

　息があることを示そうと、右脇に抱えた少年を前方に突き出した、その瞬間。

　ホールの入り口付近に立っていたメルティアの姿が、わずかな残像を残して消えた。

（──なにぃ？）

　慌あわてて彼女を目で追おうとしたラザルスは、ふいに右半身が軽くなったことに気づいた。

　人ひと質じちの少年が忽こつ然ぜんと消失していたのだ──少年を抱えていた、己おのれの右腕と共に。

「わぎゃああああっ!?」

　人間の出血に比べれば驚くほど少量の、紫色の体液を撒まき散らし──それでも痛みは感じるのか──男は顔を歪ゆがめて絶ぜつ叫きようした。

　同時に、ラッセルを右腕に抱えたメルティアが、ホールの中央付近に着地する。

「気づかなかったのか？　ラザルス。おまえは、とうの昔にわたしを怒らせているんだよ！」

　彼女の左手──五本の指の先端は、短刀のような輝かがやきを放つ鋭えい利りな爪刃へと変形していた。

　切断されたラザルスの右腕──二の腕から先の部分──が、鈍にぶい音を立てて階段を転がり落ちていく。

「貴様あああ──っ!!」

　激痛と怒りが、ラザルスの表面を繕つくろっていた最後の人間性を崩ほう壊かいさせたらしい。

　身にまとっていた上等なガウンが無残に張り裂さけ、人間の輪りん郭かくを失った肉体が青白い光を放って膨ぼう張ちようする。

　身の丈たけおよそ三メートル。黒光りするキチン質の体表面──相変異を終え、階段を軋きしませながら降りてくるそれは、まさしく深夜のゴーストタウンを徘はい徊かいしていたあの黒い擬獣だった。

　たったいま切断された右腕の切り口からは数本の触しよく手しゆが生はえ、びっしりと棘とげの生えたそれらが独立した生き物のように蠢うごめいている。

　メルティアは少年を床ゆかに寝かせ、手足を縛しばっていたロープを素す早ばやく切ると、踵きびすを返してラザルスに向き直った。

　冷たい床が頰ほおにあたり、失神していたラッセルが目を覚ます。

「姉さ──メルティア!?」

「ラッセル、おまえは早くここから離れろ！」

　振り向かずに叫さけぶと、擬獣の女は右手の指先も刃物状に変形させ、同じく擬獣としての本ほん性しようをむき出したラザルスに向けて疾しつ走そうした。

　黒い擬獣が咆ほう哮こうし、右腕に生えた触手を叩たたきつけてくる。

　触手──というよりほとんど棘付きの鞭むち──は棒のように一直線に伸びて振り下ろされ、板張りの床を轟ごう音おんと共に打ち破った。

　だがメルティアはそれを紙かみ一ひと重えでかわし、床を蹴けって跳ちよう躍やく。

　銀の髪をなびかせて宙を駆かけ、すれ違いざまに左の爪刃を繰くり出す。

　斬きるというよりむしろつかみ取るようなモーションで、ラザルスの左肩の肉を大きく抉えぐった。

「ぐああああっ!?」

「おまえの『器うつわ』は、よっぽど鈍にぶい人間のようだな。ラザルス！」

「やかましい──っ!!」

　少なくとも普通の人間の目で見れば、ラザルスの動きとて決して鈍どん重じゆうではない。

　それどころか巨体にそぐわぬスピードで鋏はさみ状の左腕を振り上げ、メルティアめがけて打ち下ろしてきた。

　だが銀色の女はそれすらも易やす々やすとかわし、背はい後ごに回り込んだかと思うと巨きよ岩がんに張り付くように相手の腰に腕を回した。

「なっ、なにをするっ!?」

「…………!!」

　メルティアが歯を食いしばったかと思うと──

　一瞬、水銀のようになめらかな彼女の体表面に筋肉の筋すじが浮き上がり、ラザルスの巨体が弧こを描いて床面に叩きつけられた。

　脳天から床板をぶち抜き、床の下に半なかば潜もぐり込んだ格かつ好こうのラザルスが、狂ったように四し肢しをバタつかせて体勢を立て直そうとあがく。

　ようやく床の穴から頭部を引き抜いたラザルスが、弱々しく唸うなりながら、それでも執しつ拗ようにメルティアの姿を求めた時、

　彼女は、頭上にいた。

　正確に言えば、ラザルスの真上よりは少し前方の、天てん井じよう近くの空間。

　相手が立ち上がるのに合わせて跳ちよう躍やくしていたのだ。

　ラザルスの黄色い双そう眸ぼうが、裂けんばかりに見開かれる。

　メルティアは少し身体を捻ひねった体勢で両手の爪刃を構え、そのまま錐きりのように回転しながらラザルスに突っ込んでいった。

　両手合わせて十本の爪刃が呆ぼう然ぜんとして立ちつくすラザルスの顔面をわしづかみにし、一瞬の後にはその半分を抉えぐり取っていた。

　紫色の体液を夥おびただしく床に振りまきながら、ラザルスの巨体が広間を揺るがせて倒れる。

　ほぼ同時にメルティアが着地。巧たくみに床で一回転し、すかさず立ち上がった。

　だが、彼女はまだ戦闘態勢を解とかない。

　わずかに腰を落とした姿勢のまま、呼吸で肩を上下させながら、倒れたラザルスを油ゆ断だんなく見守っていた。

「……メルティア？　あの……」

　闘たたかいの最中、入り口近くの柱の陰かげに身を潜ひそめていたラッセルが、おずおずと声をかけてきた。

「馬ば鹿かっ！　早く逃げろと言ったろう!!」

　きつく叱しかりつけるような口く調ちようで、メルティアが叫ぶ。

「で、でも……ぼく……」

「ぐずぐずするな！　何のために、わたしが時間を稼かせいでやってると思う!?」

（え？）ラッセルは彼女の言葉を聞き違えたのかと思った。

　今までの闘いを見る限り、時間稼ぎどころかメルティアがラザルスを一方的に痛めつけているようにしか思えなかったからだ。

　もう一度、少年が聞き返そうとした時、




　く・く・く・く・く……




　闇やみの底からわき上がるような、低い含ふくみ笑い。

『いやあ、すっかりやられてしまったよ。この器うつわは、こりゃあもうダメだな』

「ラ、ラザルス!?」

「下がっていろラッセル！　こいつは、まだ死んではいない!!」

『百年かけて、ようやく人までたどり着いたというのに……これで、また振り出しだ。だがな、おまえたちとて、このまま無ぶ事じに帰しはせぬぞ』

　もぞり。うつぶせに倒れていたラザルスの身体が動いた。

　立ち上がったのではない。

　肩けん胛こう骨こつのあたりがぼこっと盛もり上がる。

　巨大な腫はれ物を思わせるそれは西瓜すいかほどの大きさまで膨ぼう張ちようしたところで音を立てて縦たてに裂さけ、その両脇わきに黄色い『眼球』が飛び出した。

　ラザルスの新たな『顔』──ただし人とも獣けものともつかぬ、醜みにくい肉の面。

　同時に、青白い光を放はなちながら全身が膨張を開始した。

　異い術じゆつ師しの息子むすこであるラッセルは、その光がエーテル抽ちゆう出しゆつの際に発生するアストラル光であることを直感的に理解した。

（それじゃあ、ホモ・ファルサスが変形したり怪物みたいな力を出せるのは、異術師と同じエーテルの力オプスを利用しているから──？）

　薄闇の中にのっそり立ち上がる、巨大な影。

　再度の相そう変へん異いを遂とげたラザルスの姿は、もはや獣とも呼べない異い形ぎようの生物に変わり果てていた。

　全体のフォルムは、強しいて例たとえれば、南方の熱帯地域に棲せい息そくするグロテスクな大型甲こう虫ちゆうの類たぐいを連想させる。

　天てん井じようにつかえそうな巨きよ軀くを護まもる、左右非対称の奇怪な甲こう殻かく。

　身体を支ささえる頑がん丈じようそうな八本の節足とは別に、甲殻の狭間はざまから数十本の棘とげ付きの触しよく手しゆが伸び、ホール全体を押し包むように展開していく。

　首や頭にあたる部分はない。

　胴体の中央に埋うめ込まれたような『顔』が口を開いた。

『さてと、お遊びはこのへんにするか。貴様も、さっさと本ほん性しようを現したらどうだ？』

　ラッセルは、はっとして傍かたわらにいるメルティアの横顔を見やった。

『どうした？　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな姿では、能力の半分も出せまいが！』

　だが、メルティアは身動き一つしない。

　仮か面めんのような無表情のまま、紅あかい眼を光らせてじっとラザルスを見上げていた。

（メルティア──？）

　フォラスの大聖堂跡あとで、ラッセルは彼女の擬ぎ獣じゆうとしての『正体』を目撃している──目の前のラザルスに劣おとらず巨大で、かつ敏びん捷しようそうな肉体を有する銀色の怪獣を。

（君は──もう相変異しないの？　このままじゃ……）

　少年の疑問に答えるかのようなタイミングで──無論、そういうつもりでもなかったろうが──ラザルスの『顔』が嗤わらった。

『何だ。貴様、まだその女と融ゆう合ごうを果たしてなかったのか!?　わはは、この間抜けが！　器うつわの人格が残っているようでは、そんな人間モドキにしかなれないわけだ。さっさと吸収してしまえばよいものを──』

「どうして……」

　ラッセルは掠かすれた声でつぶやいた。

「……ぼくと、約束したから……？　姉さんの魂たましいを、吸収しないって……」

　メルティアは答えない。

　だが、その口許もとには微かすかではあったが、自じ嘲ちようめいた笑いが浮かんでいた。

「それじゃ……勝ち目がないって判わかってて、ぼくを助けに？　そんな……そんな」

「言ったろう……おまえが裏切らない限り、わたしも約束を守ると」

『好きにするがいいさ。では、こちらから行くぞ！』

　同時に、ホールの壁かべや天てん井じようを這はう蔦つたのように広がっていた触手群が一いつ斉せいに襲おそいかかった。

「くっ──！」

　メルティアは傍かたわらにいた少年を抱き、とっさに跳ちよう躍やくした。

　一瞬前まで二人が立っていた場所に触手の一本が叩たたきつけられる。

　触手が床ゆかに触ふれた瞬間、表面に生はえた棘とげから青白い火花が飛び散り、落らく雷らいにあったように黒くろ焦こげの大穴が開いた。

「生体電流だ！　あいつ、身体の中でエーテルを電気に変換してるんだ！」

　ラッセルがうわずった声を上げた。

　触手は次々と繰くり出され、その度たびに床や壁、柱が火花を上げて粉ふん砕さいされていく。

　これ以上壁や柱を破は壊かいすれば建物自体が崩ほう落らくしかねないが、屋や敷しきの主あるじであるラザルス当人はためらう様よう子すもない。

　メルティアは巧たくみなフットワークで触手の攻撃をかわし続けた。

　だが両手でラッセルを抱きかかえているため先刻に比べて格段にスピードが落ち、このままでは爪刃による反撃もままならない。

　彼女の腕の中で、少年が半泣きになって叫さけんだ。

「もういいよっ、メルティア！　もう充分だから──ぼくを置いて、君だけでも逃げて！」

「そんなことは、できない。わたしはおまえを護まもる！」

「だって、だって──君が殺されたら、姉さんまで死んじゃうっ!!」

「…………」

　メルティアは玄関に向けて走りながら、小柄な少年の身体をやや力を込めて抱き直した。

　耳元に口を寄せ、きっぱりとした声で言う。

「おまえの姉……ユピテルでも、きっと同じようにしたろうさ」

　あと数歩でホールの外に出られる場所まで達した時、目の前の床が裂け、その下から新たな触手が鎌かま首くびをもたげた。

『逃がすと思うか？　我が肉体は、すでに屋敷全体を包み込んでおるわ！』

「…………！」

　メルティアは横に逃げ、正面からの攻撃を辛かろうじて避よけた。

　だが、次の瞬間、傍らの壁を突き破った別の触手が襲いかかり──

　ラッセルを庇かばうため反射的に丸めた彼女の背中を直撃した。

　激しく火花が飛び散り、肉を焼くような悪臭が鼻を突く。

「うぐっ！」

「メルティア──っ!?」

　擬獣の女はがっくり膝ひざをつき、それでも腕の中の少年を何とか床に下ろす。

「逃げ……ろ……」

　弱々しくつぶやき、ラッセルの身体から手を離した瞬間、ラザルスの触手が彼女の両腕に絡からみつき軽々と空中にさらった。

　メルティアの身体を自分の顔の前まで吊つり上げると、さらに両足にも触手を絡みつかせ、手足を引き伸ばした磔はりつけのような格かつ好こうで空中に固定した。

　四し肢しに絡みついた触手の棘とげが銀色の皮ひ膚ふに食い込み、紫色の血が流れ出す。

　メルティアは苦しげに身体を[image: 捩]よじったが、それでも顔を上げ、紅あかい眼でラザルスの顔をきっと睨にらみつけた。

　ラザルスもまた、濁にごった黄色い眼で睨み返した。

『ご満足かね？　あんな可か愛わいい坊やになつかれて』

「…………」

『だがな、いい気になるなよ！　貴様がそこの小こ僧ぞうを護ろうとしたのも、私が人間どもを殺したのも同じこと──詰まるところ、器うつわとなった人間の意識に呪じゆ縛ばくされてとった行動に他ならん。

　我らの造り主は、神の手になる自然界の動物より遥はるかに完全で強大な擬ぎ獣じゆうを造り出したが──哀かなしいことに、本物の心を造ることまではできなかったようだ。最後に産うみ出された我々ホモ・ファルサスにして、ようやく憑ひよう依いした人間の精神構造をベースに擬ぎ似じ的な自じ我がを構成できる程度なのだからな。

　どこまでいっても、借り物であることからは逃のがれられん！　所しよ詮せん、我々は疑似人間──人間どもの歪ゆがんだ心を映うつす鏡に過ぎないのだよ！』

「……それでも……いい」

　メルティアの苦痛に歪んだ口許から、絞しぼり出すように声が洩もれた。

『何だと？』

「自分でもよく判わからない……でもラッセルと出会い、あの子を護ってやると約束した時に……確かに、わたしの中で何かが変わったんだ。自分の存在を自覚してからの永ながい孤こ独どくが……少しでも癒いやされたような気がした。わたしのせいで、ひどく恐こわい思いをさせてしまったが……やはり、あの子に逢あえてよかったと思うよ。例たとえ、借り物の自我でも──」

『つくづく、おめでたい奴やつだな。そもそもあの小僧が貴様と取り引きしたのは、貴様が憑依した人間──自分の姉を助けるためだろうが？　付け加えるなら肉親を救うという行こう為いにしてからが、自みずからの血統をより確実に未来に残すための、生物としての本能なのだから──要するに、自我だの心だの言うこと自体、人間どもの下らん幻げん想そう、自じ己こ満足に過ぎんということさ！』

「……ふっ」

『何だ？　何がおかしい？』

「ずいぶんと饒じよう舌ぜつなことだが──ラザルス、それはおまえ自身の考えではなく、おまえの器になった男の受け売りじゃないのか？」

『…………！』

　愕がく然ぜんとしたラザルスの表情は瞬またたく間に憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうへと変わり、

『だ、黙だまれぇ──っ!!』

　触しよく手しゆからメルティアに向けて青白い炎ほのおのような電撃が走り、高圧電流に貫つらぬかれた彼女の皮ひ膚ふから白はく煙えんが上がる。

「うぁあああああっ!!」

　擬獣の女は悲ひ鳴めいを上げて二、三度大きく身体をのけ反ぞらし──やがてがっくりと頭を垂たれた。

『本当なら、じっくりいたぶって先刻の礼をしたいところだが……残念ながら、あまり時間がない。ぐずぐずしていると、私の器が壊こわれてしまうのでな』

「やめろよ──っ!!」

　擬獣のすぐ足元で、拳こぶしを握にぎりしめたラッセルが叫んだ。

　ラザルスは巨体をわずかに傾かたむけ、まだそこにいたのか──と言わんばかりの目つきで少年を見下ろした。

「もう勘かん弁べんしてあげてよ！　これ以上やったら死んじゃうよぉ！　あんたはメルティアの眷けん族ぞく──仲間なんだろ？　だったら、なんでこんなひどいことするんだよっ!?」

『よく聞け、小僧。我々に仲間などというものは存在せん。いや、それどころか同じ眷族こそ最もつとも危険な敵なのだ。なぜなら、ホモ・ファルサスを殺せるのは人間でも擬獣でもなく──同じホモ・ファルサスだけなのだから』

「え……？」

『まあ、正確にいえば殺すというより吸収するわけだがな。擬似的な魂たましいを構成する、エーテル体を──』

　とくとくと喋しやべり続けるラザルスの『顔』の真下辺あたりの甲こう殻かくがスライドして開き、中から大人おとなの腕ほどの太さをもつ肉の管くだがずるずると伸び始めた。

　触手ではない。

　管の先端に肉食獣のあぎとを思わせる牙きばがびっしり生はえ、しきりに咀そ嚼しやく運動を繰くり返しているところから見て、口こう吻ふんに類るい似じした捕食用の器官らしいが。

『古代のある宗教では、人間の魂たましいは心臓にこそ宿ると信じられていたようだが──その心臓を覆おおうように存在する、胸きよう腺せんという器官がある。免めん疫えき機構──つまり外部から侵入する自分以外の存在を排はい除じよするための身体の仕組み──を司つかさどっている臓器だが、逆手を取ってこの胸腺に寄生し、相手の自じ己こを支配する特とく殊しゆ能力。これこそ我らの偉い大だいな造り主から与えられた、ホモ・ファルサス最大の武器なのだ！』

「何言ってんだか判わかんないよっ！　いいから、メルティアを放してあげてよーっ！」

『くふふっ。そんなに心配しなくとも、貴様の姉は殺さんよ。簡単に言えば、胸腺に寄生したメルティアのエーテル体を私が喰くらい──しかるべき後に、この娘の身体は私の新しい器うつわとして使わせて頂いただく』

「そんな……！」

　ラザルスの言葉の意味を悟さとり、ラッセルは愕がく然ぜんとした。

「やめろよっ……メルティアにならまだしも、おまえなんかに姉さんの身体を乗っ取られてたまるかーっ！」

　少年はそう叫ぶと、足元に転がっていた金属製の燭しよく台だいを拾ひろい上げ、必死の形ぎよう相そうでラザルスに殴なぐりかかった。

　しかし本体にたどり着く遥はるか手前で触手の一本にしゅるっと足を掬すくわれ、あえなく転倒する。

　ラザルスは、もはや少年のことなど見向きもしなかった。

　だが、その騒さわぎが耳に入ったのか。

〈今の声……ラッセル？〉

　空中に吊つられたまま、死んだように身動きしなかったメルティアの肩がぴくりと動き、ゆっくり顔を上げた。

『気がついたか？　だが、もう遅いわ。貴様のエーテル体と娘の身体は、このラザルスが──』

　管状の口吻が粘ねん液えきを垂たらしながら伸びていく。

　無防備に広げられたメルティアの胸を嚙かみ千ち切ぎろうと、大きくあぎとを開いたその瞬しゆん間かん。

〈ぎゃああああああああっ!!　キモチわるう～～い!!〉

　突然、ホールの空間に強きよう烈れつな突とつ風ぷうが発生した。

　衝しよう撃げき波はと呼んでいいほどの大気の激流に巻き上げられた大小の瓦が礫れきは、そのまま宙を舞う凶器と化してラザルスの触手を引き千切り、ついには巨大な本体そのものをホールの奥へと吹き飛ばした。

『ぬあああああああっ!?』

　擬獣化したラザルスは二階廊ろう下かが見える階段側の壁かべに突っ込み、その上にがらがらどすんと崩ほう落らくした二階の部屋がのしかかった。

　風が止やんだ時、完全な廃はい墟きよと化した大広間には──すでにそれ以前から廃墟同然の有あり様さまではあったが──竜たつ巻まきの跡あとを彷ほう彿ふつとさせる巨大なサークルが形成され、その中心に倒れたメルティアの姿があった。

　ゆっくり半身を起こし、驚おどろいたように周囲を見回す。

　彼女自身は気づかなかったが、その額ひたいにいつしか逆三角形の光──緑色の『タブレット』が息づくように輝かがやいていた。

「何が起こったんだ？　いったい……」

〈いやあああっ！　どこなのよぉ、ここ!?　あたしの身体、何で動かないの～？〉

　メルティアの耳元で、小鳥のさえずるような甲かん高だかい悲ひ鳴めいがきんきん響ひびく。

　知らない声である。だが、かつて一度だけ──彼女が今の自分になる以前に──耳にしたような気もする声であった。

「まさか……おまえ、ユピテルか？」

〈あらら？　そーゆーあなたは、いったいだあれ？〉

「……メルティアだ。今、おまえの身体を制せい御ぎよしている」

〈な、何ですってぇ!?　じゃあ、あんたがあたしの身体を乗っ取ったクソったれの擬ぎ獣じゆうね!?　あたしの敵、人類の敵、加えて弟をたぶらかそうとしてる性しよう悪わる女なのねっ!?〉

「あー、うるさい。頭の中でぎゃあぎゃあ喚わめくな」

　メルティアは立ち上がり、乱れた髪を面めん倒どうそうに搔かき上げた。

「最後の一つを除のぞけば、今の言葉は概おおむね認めてもよいがな……」

〈よいがな、ですってぇ!?　なによっ、その盗ぬす人つとたけだけしい態度はーっ!!〉

　どうやらメルティアの心に直接話しかけているらしいユピテルの声が、さらに罵ば詈り雑ぞう言ごんを張り上げようとした矢先、

『き、貴様ぁ……今のは何だ!?　なぜ貴様が、あの異い術じゆつ師しどもと同じ術を使えるのだ……？』

　半はん壊かいした二階の瓦が礫れきの下からようやく這はい出したラザルスが、節足を蠢うごめかせて迫せまって来る。

〈きゃあーっ、また来たぁ！　あっち行って～っ!!　ウンディーネッ！〉

　天てん井じよう近くの空間から青いゼリー状の半物質が具現化し、巨大な水母くらげのような形相を取って擬獣に覆おおい被かぶさった。

『ぐわっぷ!?』

　空間から抽ちゆう出しゆつされたエーテルは水と同質の元素に変換され、異術の力で産み出された擬ぎ似じ的な水が膨ぼう大だいな水圧をもって擬獣の呼吸器官に侵入する。

　ラザルスを見舞ったのは、数百メートルの水深下で溺おぼれているのに等しい苦痛だった。

〈なーんか、だいたい状況が吞のみ込めてきたわ。あいつ弟が言ってた、連続殺人の犯人でしょ？　うん、いかにも悪いヤツうって感じ〉

「……いつから目覚めていた？」

〈ついさっきよ！　いきなりビリビリ来たと思ったら、目の前にあのバケモノがいて……ビビったわよぉ、実際〉

「そうか、あの電撃のショックか……」

　メルティアが納なつ得とくしたように独ひとりごちた。

　部分的に覚かく醒せいしたユピテルの意識は、現状では視覚と聴ちよう覚かくのみをメルティアと共有しているらしい。

　そして擬獣化している自分の肉体は制御できないものの、『タブレット』を通して異術──戦せん闘とう用のエーテル操そう作さ術──は自在に扱あつかえるのだろう。

〈そーいやさっき、ラッセルの声が聞こえたような気がしたんだけど……あの子もここにいるの？〉

「ああ、そこに……いたんだがな？　さっきまで」

　メルティア（とユピテル）が崩ほう壊かい寸前の大ホールを見回すと──いた。

　ユピテルの意識が覚醒した直後にぶっぱなした戦闘異術──風の疑似精せい霊れいシルフィードに吹き飛ばされたのだろう。

　遥はるか彼方かなた、広間の入り口付近に大の字になってのびていた。

〈いや～ん、またやっちゃったあ！〉

「おまえ……本当に、あの子の姉か？」

　メルティアは軽く床ゆかを蹴けって跳ちよう躍やくし、ひと飛びでラッセルの傍かたわらに到達した。

「よかったケガはない──気を失っているだけだ」

〈でしょー？　こんなコトもあろうかと、弟にはいつも受け身の特とつ訓くんさせてるもーん。えっへん〉

「………えらい女を、器うつわにしてしまったな」

〈あんたに言われる筋合いはないわよ──っ!!〉

　ジュウウウッ──油が煮にえ立つような音が響ひびき、大量の水すい蒸じよう気きが立ち昇る。

　ホールの奥で水の疑似精霊ウンディーネと格かく闘とうしていたラザルスが、苦し紛まぎれに全すべての触しよく手しゆを己おのれの身体からだに巻きつけ、一いつ斉せいに電撃を発生させたのだ。

〈電撃で……水の元素を全部蒸発させる気なんだわ〉

「ふん。勝手にやらせておけ」

　メルティアは足元に倒れた少年を抱かかえ上げると、ラザルスの方へは見向きもせずにホールの外に走り出した。

〈ちょっと、どこ行く気よぉ!?　ここで敵前逃とう亡ぼうなんて、世間が許してもこのあたしが許さないからねっ！〉

「血ち迷まようなよ、小娘。わたしはラッセルを助けるために来たんだ。この子の安全が最優先に決まってるだろうが」

〈あっそ……でも、もったいないなぁ〉

「何がだ？」

〈異術ってのはね、空間から抽ちゆう出しゆつしたエーテルを物理的なエネルギーに変換して操作するんだけど──通常は自分の肉体まで壊こわしちゃわないように、ある程度セーブしながら使うの〉

「それで？」

〈ほらぁ、今は銃じゆう弾だんでも死なない擬獣の身体なんでしょ？　だったらこのチャンスに、理論だけは習ならったけど実際に手を出したことのない、数々のステキな大おお技わざを──〉

「そんなの、わたしの知ったことか！」

　メルティアはにべもなく言うと、頭の中に響くユピテルのブーイングを無視して玄関を走り抜けた。




　屋や敷しきの庭に駆かけ出したちょうどその時、腹に響くような異様な轟ごう音おんと共に、背はい後ごの館やかたが崩ほう壊かいし始めた。

　今までの闘たたかいで崩くずれ落ちなかったのが不ふ思し議ぎなくらいだったが、おそらくラザルス自身が建物の隅すみ々ずみにまで己の触手を伸ばし、崩ほう落らくしないように支ささえていたのだろう。

　しかしそれも、ついに限界が来たのか──。

　星空を背はい景けいに、巨大な遺い跡せきのごとくそびえ立っていた館が、大地に沈み込むようにゆっくりと崩れ落ちていく。

〈あ～あ、もったいなーい。あれ、誰だれの家？〉

「ラザルス……いや、奴やつにとりつかれ『器うつわ』にされていた男の家だろうよ。本ほん名みようは知らんが」

〈その人には、何の罪もないのにね……かわいそう〉

　ユピテルの声、いや意識が急にしんみりとした感傷を帯おびる。

　まあ、目覚めた弟から事の真相を聞いてしまえば、『かわいそう』どころの話ではなくなるのだろうが。

「わたしがやったことも、ラザルスと同じだ……」

　メルティアは顔を伏ふせ、自分の胸の中で気絶したまま眠りこんでしまった少年を愛いとおしげに抱きしめた。

　全身銀色の女が少年を抱いている光景は奇き妙みようなものだったが、暗くら闇やみの中で仄ほのかな光を放はなつ二人は、古いにしえの宗教画に描かれた母子像のようにどこか神こう々ごうしい姿でもあった。

「この子を護まもってやりたいと思った。護ってやると約束した。今にして思えば、ゼルファナスの遺い産さんなどどうでもよかったのかも知れない……この百年間、ただ存在するためだけに存在してきた幽ゆう霊れいのような自分に、初めて生きる目的ができたと思った……」

〈…………〉

「だが……結局は、何の罪もないこの子を、さんざん怯おびえさせ、悲しませるだけだった……護ってやると約束したのに、結局はこんな危険な目に遭あわせてしまった。本当にこの子の幸せを考えるなら、わたしは潔いさぎよく消えるべきなのかも知れないな」

〈ちょっとねー。あんた〉

「何だ」

〈さっきから聞いてりゃあ、なに？　この子この子って……あんたの人生決めるのはあたしの弟じゃーなくて、他でもないあんた自身でしょーが？　だいたいねー、人間、生きてりゃ他人に迷めい惑わくかけることなんかしょっちゅーなのよ。それでいちいち勝手に落ち込んで、安あん易いな自じ己こ否ひ定ていにハマんないで欲しいもんだわ〉

「……おかしなことを言うな。おまえは、自分の中からわたしが消えることを望んでいたのではないのか？」

〈あ、あったりまえじゃない！　あんたはあたしにとって不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵だし、一刻も早くあたしの中から出てって欲しいわよ！……でもね。まあ、それはそれとして置いといて……他人に運命を委ゆだねるとか、自分さえいなければ、とかそーゆーひたすら後ろ向きの生き方が好きになれないって言ってるの！〉

「…………」

　メルティアは無言で顔を上げ、再ふたたび館やかたの方を見やった。

「……おい、小娘」

〈なによぉ？　この擬ぎ獣じゆう女〉

「議論は後だ──奴やつは、まだ生きている」

　ついさっきまでは豪ごう奢しやな館だった、瓦が礫れきの山。

　その山の中から大だい蛇じやのような触しよく手しゆが二本、三本と鎌かま首くびをもたげ──

　そして、轟ごう然ぜんと瓦礫をはねのけて館より巨大な影が立ち上がった。








第６章　錬れん金きん術じゆつ師しの遺い産さん









　サブナック都市警けい邏ら隊たい、第一中隊の詰め所。

　事務室の机つくえの前でうつらうつら居い眠ねむりしていた夜や勤きんの警邏官は、突然鳴り響ひびいたベルの音に飛び起きた。

　電気を利用して声を伝える機械──電話が発明されて久しいが、異い術じゆつ師したちの行おこなうエーテル通信に比べて格段に性能が低い上、擬ぎ獣じゆうたちが徘はい徊かいする領土では回線を引くこともままならず、未いまだに大きな都市の中、それも公共の建物や富ふ裕ゆう市民の邸てい宅たくに普ふ及きゆうしているに過ぎない。

　その数少ない電話の受話器を、警邏官は眠い目を擦こすりながら渋しぶ々しぶ取り上げた。

「はい、こちら都市警邏隊──」

　言い終えぬうちに、受話器の向こうでひどく興こう奮ふんした声がまくし立て始めた。

「はあ？　あんた、ちょっと落ち着いて──まず住所と名前を……え!?　こ、これは失礼いたしましたっ」

　電話の相手が北八番地──貴族や富裕商人の邸宅が集まる高級住宅地──に住む市会議員と判わかり、警邏官の応対ががらりと変わる。

「どうなさいました？……はあ、ご近所の庭に妙みような動物が。野の良ら犬いぬですか？　え、犬じゃない？　はあ。はあ。はあ……ええっ!?」

　受話器を握にぎる手が震ふるえ、見る見る血の気けが引いていく。

　五分後──今度は自分が送話口に向かって喚わめき散らしていた。

「警備中の全部隊に告ぐ！　至し急きゆう、北八番地に急行せよ！　市民より通報っ、北地区の住宅地が擬獣に──大型擬獣に襲おそわれてる!!」







「……はどこだっ!?　ここにいるんだろう！」

　どこか遠くで、大声を張り上げる者がいる。

　──うるせえな、馬ば鹿か声出しやがって。

　夢と現実の区別も曖あい昧まいな状態で、アルノーはぼんやりと思った。

　わずかに意識が覚かく醒せいすると同時に背中と腰がひどく痛み始め、驚おどろいて目が醒さめた。

　痛いのも当然で、彼は立った姿勢のままで眠っていたのだ。

　首から下を分ぶ厚あつい拘こう束そく衣いに包まれ、頑がん丈じようそうな革かわのベルトで金属製の拘束ベッドに縛しばり付けられている。

　ベッドはほぼ直ちよく立りつに近い角度で固定されていた。

「な……何だよ、こりゃあ？」

　昔、旅の途と中ちゆうに立ち寄ったある街まちで──家族四人を惨ざん殺さつした麻ま薬やく中毒の男が、似にたような姿で警邏隊に連行されていく光景を見た記憶があった。

「俺は凶悪犯かーっ!?　ちくしょうっ、あの異術師野や郎ろうめ……!!」

　周囲を見回すと、漆しつ喰くいの壁かべが剝むき出しになった殺さつ風ぷう景けいな小部屋である。

　鉄てつ格ごう子しのはめられた扉とびらの向こうで、複数の人間の争う気け配はいがあった。

「支部長の許可は取ってある。ほれ、書類だ！　何だと、監かん察さつ官かんの同意!?　そんなもん知るか！　さっさと開けろっ!!」

　扉が開くと同時に刺すようなカンテラの光が突き付けられ、アルノーは慌あわてて目をつぶった。

「契けい約やく傭よう兵へいのアルノー、てのは貴様かっ!?」

　しぶしぶ薄目を開けると、上級警邏官の制服を着込んだがっしりした体格の男が目の前に仁に王おう立だちになっている。
















「……あんたは？」

「サブナック都市警邏隊、第一警備中隊長のメレディスだ」

「警邏隊？……ここはソシエタスの建物じゃなかったのか？」

「あー、そうだ。先刻から貴様を捜してたんだがな、『緑のライオン亭』のおかみの証言があって、ようやくここが判わかったってわけだ。貴様、あの大型擬獣メルティアを退たい治じした腕うで利ききの傭兵だってなぁ？」

（そういや、商業組合の連中にはそう言ったんだっけ……）

　実際にメルティアを倒したのはユピテルだが、報ほう酬しゆうの残金を取り立てるため依い頼らい主ぬしたちには自分がとどめを刺したと説明したのだ。

　まさか、こんな形で代だい償しようを払うハメになるとは思わなかったが……。

「助けに来てくれた……ってワケでも、なさそうだな」

　アルノーは警けい戒かいを強め、上うわ目め遣づかいにメレディスの厳いかつい顔を見た。

「貴様がソシエタスとどういう悶もん着ちやくを起こしてるかは、知らん」

　若者の身体からだを縛り付けた拘束衣やベッドに視線を走らせながら、

「そんなことより、ひとつ傭兵の仕事を依頼したくてな──お望みなら、用が済すんだ後でまたここに送り届とどけてやっても構かまわんが？」

「ま、おまわりと関かかわりたくはねえが……ここから出してもらえるなら、交通整理の手伝いくらいしてやったっていーぜ」

　だが、メレディスはアルノーの冗じよう談だんには耳も貸さず、拘束衣のベルトを手早く外はずし始めていた。

「実はな、街に擬獣が出た」

「擬獣だぁ？」

「ああ、擬獣だ。目撃者の通報では、相当の大型──金持ちの館やかたよりでかい甲こう虫ちゆう型らしい」

「……ほーお」

　とりあえず片腕だけ自由になったアルノーは、眠そうな半眼でぼりぼり頭をかいた。

「そいつは、大物だな……で、城じよう壁へきの近くまで来てるのかい？」

「そんな悠ゆう長ちような話じゃない。都市のど真ん中──北地区の上流住宅街に、いきなり現れやがったんだっ！」

「まさか？」

　一いつ瞬しゆん、アルノーの脳のう裏りを過よぎったのはメルティアのことだった。

　だが、例たとえ擬獣の正体を現したとしても、彼女の場合は銀色の野や獣じゆう型だ。

（あの姿を見て、甲虫と表現する奴やつはいないよなぁ）

「派は遣けんした部下の報告じゃあ、奴はある商人の邸宅付近からいきなり出現し、いまは下町への移動を開始しているらしい。市内にいる全警邏官に動員令が出ているが──なにぶん、うちは人間の犯罪者専門なんでな。擬獣とやり合った経験のあるあんたにも、協力して欲しい」

「へっ……擬獣退治の依頼料は、少しばかり値が張るぜ」

　腰のあたりのベルトを外していたメレディスの手が、ぴたりと止まる。

　はぁ～～っと実にわざとらしくため息をつき、

「あいにく、うちは予算が少なくてなぁ。ガタガタぬかすようなら、この話はなかったことに──」

「き、汚ねえぞ！　これだから、おまわりは」

　背はい後ごで慌あわただしく足音が響ひびき、短機関銃を携たずさえた男たちが部屋の中に駆かけ込んできた。

「おいっ、何をしている!?」

「ソシエタスの施し設せつ内は都市法の適用外だ！　警邏官といえども、勝手な真ま似ねは許さんぞ！」

「この書類が目に入らないのか？　支部長のサインも入ってるぜ」

　男たちは一瞬たじろいだが、すぐ思い直したように銃口を突きつけ、

「我々は王都から来た監察局の者だ！　監察官アシュモール様のご指示がなければ、釈しやく放ほうするわけにはいかん！」

「おやめなさい！」

　凛りんとした声を発したのは、後から入ってきた黒いドレスの女だった。

「レオノーラ様!?　し、しかし──」

「監察官はどこ？」

「アシュモール様は、先ほどからご自分の執しつ務む室に……理事会のゾシモス様と通信されている間、何なん人ぴとの立ち入りも禁じられております」

「なら、彼には後で私から話をつけておきます──貴方あなたがたはもういいわ。お下がりなさい」

　あたりは柔らかいが、一いつ切さいの反論を許さぬ毅き然ぜんとした口く調ちようである。

「は、はあ……」

　アシュモールの部下たちは顔を見合わせた。

　いくら監察官の権けん威いを笠かさに着たところで、彼らは所しよ詮せん『タブレット』を持たぬ一いつ般ぱん職員である。正規の異術師──しかも支部の長であるレオノーラに逆さからえるはずもない。

「何者だよ、あの女？」

「知らないのか？　この街のソシエタス支部長、レオノーラさんだよ。市長だって頭の上がらない人だ」

「へえ」

　女異術師はアルノーの方に向き直った。

　値踏みするような冷静な目つきで、ベッドの上に拘こう束そくされた若者を一いち瞥べつする。

　年上の女性、しかも秀ひいでた美び貌ぼうの持ち主に間近で見つめられ、アルノーは気まずそうに視線をそらした。

「思ったより、若いのね……あのメルティアを退治した傭兵だというから、もっと歴戦の強つわ者ものを想像してたわ」

「いやあ……その件なんだけどさぁ、異術師のおねーさん」

「おねーさ……」

「白状するけど、メルティアを殺やったのは俺おれじゃないんだ」

「何ですって？」

「確かに、あの擬獣と闘たたかったのは本当さ。だけどある程度の傷を負おわせただけで、俺たちの部隊は全ぜん滅めつしちまった。その後で、別の誰だれかがとどめを刺したらしいけどね。俺はそいつの手柄を横取りしようとしただけさ──ったく、悪いことはできねーよなぁ」

「……ぷっ」

　レオノーラは堪こらえきれず、口くち許もとを押さえて吹き出した。

（愚おろかね、アシュモール……あんた見当違いの男を追いかけてたのよ！）

　真ま顔がおに戻り、

「だいたいの事情は判りました……彼の身柄は警邏隊にお任まかせしますわ、メレディスさん。この件についてはただちに事実関係を調査し、もし当方に非があるようでしたら、アルノーさんに対してはしかるべく賠ばい償しようさせて頂いただきます」

「ご協力、感かん謝しやいたします。レオノーラさん」

　メレディスが畏かしこまって頭を下げる。

「賠償なんてどうでもいいから、早くこのベルトを外はずしてくれよ」

　拘束ベッドの上で、アルノーがじれったそうに身を[image: 捩]よじった。







「安心しろ。奴やつは、もうわたしたちのことなど構っちゃいられない」

〈どーゆーことよ？〉

　メルティアが立っていたのは、サブナック市中央よりやや北に寄った高台にある、上流住宅街の一角だった。

　見渡せば彼方かなたには街まちを護まもる城じよう壁へきが黒々と連つらなり、その手前に下町と商業地区の灯ひが、地上に撒まかれた星々のごとく広がっている。

　その街の灯を目め指ざすかのように、以前にも増して巨大化したラザルスが、巨体を動かすにはいささか頼たよりない八本の節足を踏ん張ってずるずると這はいずっていた。

　甲こう殻かくの隙すき間まから伸びた数十本の触しよく手しゆを伸ばし、行く手を阻はばむ別の屋や敷しきを、一分足らずで玩おも具ちやの家のように破は壊かいし尽つくす。

　新たに出来た瓦が礫れきの山に触手を突っ込んで何かを探さぐっていたが、間もなく失望したような唸うなり声を上げ、またずるずると進み出した。

「とうとう、奴は自分の器うつわを壊こわしてしまった。あれだけ巨大化してしまえば、もう人間の姿には戻れまい」

〈つまり、元の擬獣に逆戻りってわけ？〉

　メルティアの中で、意識だけが覚かく醒せいしているユピテルが質ただした。

「そうだ。ラザルスが人間として手に入れた知識や記憶は、もうすぐ消えて無くなる。それが嫌いやなら、今の肉体を棄すてて新しい器に乗り換えるしかない」

〈！　それで下の街に向かってるのね!?〉

「そういうことだ。この辺あたりに住んでいる人間は、とっくに逃げ出したようだからな」

〈だったら、なに吞のん気きに構えてんのよっ！　あいつが街にたどり着く前にやっつけなくちゃ──悪いけど、あんたにも協力してもらうわよっ〉

「わたしが？　なぜ？」

　メルティアは冷ややかに嗤わらった。

　横たわって眠る少年の傍かたわらに腰を下ろし、くつろぐように手足を伸ばす。

　驚きよう異い的な擬獣の回復力──屋敷の中でラザルスに痛めつけられた傷跡は、早くも塞ふさがりかけていた。

「わたしが護まもると約束したのは、このラッセル一人だ。他の人間どもがどうなろうと、知ったことではない」

〈あ、あんたってヤツはぁ～～っ!!〉

「それに……わたしたちが行って、どうなるものでもないぞ。奴は今、完全な暴走状態だ……わたしの力におまえの妙みような術を加えても、とても勝ち目はない」

〈なにしらばっくれてんのよ！　あんただって、元は同じ擬獣じゃない？　もったいつけてないで、さっさと正体現しちゃいなさいってば〉

「わたしの話を、聞いていなかったのか……」

　うんざりしたように、メルティアがため息をついた。

「下へ手たに元の姿に戻れば、ラザルスのように器を壊してしまう。わたしは肉体を、おまえは自分の魂たましいを失うことになるぞ」

〈…………〉

　突然──不吉なまでに甲かん高だかいサイレンの音が、夜空を貫つらぬく様ように響ひびき渡った。

　わずかに遅れて、城壁の方角から照しよう射しやされた幾いく条じようかの探たん照しよう灯とうの光が、巨大な闇やみの塊かたまりの様に移動するラザルスの姿をくっきりと浮かび上がらせる。

　市民の通報を受け、ようやくサブナックの都市警けい邏ら隊が動き出したのだろう。

　ただし小銃か、せいぜい機関銃程度の装備しかない警邏隊に、暴走する大型擬獣をくい止められるかどうかは定かでないが──。

〈……オッケー。それで、行きましょ〉

「何だと？」

〈だから、あたしは消えちゃってもいいから……あんた擬獣に戻って、責任もって奴を始し末まつしてよ〉

「ほう。他人の犠ぎ牲せいになる生き方は、嫌いやだったんじゃないのか？」

〈揚あげ足取らないでよぉ。あたしだって異術師の端くれだもん……人間の住む街を、これ以上擬獣の好きにさせとくわけにはいかないわっ！〉

「すまんな。わたしも、元は擬獣だ」

〈あーっ、そーやってまたツっこむぅ！　理り屈くつっぽい怪物ねー。あんただって、あのラザルスってヤツには貸しがあるんでしょーがっ!?　この際だから、きっちり落とし前つけなさいよ！〉

「おまえがそれでいいと言うなら、わたしは別に構わんが……」

　メルティアはラッセルの傍かたわらに腰を下ろし、銀色の爪つめの先でそっと少年の髪を撫なでた。

「ただ……この子には頼たのまれてるんだがな。姉であるおまえの意識を、吸収しないでくれと……」

〈聞いたわよ。何でも、あんた弟のボディガードまで引き受けたそうじゃない〉

「まあ、そういうことになるか」

〈弟に言われちゃったわよ。あたしなんかより、メルティア──あんたの方が、ずっと優しいって〉

「…………」

〈でもね、それって本当のことなの。この三年間、死んだ母さんの代わりに弟を護まもってあげようって頑がん張ばったつもりだけど……でも、やっぱりダメだったわ。器じゃないのよ。あの子が弱虫なのがもどかしくって、つい辛つらく当たっちゃったり。ホントに、お姉さん失格だったわ〉

「また揚げ足を取るようで悪いが……おまえの弟は、そんなに弱虫なのか？　そうは思わないな。わたしやラザルスに対しても──この子はこの子なりに闘たたかっていたのだと思う」

〈ふうん。なまじ血が繫つながってると……見えなくなるコトって、あるのかなぁ〉

　意識だけの少女が、ため息をつく気け配はい。

〈でも、仕方ないわ。あたしはあたし……血の繫がった弟のためでも、そう簡単に変われるわけないもの。けど……他人でも、人間じゃなくても……もし、あんたがラッセルのこと本当に理解して、あの子の力になってあげられる存在なら……消えるべきなのは、あたしの方なのかも知れない〉

「まあ、わたしは元に戻るだけだからいいんだがな。新しい器を捜すのが面めん倒どうだが……」

〈ムカつく擬獣ねー、まったく。も、いーわ……そんなことより、ちょっと弟の顔見せて。え～と、そうそう、あんたがそのまま見ればいいのよ〉

「……こうか？」

　メルティアが覗のぞき込むと、彼女の中で意識だけの存在となっているユピテルの視覚にも、眠っているラッセルの顔がよく見えた。

　同じ血を分けた弟──彼女の心の支ささえであり、同時に煩わずらわしい足手まといでもあった繊せん細さいな少年。

　自分がいなくなれば、泣いて途と方ほうに暮れるかも知れない。

　だが、それも時間が解決してくれる。生きてさえいればいずれは立ち直り、新しい友人や恋人と出会って、彼なりの人生を歩んでいくだろう。

　──元気でね。

〈ねえ、メルティア。もし、わたしが完全に消えちゃったら……あんたから、弟に伝えてやって欲しいの〉

「何と？」

〈昼間は、叩たたいたりしてごめんね、って……〉

　三年前、幼おさない姉弟を置いて逝いかねばならなかった母の気持ちが、ユピテルは少しだけ解わかったような気がした。







　警けい邏ら隊長メレディスの計はからいでソシエタスの留りゆう置ち場じようから釈しやく放ほうされたアルノーは、建物の入り口で待っていた装甲馬車に乗せられ、そのまま北の街がい区くに運ばれた。

　十分ほど馬車に揺られた後、

「交こう易えき商人の館やかただ。今は、警邏隊の臨時司令部として借用している」

　そう言われて降ろされたのは三階建て、煉れん瓦が造りの館の前だった。

　都市間を移動して交易を行おこなう大手の商人が、長期滞たい在ざいに備えて拠きよ点てんとなる都市に建てた商館の一つであろう。

　取引相手の地元商人や有力市民を接待する迎げい賓ひん館かんも兼かねているのか、貴族の邸宅と見まがうほどの豪ごう奢しやな建物と庭である。

　だが今夜──その庭先の至いたる所には土ど囊のうと弾薬箱が積み上げられ、ライフル銃を携たずさえた警邏官たちが戦場の兵士のように右往左往していた。

「でかいな……」

　メレディスに言われるまま商館の屋おく上じように昇り、探たん照しよう灯とうの光輪の中に浮かび上がった擬獣の姿を初めて目にしたアルノーの口から、呆あきれたようなつぶやきが洩もれた。

　傭よう兵へいとしてフォラスでの擬獣狩りに参加した際、彼は大型擬獣メルティアの姿を間近で目撃している。

　あの時も相手の大きさに圧あつ倒とうされたが、いま遥はるか彼方かなたの高台から降りてくる怪物は、そのメルティアをも上回る巨大さであった。

　体高だけで、二十メートルはあろうか。

　目撃者の通報通り、全体的なフォルムはなるほどある種の甲こう虫ちゆうを思わせる。

　だが擬獣が身動きする度たびに重なり合った甲こう殻かくの狭間はざまからのぞく赤い地じ肌はだ、蜘く蛛ものように蠢うごめく八本の節足と周辺の空間にうねうねと伸ばされた十数本の触しよく手しゆは、遠目に見ていても思わず吐はき気を催もよおすほどの不快感を感じさせた。

　屋上には固形化エーテルを光源とする大型の探照灯が運び込まれ、また土囊を積んで急設した銃座に据すえられた機関銃が、ゆっくりとしかし確実にこちらに向かって来る擬獣に狙ねらいを定めていた。

　機銃に張り付いた二人の警邏官の額ひたいに、脂あぶら汗あせが浮かんでいる。

　もし眼前の光景が悪夢なら、さっさと目覚めてしまいたいと心から願っているに違いない。

（無理もないか……俺たち傭兵ならいざ知らず、安全な都市の中で暮らしてる限り擬獣なんかには滅多めつたに出くわすもんじゃないし）

　アルノーは傍かたわらに立つメレディスに視線を戻もどした。

「少なくとも、空を飛べるようには見えないな。いったい、奴やつはどこから現れたんだ？」

「そんなこと俺が知るかっ、あの野や郎ろうに直接聞きやがれ！」

　メレディスがやけ気味に応こたえる。

「判わからんといえば、あいつの動きも妙みようだな。街に向かっていることは確かだが、道々で何か捜しているような……」

「ああ、あれは……たぶん人間を漁あさってるのさ」

「人間を!?」

　愕がく然ぜんとする警邏隊長に、アルノーは平然と言った。

「知らなかったのか？　奴らは人を喰くうんだ。まあ正確には人も喰う、という意味なんだが」

「……くそっ、バケモノめ！」

　背はい後ごの階段から、何やら重そうな木箱を抱かかえた数名の警邏官が慌あわただしく昇ってきた。

「中隊長殿どの、ご命令の物をお持ちしました！」

「おう、ご苦労。開封作業急げ！」

「はっ！」

　警邏官たちは背筋を伸ばして敬礼し、素す早ばやく木箱の梱こん包ぽうを解ときにかかった。

「何だ？」

「警邏隊の倉庫に眠っていた武器だよ。使い道がないんで、長いこと埃ほこりを被かぶせてたんだが」

　間もなく箱の中から、茶色い油紙で何重にも包まれた物体が取り出され──さらにその包みから槍やりのごとく長い銃身が現れた時、アルノーは感かん嘆たんしたような声を上げた。

「九〇式殺獣狙そ撃げき騎き銃じゆう──対擬獣用の重狙撃ライフルか！」

「ほう、使えるのか？」メレディスがにやりと笑う。

「そいつは有あり難がたい。あんたを連れ出してきたかいがあったってもんだ」

「しかし……何だって、こんなモノがここに？」

「ほれ。三年くらい前、ソシエタスと長いこと対立してた王国騎士団が解体されたろう？　その時に接収された装備の一部が、巡めぐり巡ってこの街の警邏隊に供与された──ってとこだな。俺も詳くわしい事情は知らんが」

「…………」

　アルノーは複雑な面おももちで黙だまり込んだ。

「うん？　ひょっとして……あんた元騎士団かい？」

「…………」

「ま、答えたくなきゃ、構わんさ。俺の仕事はこの街を護まもることだ。あんたとソシエタスのイザコザには、興きよう味みないんでね」

　警邏隊長は肩を竦すくめて言った。




「ラザルスが街にたどり着くまで、あまり時間がないぞ。重ねて聞くが……本当にいいんだな？」

　メルティアの中のユピテルが、無言で同意を示す気け配はい。

〈でもね。さっきはあー言ったけど、あたしだってそう簡単に消えるつもりはないんだからね。こう見えても、異術師になるために意志力の訓練はけっこー積んでるんだから。ま、壊こわれちゃわないよーに、せいぜい頑がん張ばるわ〉

「……なら、行くぞ」

　メルティアは立ち上がり、ラッセルから十歩ほど離れた。

　夜空を仰あおぎ見るように顔を上げた彼女の身体からだを、燃え上がるような青白いアストラル光が包み込む。

　最後の相そう変へん異い──その瞬しゆん間かん、意識だけのユピテルは、周囲の空間から抽ちゆう出しゆつされた膨ぼう大だいな量のエーテルを感知した。

　周囲から押し寄せる信じがたい密度のエネルギー──ユピテルの意識はそれを強きよう烈れつな光と熱として認にん識しきしたが──がメルティアの身体を変成させ、自じ我がの境界を外界へと向けて押し広げていく。

　眩め暈まいにも似にた感覚と共に、ユピテルの意識は急速に解体し、高密度のエーテル体の中に同化していった。




　ようやく組み上がった重狙そ撃げきライフルは、実に銃身長二一〇センチ、口径二〇ミリの怪物だった。

　支し脚きやくと後脚の三点支持で据すえ付けると、隣となりに並んだ警けい邏ら隊の軽機関銃がまるで豆まめ鉄でつ砲ぽうのように見える。

　アルノーは弁当箱のような弾だん倉そうを叩たたき込み、普通のライフルならボルトに相当するクランク・ハンドルを回した。

　ガラガラ、ガシャン！　砲ほう尾びが後退し、騒そう々ぞうしい音を立てて対擬ぎ獣じゆう用徹てつ甲こう弾だんが薬室に送り込まれる。

　ヴァリシニア民族が存そん亡ぼうを賭かけて擬獣と争った百年間──。

　通常の銃では倒せぬ強きよう靭じんな肉体を誇ほこり、また大口径の火砲では捕ほ捉そくが不可能なほど敏びん捷しように動く大型擬獣を仕し留とめるために考案された数々の戦術のうち、最もつとも戦果を挙あげた一つにアウトレンジからの精密狙撃がある。

　その帰結として誕たん生じようしたのが、もはや銃とは呼べぬ長大な狙撃用ライフルと、その反動に耐えるべく特とく殊しゆな訓練を積んだ重狙撃兵であった。

　ライフル本体だけで五〇キロを超こえる装備を騎き馬ばで運ぶ彼らの雄ゆう姿しは、騎き槍そうを携たずさえた古き良き時代の騎士を彷ほう彿ふつとさせ、ソシエタスの圧力で王国騎士団が解体される三年前までは擬獣の脅きよう威いからヴァリシニアの民たみを護まもる象しよう徴ちよう的てきな存在といえた。

　銃じゆう床しようを肩に当て引き金に指をかけると、銃を構える──というより自分が銃の一部に取り込まれたような奇き妙みような錯さつ覚かくを覚えた。

　有効射程、実に一千メートル。

　五百メートル以内ならコインでも撃ち抜く自信がある。

　アルノーは照しよう準じゆん器きのスコープをのぞき込み、擬獣が射程距きよ離りに入るのを待った。

　タタタタタ──隣の銃座から豆を煎いるような発射音が上がった。

　メレディスはまだ発砲命令を下していなかったが、機関銃の射手を務つとめる警邏官がつい緊きん張ちように耐え切れなくなったのだろう。

　立て続けに発射された機銃弾は光の尾を曳ひいて擬獣の周囲にばら撒まかれたが、ほとんどダメージを与えた気け配はいはない。

　却かえって相手に人間の所在を報しらせる羽は目めになったらしく、擬獣は商館に向き直るなり速度を速めて接近してきた。

（そうだ、もっと近づけ──）

　スコープの視界一杯に、醜みにくい甲こう虫ちゆうのような擬獣の姿が広がる。

　どこが急所に当たるのか定かでないため、とりあえず甲こう殻かくに覆おおわれた体たい軀くのど真ん中に狙ねらいを定めた。

　アルノーはゆっくり呼吸を整ととのえ──そして引き金を引いた。

　目もくらむマズルフラッシュ。

　不用意に撃てば、肩の骨が砕くだけるほどの反動。

　秒速一・五キロで発射された徹てつ甲こう弾だんが、ほとんど一直線の弾道を描いて擬獣の巨体に吸い込まれていった。

　次の瞬間、機銃弾すら跳はね返した甲殻に大穴が穿うがたれ、紫の体液が飛び散った。

　擬獣の動きが、一瞬止まる。

　明らかに憎ぞう悪おと敵意の籠こもった咆ほう哮こうを上げ、鞭むちのような触しよく手しゆを一いつ斉せいに頭上に振り上げた。

　それが怒いかりの表現であるかのように、触手と触手の間に雷かみなりを走らせて盛大に火花と白はく煙えんを立ちのぼらせている。

　アルノーは素す早ばやくハンドルを回して排はい莢きよう、次弾を装そう塡てんした。

　自みずからが起こした雷らい光こうに包まれた擬獣を狙い、構わず二発目を発射。

　擬獣の前方で激しい放電光が閃ひらめき、何本かの触手が千ち切ぎれ飛んだ。

「仕し留とめたか!?」

　メレディスが拳こぶしを握にぎり締しめて叫さけぶ。

「いや、だめだ……」

　アルノーは照準器から顔を離し、悔くやしそうにつぶやいた。

　その言葉通り、擬獣の本体は何の痛手も負おっていない様よう子すであった。

「何て奴やつだ……雷かみなりで壁かべを作りやがった！」

　雷光と白煙をまとい、足元の家いえ並なみを蹴け散ちらしながら擬獣ラザルスは商館に迫せまってくる。

　ふいにその甲殻の一部がスライドし、不ぶ気き味みな『顔』が表に露出した。

　縦たてに裂さけた巨大な口が、人間たちを嘲あざけるようにぐにゃりと歪ゆがむ。

（野や郎ろう、嗤わらってやがる──）

　突進するラザルスの後方でいきなり青白い閃せん光こうが輝かがやき、サブナックの市し街がい地ちを一瞬だけ昼間のように照らし出した。

　と、思う間もなく──
















　光の中から巨大な人型の影が立ち上がり、背はい後ごからラザルスにつかみかかった。

（メルティアか!?　いや違う。あれは──）

　アルノーの背後では、メレディスと部下の警けい邏ら官たちが恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。

「ちちち中隊長殿どのっ！　ありゃ何です、新あら手ての擬獣ですかっ!?」

「に、人間の……女!?」

「馬ば鹿か野郎っ、家よりでかい女がいてたまるか!!」

　夜の街並みに上半身を突き出した巨人は、その形だけ見れば確かに長い髪を垂たらし、胸には乳ち房ぶさらしき膨ふくらみさえある若い女の姿に似にていた。

　ただし全身から銀色の光こう芒ぼうを放はなつ肉体のディテールは、強い輝きのために今一つはっきりしない。

　あるいは、彼女の存在そのものが人型を象かたどる光の塊かたまりなのかも知れなかった。

（擬獣じゃない──もちろん人間でもない。いったい、あいつは何だ!?）

　当とう惑わくしつつも、アルノーは半なかば反射的に次弾の装塡を終えていた。




　同時刻──。

「ゆ、融ゆう合ごう体たいが……二体だと？　いったい、どうなっているのだ……」

『ソシエタス』サブナック支部、監かん察さつ官かん専用の執しつ務む室。

　夜の街まちで対決する黒い擬獣と銀色の巨人の姿を窓から眺ながめながら、監察官アシュモールは困こん惑わくしてつぶやいた。

「銀色の奴は、たぶんメルティア──くそっ、もう融合体に進化していたのか──しかしあの黒い擬獣はいったい何だ？　未知のホモ・ファルサスが、もう一体いたのか……」

　慌あわただしく扉とびらをノックする音。

　アシュモールが入室を許可すると、王都から連れてきた部下の一人が駆かけ込んできた。

「たいへんです！　昼に拘こう束そくしたあの傭よう兵へいを、支部長が独断で──」

「騒さわぐな！　あんな若造のことなど、もうどうでもいいわ！」

「はぁ？　しかし、あの傭兵はメルティアの……」

「よく見ろ！　奴は──いや奴らはあそこにいる！」

「ひっ……!?」

　窓の外で繰り広げられる異様な光景に、部下が顔をこわばらせた。

「やはり我々は出遅れたようだ。ああなってしまっては、捕ほ獲かくするのに本部の異い術じゆつ兵へいが一個大隊は必要だぞ」

「いかが……なされますか？　我々の任務は……」

「落ち着け。見てみろ、あいつらが友人同士に見えるか？」

「……は？」

「これは願ってもないチャンスだ。奴らが殺し合ってくれれば、どちらか一方──うまくいけば両方のエーテル体が、労せずして回収できるわけだからな。ふふふ」

「な、なるほど！　さすがはアシュモール様」

　そんな会話を交かわす二人の背後──執務室の扉が薄く開き、その向こうで聞き耳を立てている人影に、彼らはまだ気づかない。

　支部長のレオノーラだった。




　羽は交がい締じめと言うのかどうかは判わからないが、銀色の巨人──メルティアとユピテルの融合体──はしなやかな両腕をラザルスの身体からだに回し、ぎりぎりと締め上げていった。

　擬獣が苦しげに咆ほう哮こうした。

　自由に動く触しよく手しゆの全すべてを動員して巨人の身体に絡からみつかせ、雷かみなりを放はなって反撃する。

　彼女は驚おどろいたように手を離した。

　軽く後方に──それでも数十メートルの距きよ離りを跳ちよう躍やくし──飛び退のき、足元の建物を派は手でに押し潰つぶして着地。

　一瞬、気まずそうに足元を見やった。

「よかったな。あの地区は、さっき避ひ難なんが済んだばかりだ……」

　メレディスが独ひとり言ごとのようにつぶやく。

　その隙すきを逃のがさず、ラザルスは巨人めがけて一いつ斉せいに放電用の触手を伸ばした。

　とっさに振り向いた巨人の額ひたいのあたりで緑色の光が輝かがやく。

　次の瞬間、彼女を包み込む半透明の光の半球が出現し、そこに触ふれた擬獣の触手は火花を散らして切断された。

「何だ、ありゃあ？」

「防御界バリユームのようだな……ほら、異術師が身を護まもるのに使う」

「異術だと!?　何で……あの怪物がエーテルの力を操あやつるんだ？」

「知るか。後で彼女に聞けよ」

　ラザルスが悲ひ鳴めいを上げて触手を縮しゆく退たいさせる。

　この時点で、既すでに半分以上の触手を失っていた。

　巨人はわずかに腰を落として身構え──次の瞬間、甲かん高だかい女性的な唸うなり声を上げて突進した。

　生き残りの触手による攻撃をかわして間合いを詰めたかと思うと、長い足を跳ね上げて立て続けに回し蹴りを浴びせる。

　ドガァッ!!　鈍い音を響かせ、黒い肉の山がぐらりと傾いた。

　体勢を崩した擬獣につかみかかると、彼女は放電などお構かまいなしに一本一本の触手を引き千切り始めた。

「ば、バケモノだ……」

　警けい邏ら官の一人が、呻うめくような声を上げる。

　アルノーはすかさず狙そ撃げき銃じゆうを構えなおした。

　あの巨人が敵か味方かは判わからないが、触手を失った擬獣が雷かみなりで身を護れなくなるなら、願ってもない好機である。

　先刻自分たちをあざ笑った顔らしき部分に照しよう準じゆんを合わせ、三回目の発砲。

　右目のあたりを吹き飛ばされたラザルスが、凄すさまじい悲鳴を上げた。

　巨人はわずかに首を傾かしげ、アルノーらのいる商館の方に視線を向けた。

　しかしすぐにラザルスに向き直ると、右手を上げ抜き手のような構えを取り、次の瞬間にはたった今穿うがたれた擬獣の傷跡に深々と突き立てていた。

　怪物同士の闘たたかいとはいえ、あまりに容よう赦しやのない攻撃である。

　もはや戦意を喪そう失しつし、八本の節足でもがきながらよろよろとその場から逃のがれようとするラザルス。

　だが、巨人に擬獣を許す気はないらしかった。

　何かを抱かかえるような姿勢で両腕を伸ばすと、掌てのひらの間に強きよう烈れつな輝きを放って巨大な炎ほのおの球が出現する。

　大きく振りかぶり、逃げるラザルスめがけて火球を投げつけた。

　周囲の建物を押し潰つぶしながら擬獣が転倒する。

　ラザルスの巨体を包んだ炎──エーテルによる火の疑ぎ似じ精せい霊れい──は建築物にはほとんど燃え移らず、まるでそれ自体が意い思しある生物のごとく擬獣の肉体を焼き尽つくしていった。

　巨人が、ゆっくりとアルノーたちの方に振り返った。

　銀色の光に包まれた全身の中で、両眼だけを血のように紅あかく輝かせ、商館に向かって地じ響ひびきを立てながら歩き出した。

「こ、こっちに来ますっ！」

「撃てーっ！」

　メレディスの号令で警邏官たちが一いつ斉せいに機銃やライフル銃を発砲したが、巨人は殺さつ到とうする銃弾などものともせずに近づいてくる。

　そのさなか、アルノーだけはスコープに捉とらえた巨人の顔だちが意外に幼おさないこと──そして、それが彼の知っているある少女に似にていることに気づいた。

「………ユピテル？」

　呆ぼう然ぜんとした表情でつぶやき、照準器から顔を上げた。

　ついに商館の目前に達した巨人は腰をかがめ、あたかも好奇心から蟻あり塚づかをのぞき込む子供のように、屋おく上じようの男たちに鼻先を近付けてきた。

　闇やみの中に浮かんだ巨大な女の顔が、白目のない紅あかい眼球を剝むいてにたりと笑う。

　擬獣と闘っている最中には辛かろうじて理性を保っていた警邏隊の猛も者さたちも、悪夢のような光景にたまりかねて口々に悲鳴を上げた。

「どうしたっ！　アルノー、なぜ撃たん!?」

「メレディス、部下に撃たせるな。彼女は……敵じゃない」

「何だと？　今、何と言った!?」

　アルノーは狙そ撃げき銃じゆうから身体からだを離して立ち上がった。

「おいっ、アルノー!?」

「やめろ……やめるんだ、ユピテル!!」

　若者の声が届とどいたのか──巨人は屋上の縁へりに両手をかけ、確かめるかのように身を乗り出してきた。

　ぎしり。不ぶ気き味みな軋きしみを上げ、建物全体が大きく揺れる。

「いいか、よく聞け！　例たとえどんな姿になっても、おまえは人間なんだ──人の心をなくすな！　頼たのむから、俺に撃たせないでくれ!!」

『──あたし、ユピテルなんかじゃ、ない』

　洞ほら穴あなを吹き抜ける風のような声で、巨人が応こたえた。

「……なにっ？　それじゃあメルティアか？」

『ユピテルじゃない。メルティアでもない。あたしは、疑ぎ似じ人間──人にも怪物にもなれない、哀あわれな生き物』

「違うっ！」

『あたしを見てよ。こんな姿になって──誰だれが、あたしを人間として認めてくれるっていうの？　ラッセルだって、今のあたしを見たら逃げ出すに決まってるわ。

　今になって、よく解わかった。メルティアやラザルスが、他人の肉体を奪うばってまで人間に相そう変へん異いしようとした気持ちが──』

「俺は知ってる！　おまえはユピテル──優しい人間の女の子で、ラッセルの姉さんなんだろう!?」

『口でなら、何とでも言えるわ。それとも、こんなになったあたしを、あんたは愛してくれるって言うの？』

　一いつ瞬しゆん、アルノーは顔を赤らめて絶句した。

「ば、馬鹿！　こんなとこで──生なま意い気き言うなよっ、ガキのくせに……」

　警邏官の一人が、不ふ思し議ぎそうにメレディスに尋たずねた。

「あの若造、何を照れとるんでありますか？　怪物相手に……」

「俺に聞かれたって知るかっ！──とにかく、おまえらはおとなしくしてろ。あの巨人を刺激するなよっ」

　そんなことにはお構いなく、巨人と化したユピテルとアルノーの対話は続く。

「だいたい、俺たちついこの間知り合ったばかりだろうが!?　愛だの恋だのいうのは、もっとお互たがいを知ってからの話じゃないのか？」

『あら。一ひと目め惚ぼれって言こと葉ばも、あるじゃない』

「そ、そうか？　その……白状するけど、俺はまだ、本気で女に惚ほれたことがない……だから正しよう直じき言って、他人を愛する気持ちってやつが未いまだによく判らないんだ」

『へえー、意外。モテそうなのに……』

「騎き士しになる夢に破れて、傭よう兵へいにまで身を堕おとした男だよ。俺は……他人を好きになる価値なんかない人間なんだ」

『ふうん。あんたは自信家で、人を寄せ付けない人間なのかと思ってた』

「逆だよ。人と関かかわり合いになるのが怖こわかっただけさ。でも、ひょんなことからおまえら姉弟と関わっちまって……妙みようにほっとけなかった。おまえらを救ってやることで、ひょっとしたら自分も変われるんじゃないかと思った……結局、何の力にもなってやれなかったが」

『……そんなこと、ないよ。少なくとも、あんたは弟の命を助けてくれたもの』

「なあ、ユピテル……俺たち、つい人間がどうの、なんて偉えらそうに言っちまうけど……その実、家族や友だちを含ふくめて他人のことをどれだけ知ってるっていうんだ？　いや、それどころか、自分のことすらよく解わかってないのかも知れない。自分で考えてる自分だけが、真実の姿とは限らないじゃないか？」

『…………』

「だから……くそっ」

　思いをうまく言葉にできないもどかしさに、若者は拳こぶしを握にぎりしめた。

「だから、いま焦あせって答えを出すな！　俺やラッセルを置き去りにして、人間を辞やめないでくれ！　俺はまだおまえに話したいこと、おまえから聞きたいことがたくさんあるんだ──！」

『ありがと、アルノー。……もういいよ』

「ユピテル……？」

『あたしってば不器用で、ワガママで、最後まで周まわりのみんなに迷めい惑わくかけっぱなしだったけど……でも、人と関わっていくのって好きだった。ホントは、これからも──』

　突然、巨人の言葉が途と切ぎれ、哭なくような咆ほう哮こうに変わった。

　苦しげに身体をのけ反ぞらし、何かにすがろうとするように夜空に向かって両手を突き上げる。

〈やっぱり壊こわれちゃった……あたしのカラダ〉

「ユピテル──っ!!」

　もともと定かでなかった肉体の輪りん郭かくがぼやけ──両手が、頭が、そして胴体が自重を支ささえ切れなくなった砂の彫ちよう像ぞうのように音もなく崩くずれ始めた。

　後にして思えば、それは極きわめて短時間の出来事だったのだろう。

　崩ほう壊かいした巨人の五体は、地面に落ちると同時に銀色の粒りゆう子しとなって飛散し、そのまま溶とけるように空間に消しよう滅めつしていった。

「………終わったのか？」

　自失状態の警けい邏ら官たちのうち、最初に我われに帰ったメレディスが掠かすれた声でつぶやいた。

「何にせよ……市街地への被害は、最小限に留とどまったようだな。みんなご苦労だった。

　アルノー、おまえさんもよくやってくれた。感かん謝しやするぞ……アルノー？」

　警邏隊長が訝いぶかしげに振り向く。

「助けてやれなかった……」

　若者は屋おく上じようの床ゆかに膝ひざを突き、声を殺して泣いていた。

「あの子は、メルティアと融ゆう合ごうして……怪物になってまでこの街まちを救ってくれたんだ！　なのに、俺は何もしてやれなかった……」







〈どうでもいーけど、アルノーってばあんな所で何してたのかしら？〉

　上下左右の区別も判然としない奇妙な空間を漂ただよいながら、ユピテルはぼんやりとそんなことを考えていた。

　最後に巨人となってあの擬ぎ獣じゆうを倒したのは、あれは自分だったのか──

　すべての記憶は夢のように曖あい昧まいで、メルティアが闘たたかっているのを横から眺ながめていただけのような気もする。

〈何だか頭の中がもやもやしてはっきりしないけど……でも、少なくとも最後にアルノーと話したのはあたし自身……だったよね、メルティア？〉

　周囲は光もないが暗ぐもなく、何の音も聞こえないが静せい寂じやくでもない。もちろん、暑さも寒さも感じない──あらゆる情報が平へい衡こう化した、世界の果て。

　はっきりと言葉のかたちで思考している間はまだしも、ちょっと気を抜くとたちまち意識が遠のき、自じ我がが薄らいでいく。

　どこからどこまでが『自分』を構成する領域なのか、それすら判然としない。

〈──ひょっとしたら、この世界全すべてがあたしなのかも知れない。あたしが世界の一部になったのか、世界があたしに吸収されたのか──〉

　ふいに、遥はるか遠くの方に大きな『力』の偏かたよりを知覚した。

　騒そう々ぞうしいざわめきを視覚的に表現したような、凝ぎよう集しゆうした光のノイズ。

〈何かしら？　あっちは賑にぎやかそうね──行ってみようっと〉

〈馬ば鹿か、行くな！　あそこへ行ったら、二度と帰れなくなるぞ〉

　突然かけられた『声』に驚おどろいて振り向くと──

　そこに、透すけるような白い貌かおに切れ長の紅あかい瞳ひとみを光らせた、この世の者ならぬ美しい女がいた。

　腰まで伸びた銀ぎん髪ぱつを一いつ糸しまとわぬ裸ら体たいに絡からませ、水中を漂ただようかのように虚こ空くうに浮いている。

〈あなた、誰だれ？──ま、まさか、あんたがメルティア!?〉

　この空間で初めて遭あった『他者』を認にん識しきした瞬しゆん間かん──ユピテル自身も身体感覚を取り戻もどし、メルティアと数メートルの距きよ離りをおいて向かい合う自分の姿を認識していた。

「この姿で会うのは初めてだな、小娘」

「ふん、なにさ偉えらそーに……それにしても、えらく美人に化けたものね。こりゃー弟がたぶらかされるワケだわ」

「人聞きの悪いことを言うな。この姿はわたしが選んだものではないぞ……おまえの心の奥にあった、ある女の姿が原型になっているらしいがな」

「誰よ、それ？　ううん、そんなコトより──あっちでキラキラ光ってるのは何？　どうして行っちゃいけないの？」

「我々は肉体を失い、今は意識だけの状態にある。考えてもみろ、意識というのはそれだけで存在できるものか？」

「確かに……意識が実存するには、肉体なり魂たましいなりの媒ばい体たいが要いるわね。そうか！　あたしたちの意識は、疑ぎ似じ精せい霊れいやホモ・ファルサスと同じようなエーテル体になって漂ってるってワケね。それじゃあ、ここは──」

「エーテルの海。アカーシャ空間──つまりは、おまえたち人間がエーテルと呼んでいる力の源みなもとだ。全てのエーテルはここから抽ちゆう出しゆつされ、そしていずれはここに還かん元げんされる時が来る。ただ戻ってくるわけではないぞ」

「知ってるわよ、それくらい。学院で習ならったもの。エーテルってのは人の想念を実体に転化するエネルギー──同時に、その想念を写し取って保存する記録媒体でもあるわけでしょ。

　えーっ!?　ってことは、あれはまさか──」

「そうだ。宇宙の記憶──アカシック・レコード」

「かつて宇宙に存在した、全ての知恵ある種族の知識と記憶が刻こく印いんされた空間──実在してたのね！　ゼルファナスの最終遺い産さんって、このことだったのね!?」

「その表現は、いささか正確さを欠くな。なにもわたしの創造者がこの空間を造ったわけではない。彼が成し遂とげたのは生きながらにしてアカシック・レコードに接せつ触しよくし、時空を超こえて手に入れた知識で、擬ぎ獣じゆうやわたしのようなホモ・ファルサスを産うみ出したこと──」

「つまりは、その接触手段こそが最終遺産、ってコトかぁ」

　ユピテルは顔を上げ、遥はるか彼方かなたで赫かく奕えきとして閃ひらめく情報の密集空間を見やった。

　過去・現在から未来に及およぶ完全な知識の宝ほう庫こ。永遠普ふ遍へんなる叡えい智ち。全ての賢けん者じや・魔ま導どう師し・錬れん金きん術じゆつ師しが求めて止やまない、隠かくされた世界の秘密──。

　異い術じゆつの祖ゼルファナスが目め指ざしたという完全生命体の存在も、おそらくはあの中に秘められている。

（ソシエタスの理事会が、父さまたちが百年がかりで追い続けているもの……）

「今の我々も、いわば情報の偏かたよりとしてこの空間に存在しているわけだからな。下へ手たに近づけば、たちまち吸収されて取り込まれるぞ」

「メルティア……あんた、いったい何者なの？　そんなことまで知ってるなんて……ただの擬獣じゃないわね」

「わたし？　わたしは何にも知らないさ。ふふふ……まだ判わからないのか？　わたしは、おまえが既すでに気づいていることを口に出して言っているだけなのに」

「！　まさか、あんたは──」

「それより、どうするつもりだ？　何なら、あそこに行くのも一いつ興きようだぞ。自分の消しよう滅めつと引き換えに、この宇宙の最もつとも奥深い秘密をかいま見れるかも知れん」

「興味ないわ、そんなの」

　少女はわずかに目を伏ふせ、しかしきっぱりとした口く調ちようで言った。

「あたし、まだ十五なのよ。宇宙の真理なんかより、自分の力で知りたいことや、やりたいことが山ほどあるもの。そりゃあ、もう元のユピテルには戻れないだろうけど……でも、あたしはやっぱりあたしのままでいたい。消えたくなんかないよ！」

「なら、こんな場所に長なが居いは無用だな。帰ろう……ラッセルたちの待っている場所に」

「どーやって？　あたしの身体からだ──あんたにとっては器うつわか──壊こわれちゃったんでしょ？」

「まだ意識が残っているさ。おまえも異術師のはしくれだろう？　周囲のエーテルをかき集めて、何とか肉体を再構成してみせろ」

「簡単に言うわねー。そりゃあこれだけのエーテルが使い放題なら、不可能じゃないけど……いったい何ヶ月かかることやら」

「安心しろ。ここは、地上の時の流れとは無縁の世界だ」

「ふえ～んっ、めんどくさいよぉ」

「贅ぜい沢たく言うな。帰りたいんだろう？」

「……うん。そりゃまあ」

「肉体さえ再構成できれば……後はわたしに任まかせろ。以前にわたしのエーテル体の一部を、ラッセルの中に移してある。あの子の存在を道しるべに、何とか元の世界に還かえれるだろう」

「ラッセルが……」

「これ以上あの子を悲しませたくはない。だから、わたしは……例たとえ自分が消滅することになっても、必ずおまえを連れ戻してやる」

「…………」

「さ、こっちに来い……流されるぞ」

「ん……」

　差し伸のべられた白い手を取ると、ユピテルはメルティアに引き寄せられた。

　メルティアに抱かれ、彼女の柔らかな胸に頰ほおを寄せると、なぜだか奇き妙みように心が安らぐのを覚えた。

「今、ようやく解わかったわ……メルティア、あんたはフォラスで死んだあの擬獣とは別の存在なのね。最初からあたしの心の中にいた、あたしの人格の一部だったのよ。ワガママで自分勝手なあたし。弟が嫌きらいじゃないのに、でも優しくしてやれないあたし──そんな自分を許せなかったもう一人のあたしが、ホモ・ファルサスの侵入をきっかけに顕けん在ざい化かして……」

「さあ、どうだかな？　擬獣だった時代の記憶は微かすかにあるが……どこまでが記憶で、どこまでがエーテル体に刻きざまれていた単なる情報なのか、わたしにもよく判らない」

「そう言えば、あんたの顔って……死んだ母さまにちょっと似にてる」

「どっちでも構わないさ。例え借り物の人格でも……わたしにとって大切なことは、わたし自身が今ここに存在していることなのだから」

「何にせよ……はっきりしてるのは、あんたをこのままあたしの中に居い座すわらせるわけにはいかないってこと」

「やはり、追い出したいか？」

「とーぜん、出てってもらうわよ！……いずれ、あんたの新しい器うつわが見つかった時にね」

　ユピテルは思っていた。

（ゼルファナスの最終遺い産さん──アカシック・レコードへの接せつ触しよく手段──もし、あそこから安全に知識を引き出すことができれば、彼女を人間にしてあげられるのかしら？）







　何ど処こからともなく現れて深夜のサブナック市を襲おそった擬獣と、その擬獣を倒して自みずからも消滅した謎なぞの巨人。

　被害を受けた街がい区く──ことに両者の戦場となった商館周辺──は都市警けい邏ら隊によって厳げん重じゆうに閉へい鎖さされ、夜明けを待って始まるであろう『ソシエタス』地方支部の異術師たちによる調査を待つばかりとなっていた。

「急げ！　夜が明ける前に、ホモ・ファルサスを回収する！」

　夜明け前の、いちばん深い闇やみの中で──。

　付近の住民はすべて避ひ難なんし一時的なゴーストタウンと化した街区を、アシュモールは直属の部下数名を率ひきいて走り抜けていった。

　目め指ざすは、巨人と大型擬獣の屍しかばね。

「例え肉体を失っても、ホモ・ファルサスは不滅だ──いいか？『器』にされないよう、充分気をつけろよ」

「はっ！」

　彼らは全員がエーテル防ぼう護ご頭ず巾さんと防護服で身を守り、さらにエーテル生命体を封ふう印いんするための特とく殊しゆ容器を持参していた。

「肉体を失ったホモ・ファルサスに戦せん闘とう能力と呼べるものは全まつたくない。ただ一つ、他の生物に憑ひよう依いする点を除のぞけばな。奴やつらが新たな器に乗り換える前に、我々の手で捕ほ獲かくするのだ！」

　数軒の家を押し潰つぶして横たわる焼け焦こげた肉にく塊かいは、そばに寄って見上げるとそそり立つ黒い小山のようでもある。

「妙ですな。現場に残っているのは、焼け死んだ擬獣の屍し体たいだけです。巨人の方は見あたりませんが？」

　同行した部下の一人が、しきりに首を傾かしげた。

「構うものか！　メルティアだろうがそうでなかろうが、とにかく一体でも回収できれば理事会に対して面めん目もくが立つ……よし、ここで散開！　各自、手分けして作業開始せよ！」

　監かん察さつ局の部下たちは一いつ斉せいに敬礼し、各おの々おの闇の中に散っていった。

　だが、その直後──

「うぁぎゃあああああっ!!」

「ひっ!?　ぐきゃああっ!!」

「うわわっ!?　ぐふっ……」

　闇の中で順ぐりに上がっていく、男たちの悲ひ鳴めい。

「な、何だ……どうしたっ!?」

　驚おどろいて呼びかけるアシュモール。その声に応こたえるかのように──

　鞠まりのように地面をバウンドしながら、防護頭巾に包まれた部下の首が足元に転がって来て止まった。

「うぬっ……!?」

「抜け駆がけとは感心できませんね。監察官……」

　闇の奥から、届とどく声。

「ゼルファナスの遺産。幻まぼろしのエーテル生命体ホモ・ファルサス。首しゆ尾び良く現物を持ち帰れれば、中央本部での出世は間違いなし……私たち地方支部の人間をないがしろにするのも、無理からぬことですわね」

　ゆらり──暗闇の中から、浮かび上がるように姿を現す黒いドレスの女。

「く……くくくっ……そういうことかい」

　アシュモールは防護頭巾を乱暴に脱ぎ捨てた。

　整ととのった相そう貌ぼうを神経質な怒いかりに歪ゆがめ、額ひたいの『タブレット』は既すでに臨戦態勢の強い輝かがやきを放はなっている。

「人の手柄を横取りして、理事会に名を売りたいか？　とうとう人格者の化けの皮が剝はがれたなっ、サブナック支部長！」

「ああら。それこそ、男の身勝手な言いぐさというものですわ──女にだって、野や心しんを抱いだく権利くらいありましてよ？」

　擬獣の屍しかばねの前に立つ女──レオノーラが、婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「ふざけるな！　ホモ・ファルサスの捕ほ獲かくはこの私がゾシモス理事より授さずかった使命だ！　田舎いなか街まちの支部長ふぜいに横取りされてたまるか!!」

「うふふ……本当に志こころざしの低いことですわねぇ、監察官。『あれ』は貴方あなたの出世の道具ではなくってよ」

「何だとっ？」

「あの銀色の巨人──メルティアの融ゆう合ごう体たいをご覧らんになりましたでしょう？　ホモ・ファルサスは、人間と融合することでその真価を発はつ揮きする……そう、私たち人類を新たな進化の階かい梯ていに導みちびいてくれる、素す晴ばらしい生き物なのですよ。あれを擬獣や病原体と同列に扱あつかうなんてどうかしてるわ。理事会の老人たちになんか渡せるものですか！」

「ほざけ！　この裏切り者がぁ──っ!!」

　抽ちゆう出しゆつしたエーテルを掌てのひらの間で瞬しゆん時じに炎ほのおの塊かたまりに変換、レオノーラめがけて叩たたきつける。

　だが、炎の塊が焼き払った先に彼女の姿はなかった。

（なにっ!?）油ゆ断だんなく防御界バリユームを展開し、周囲を警けい戒かいする。

　背はい後ごに何者かの気け配はいを感じ、素す早ばやく振り返った瞬間──アシュモールの顔面が驚きよう愕がくにひきつった。

「き、貴様がレオノーラ!?　ま……まさか……ああ、何てことを……」

　声を震ふるわせながら、一歩後ずさる。
















『ご覧の通り、ホモ・ファルサスは既すでに回収済ずみですわ……監察官、貴方の役目はもうお終しまいですのよ』

　鬼おに火びのような『タブレット』の光が揺らめき、空間から啼なくような声を上げて小さな疑ぎ似じ精せい霊れいの群むれが湧わき出した。

　アシュモール自身がレオノーラを辱はずかしめるのに使った疑似精霊によく似にた、胎たい児じのようなエーテル体──ただし、その小さな口にはびっしりとピラニアのような牙きばが生はえそろっている。

　瞼まぶたのない眼球を剝むき、胎児たちは凶きよう暴ぼうな笑いを浮かべながらアシュモールの防御界バリユームにわらわらと群がって来た。

「うわぁ──っ!?」

　跳はね返すことも、消しよう滅めつさせることも適かなわない。圧あつ倒とう的なエーテル操そう作さの力である。

『その防御界バリユームの尽つきた時が、貴方の最後……さあ、あと何分持つかしら？　ほほほほほ』

「ひっ、ひいいいいいっ!!　わ、私が悪かった!!　助けてくれぇーっ!!　支部長ぉ──!!」

　恥はじも外がい聞ぶんもかなぐり捨すてた哀あい願がんは、十分も経たたないうちに悲ひ鳴めいへと変わった。

　生きながら貪むさぼり喰くわれていく男の、断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きよう。

『うふふ……ふふふ……ふふふふふ……ス・テ・キ』

　肉を嚙かみ、骨をしゃぶり、内臓を引きずり出す音。

『これこそ力……私の欲しかった力。金でも、家柄でも、組そ織しきでもない……私だけのチカラなんだわ』

〈そうだ。おまえは復ふく讐しゆうのための力を欲し、我はその力を与えた。おまえは我が新たなる器──レオノーラよ、我らはこれより一つの存在として生きるのだ〉

『分かってるわ、ラザルス。復讐は──彼に殺意を抱いだいたのは、私自身の意志ですもの』

　白目のない黄色い瞳が、闇の中で嬉うれしげに細まった。

『ホモ・ファルサスは人の心を映うつす鏡……獣は、最初から私の中に棲すんでいたのね』








エピローグ









（……眩まぶしい……）

　瞼まぶたを通して差し込む、強く暖かい光。

　ユピテルはちょっと顔をしかめ、ゆっくり目を開いた。

「……朝日？」

「姉さん！　よかった、気が付いたんだね！」

　耳元の大声に驚おどろいて起きあがると、傍かたわらには目を真っ赤に泣きはらしたラッセルが座すわっていた。

　ラザルスが破は壊かいした屋や敷しきの庭先。

　朝あさ露つゆに濡ぬれた芝しば生ふの上に、自分は寝かされていたらしい。

「！」

　ユピテルは慌あわてて自分の両手を見、ついで身体からだを確かめた。

（……元通り？　服も、最後に着てたやつだし……）

　ラッセルの方はと言えばしきりに目を擦こすり、つっかえつっかえ昨晩の出来事を話している。

「──で、ぼくが目覚めたらもう朝で、屋敷はめちゃめちゃになってるし、メルティアとラザルスはいなくなってるし……で、庭を歩き回ってたら、姉さんが倒れてたの……ケガはしてないようだったけど、もし目を覚まさなかったらどうしようかと……」

「…………」

　ユピテルは勢いきおいよく跳はね起き、そのまま屋敷の庭から走り出した。

「ね、姉さん!?」

　高台の端まで駆かけ寄り、雲一つなく晴れ渡った早そう天てんの下に広がるサブナック市し街がいを見下ろすと、家いえ並なみを強ごう引いんに押し潰つぶして啓けい開かいしたような帯おび状の破は壊かいの跡あとが、背はい後ごの屋敷から下の市街地まで延々と続いていた。

　前夜に街を襲おそった破壊者の爪つめ痕あと──それは商業地区の一角にある、ひときわ立りつ派ぱな商館の手前で途と絶だえていた。

「夢じゃない……じゃあ、あたし本当にメルティアに会って来たんだ」

「メルティアに？」あとから追いかけてきたラッセルが聞き返す。

「彼女と一いつ緒しよに闘って……暴走したラザルスをやっつけたの」

（そう。ラザルスは相そう変へん異いに失敗して肉体を失ったのに、あたしはメルティアと融ゆう合ごうした後も消えなかったし、こうして元の人間に戻もどってる……）

　ユピテルは指先で自分の額ひたい──緑の結けつ晶しよう体たい『タブレット』に軽く触ふれてみた。

（これのおかげ？　あたしたち異い術じゆつ師しは……元々ホモ・ファルサスの器うつわになることを前提に造られた存在だったの？　父さん──）

　隣となりにいたラッセルが、ふいに涙なみだをぽろぽろこぼして泣き始めた。

「ぼ、ぼく……メルティアに謝らなくちゃ。彼女は、約束通りぼくを助けてくれたんだ……なのに、まだお礼も言ってない。

　もしこれでメルティアが消えちゃったのなら、ぼく、ぼく……」

　しゃくり上げながら言う弟をじっと見ていたユピテルだったが、やがて彼の耳に口を寄せてぽそっと尋たずねた。

「ね、ひょっとして……彼女のこと、好きになっちゃったの？」

　少年は啞あ然ぜんとして姉の顔を凝ぎよう視しし──次の瞬間、耳たぶまで真っ赤にしてバタバタ手を振った。

「い、いきなり何だよぉ！　す、す、好きだとか何だとか──全然関係ないよ！　ぼくは、ただ──」

「お黙だまりっ！　このラブコメ小こ僧ぞう」

「ラブ………」

　弟に指を突きつけ、ユピテルはここぞとばかりにまくし立てた。

「ぜーんぶ、彼女に聞いたわよぉ。あたしの意識が眠ってるのをいーことに、あんたたち公園でデートなんかしてイチャついてたそーじゃないの。その挙あげ句に、ナニ？　姉のあたしをさしおいてファーストキスですってぇ？　世が世なら、大たい逆ぎやく罪ざいモノよ！」

「ファ、ファーストキスだなんて──違うよぉ！　ぼくらは、別に……」

「ま、可か愛わいい弟の初恋だもの、姉としては応援したげるべきなんでしょーけど。いくら何でも、今のままじゃーマズいわよねえ……彼女があたしン中にいると、一歩間違えたら近きん親しんソーカンになっちゃうしぃ」

「き、きんしん……!?」

　絶句して目を白黒させるラッセル。

　ユピテルは澄すました顔でスカートの裾すそに着いた草を軽く払い、その場からてくてく歩き始めた。

（あ～あ。いつまで経たってもコドモなんだからぁ。メルティア、あんたもホントにいいのぉ？　こんな頼たよりない弟に運命託たくしちゃうなんてぇ）

〈何を言う。これが、この子のいいところさ。わたしだって護まもりがいがあるよ〉

「あーはいはい。ごちそうさまっ」

「誰だれと話してるの、姉さん？」

「うふふ、内ない緒しよ。……さてと。宿に帰ったら、朝ご飯食べてさっそく出発の準備よ」

「出発って……どこに行くの？」

「決まってるじゃない、次の旅よ！　ゼルファナスの『遺い産さん』についての手がかりも得られたしね。彼女に──メルティアに、本当の身体からだをプレゼントしてあげたいんでしょー？　さ！　忙いそがしくなるわよぉ」

「ほ、ホント？　ホントにいいの？　姉さん、あんなにメルティアのこと嫌きらってたのに」

「身体ン中に、いつまでも居い候そうろうおいとくわけにも行かないしねー。それに──」

　少女は振り返り、軽くウィンクした。

「彼女とは、別人としてもう一度会ってみたいのよ。あたしもね！」







　数日後の昼下がり。

　サブナックを護る城じよう壁へきの入り口付近に、五十両余あまりの大型輸送馬車が列をなして出発準備を整ととのえていた。

　都市間交こう易えきのために商人たちが主しゆ催さいする合同馬車隊である。

「この馬車隊はアッザムの街まちに行くんだろ？　乗せてってくれないか」

　放り上げられた銀貨を器用に片手で受け止めた馭ぎよ者しやは、野や戦せん服ふく姿の若い男をじろりと見下ろし、無ぶ愛あい想そうに告げた。

「客車じゃねーから乗り心地は悪いぞ。ガタガタぬかしやがったら、擬ぎ獣じゆうの巣すの前でおっぽり出すからなっ」




　天てん蓋がい付き貨車の中は商品を梱こん包ぽうした木箱が所狭せましと積み上げられていたが、幸さいわい後部の三分の一ほどのスペースは空あいていた。

「やれやれ……高級宿並なみの料金を払って、倉庫に寝ね泊とまりかよ」

　アルノーは口に出してぼやきながら、そのくせ慣なれた仕草で荷物と武器を木箱の上に放り投げ、床ゆかに腰を下ろした。

　天蓋付近の窓から差し込む陽ひ射ざしが、薄暗い貨車の中央あたりに暖かそうな日ひ溜だまりを作っている。

（今日も……いい天気だな）

　窓から紛まぎれ込んだのか──日溜まりの上でじゃれ合うように飛ぶ二匹の小さな蝶ちようを見た時、アルノーはふとユピテルのことを思い出し、泣きたいような気分に駆かられた。

　やがて出発の時刻が近づいたのか、馭者同士が大声を張り上げ、何事か合図を交かわし始める。

　ガタン、と車体が揺れ、馬車がゆっくりと動き出す気け配はい。

　だが、再ふたたび停止したかと思うと、

「きゃああああ！　待って待って待ってえ──っ！」

　入り口の天てん幕まくを跳はね上げ、けたたましい声と共に小さな人影が二つ、アルノーのいる貨車の中に転がり込んできた。

「あーっ間に合ったあ！……んもうラッセル、あんた走るの遅いわよ！」

「そ、そ、そんなこと言われたって──」

　床に手をつき、ぜえぜえ全身で息をつきながら少年が反論する。

「も、元はと言えば、ね、姉さんが寝坊するから──」

「何ですってえ？　あたしが悪いってゆーのっ!?」

　そこまで言いかけたユピテルは、ふと車内にいる先客に気づき──

「あーっ、アルノー!!」

「おまえ……ユピテルかっ!?」

「わーいラッキー！　あんたもアッザムの方に行くのね？」

「…………」

　大きな瞳ひとみを輝かがやかせて走り寄り、目の前にぺたんと座すわり込んだ少女を、アルノーは呆気あつけに取られた表情で見つめていた。

「やだっ、そんな目で見ないでよぉ。あたしはちゃーんと生きてますって。えへっ」

「よ……よかった……」

　それだけつぶやくと、アルノーは深いため息をついて背はい後ごの壁かべにもたれかかった。

　そんな彼を、ユピテルはもの言いたげな上うわ目め遣づかいでじっと見ていたが、やがて耐えきれなくなったように、

「ね、ね、ね。聞かないの？　メルティアのこととか、あの巨人のこととか──あたしが、どーして無ぶ事じに生きてるのか、とかぁ」

「ま、興きよう味みがないと言えば噓うそになるけどなぁ……秘密にしておきたいなら、無理には聞かないぜ。俺は……おまえらが無事でいたってだけで充分だから」

　肩の荷を降ろしたようなさっぱりした顔つきで、アルノーが言う。

「そんなのダメッ！　誰だれかに話したくてウズウズしてるのーっ!!　だってねー、弟とメルティアが公園で──」

「やめてよ姉さん！　それだけは誰にも言わないでって頼たのんだじゃないかーっ!!」

　と、泣きそうな顔でラッセル。

「まあ、落ち着けよ二人とも。どうせアッザムまでは三日はかかるんだ──積もる話は、その間にゆっくり聞くさ」

　アルノーは苦笑しながら姉弟をなだめたが、ふと思い出したように、

「その前に、一つだけ……『彼女』は、まだ居いるのかよ？」

「うん。あたしの中にね」

「そうか……そりゃあ、たいへんだな」

　傭よう兵へいは独ひとり言ごとのようにつぶやき、うなずいた。

「メルティアはね、自分が入るはずだった本当の身体からだを捜してるのよ。あたしはその間のつなぎで……ま、大おお家やと店たな子こってとこかな？」

「なあ、ユピテル……後こう悔かいしてるんじゃないか？　家を出たこと」

「家出のバチが当たったってこと？　う～ん、そうかもねぇ……」

　傍かたわらのラッセルが申し訳わけなさそうに俯うつむく。

　ユピテルはいたずらっぽく笑って弟の頰ほおをちょんとつついた。

「でもね、そう嫌いやな気分でもないのよ。だって、今までは家から──父さんから逃げ出すための旅だったけど、これからは何かを捜すための旅に変わったんだもの。『彼女』が、メルティアが本当の自分を捜したいってゆーのなら、そいつにとことんまでつき合ってみたくなっちゃったの」

　大きく貨車が揺らぎ、微かすかに押し戻もどされるような加速感。

　馬車が本格的に走り出したのだ。

　少女は窓を見上げ、顔に当たった陽射しに思わず目を細めた。

「やっぱり……目的がなくちゃ面おも白しろくないもんね。旅も人生も」




　馬車隊はいつしかサブナックの都市圏けんを抜け、穏おだやかに風の吹き渡る西の草原にさしかかっていた。

　百年以上前の時代には豊かな農村や貴族の荘しよう園えんが広がり、そしてつい二十年ほど前までは擬ぎ獣じゆうの跋ばつ扈こする地じ獄ごくと呼ばれた辺境の地──。

　ただし楽園と呼ぶも地獄と恐れるも、それはあくまで人間の主観に過ぎない。

　若じやつ干かんの生態系の変化に目をつぶれば、緑の海うな原ばらのごとく波立つ草原も、そこにさんさんと降り注そそぐ午後の陽光も、数百年来変わらずそこに在あった光景である。

　いつの時代のものか──朽くち果てた巨大な生物の骨格が草に埋もれ、そのすぐ傍かたわらでは狙そ撃げき銃じゆうにもたれかかった騎き士しの骸がい骨こつに蝶ちようの群むれがまとわりついている。

　真っ黒に焼け焦こげ、半なかば踏み潰つぶされた装甲車の残ざん骸がいは、比ひ較かく的近年のものだろう。

　見渡せば、草原のあちこちに累るい々るいと横たわる、人と擬獣と兵器の骸むくろ。

　永遠に弔とむらわれることもない、無数の墓ぼ標ひように見送られながら──。

　それでもなお生きることを諦あきらめようとしない人間の強さと愚おろかさを頑かたくなに主張するように、馬車の列は次なる街まちを目め指ざして草の海を進んで行った。
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　いや～お久しぶり。作者の対馬つしま正まさ治はるです。

　……えー、何かあちこちで「誰だれそれ？」「記き憶おくにないわね」なんて声が上がってるようですが……。

　無む理りもないことです。何しろ前作からかれこれ二年近くも間が空あいていますから。

　首を長くして新刊を待ってて下さった方（いるのか？）、たいへんお待たせしました。

　今回初めて対馬の本を手に取って頂いただいた方、どうも初めまして。

　初しよ見けんの方のために簡かん単たんに略りやく歴れきなど紹介しますと──




　平成八年、富士見ファンタジア文庫『エルネミアの棺ひつぎ・異相界の凶獣』でデビュー。

　その後、若じやつ干かんの充じゆう電でん期き間かんを経へて二冊目（この本ですね）を上じよう梓し。




　以上っ！　……ホントに簡かん単たんだな。

　それにしてもこの二年、いったい何をやってたのか？

　対馬はもの書きですが、その実じつ勤つとめ人を装よそおって世間を欺あざむく極ごく悪あく人にんでもあります。

　日ひ頃ごろは偽いつわりのスーツに身を包んでオフィス内に潜せん伏ぷくし、端たん末まつの前で適てき当とうにキーボード打って仕事する「振ふり」をしとります。もちろん頭の中では小説の構こう想そうを練ねったりアイデアを膨ふくらましたり、小説とは全然関係ない妄もう想そうに没ぼつ入にゆうしたりしてます。

　しかしあくまで「擬ぎ装そう」とはいえ──週五日、朝八時半から夕方五時まで会社で過ごしてると、時々ふっとホントのサラリーマンになったような気もしてくるな。

　デスクでぼーっとしてるだけなのに、なぜか月末になると給料が頂けます。おおっ、盆ぼん暮くれにはボーナスまで出るぞ？　やあ、不思議不思議。

　……こーゆー世間をナめきった輩やからは、ある日突とつ然ぜん犯はん罪ざいに走ったり小説家になったりして親を泣かせるので、くれぐれも注意するように。

　ま、それはともかく──

　当初『エメラルド・タブレット』なる仮題で書き進めていた本作『わたしの中の魔獣』。

　企画そのものは一年以上前から立ち上がってたんですが、あれこれと設せつ定ていを変へん更こうしたりプロットを組み直したりしている内にいつのまにか時間が過ぎ去ってしまいました。

　そのためか元々はオーソドックスな「剣と魔法」ものだったはずが何い時つの間にやら「銃と疑似科学」の世界に変へん貌ぼうしたり、主人公が女の子になったりと内容が二転三転し、入稿したいま改めて一年前の設定書を読み直してみると──

　わははは。全然違うハナシでやんの。

　主人公のユピテル嬢じようについて、当初の設定では主人公（男だった）の幼なじみ、という位置づけでした。

　可愛くて明るくて、おてんばだけどちょっぴり健気けなげで──とまあありがちなヒロインだったわけですが、稿こうを重ねるうちに何だか性格がおかしく……いやキャラが立ってきて、ついに主役の座をもぎとった本作では家庭内暴力に走るわ泥でい酔すいして男を襲おそうわとまさにやりたい放題です。

　弟のラッセル君も苦労が絶たえません。次回作でも彼は苦労することでしょう（笑）。

　もう一人（？）の主役というべきメルティアですが、これがまた登場する度に姿形が変わっていくという落ち着きのないヤツ（イラスト担当の方、すんません）。

　個人的には等身大の戦せん闘とう形けい態たい（１章から登場するヤツね）が気に入ってるんですが。多分にＣＧの３Ｄモデルを意識したキャラで、ああいう無機質な感覚をファンタジーの文ぶん脈みやくで表現するのに苦労しました。

　ちなみに本編中に出てくる蝗いなごの相そう変へん異いの話は事実ですが、ホモ・ファルサスの変身能力と比ひ較かくするのはいささか強引すぎます。わざわざこんなエピソードを引き合いに出したのも、本編の中であんまり「ヘンシン」という単語を乱発したくなかったというだけの理由ですが（かといって「擬ぎ態たい」や「変へん態たい」じゃあ、ちょっと……）。

　こーゆうつまらない所にこだわってるから本が遅おくれるんだよな。

　ストーリーについては、まー相変わらずＳＦ・ファンタジー・怪獣映画のごった煮にですね。

　前作に比べて猟りよう奇き色しよく、というかＢ級ホラーのテイストが色いろ濃こく出てますが、作者は学生時代コリン・ウィルソンの「殺人百科」や少女ホラーコミックの草分けとなった朝日ソノラマの「ハロウィン」やらを愛読してた変態なんで、まあこういうのもアリです。

　ラストの方に「口径二〇ミリの対擬獣ライフル」なんて妙みような武器が出てきますが、これはいちおう第二次世界大戦時にドイツで開発された対戦車ライフルをモデルにしてます。

　現実には、三百メートルも離はなれると威い力りよくガタ落ちだったらしいですが……。

　ひたすら映画的スペクタクルを追求した前作に比べると、今回はＴＶドラマ的というかより個々のキャラクターの内面に主眼をおいた構成になってます。

　そのため物語の中ではまだまだ多くの謎なぞを残したまま幕まくを引いてますが、これはあくまで「シリーズ第１作」ということでお許しを。

　イラストは『異相界』でも本文の挿さし絵えを担当して下さった小お河が原はら亮りようさん。前回は土ど壇たん場ばのイラストレーター交こう代たいのためずいぶんご苦労をおかけしました。今回のラフを拝見しましたが、私のイメージ通り──いやそれ以上のキャラクターたちに感激しています。

　さて先にも書いたとおりこの物語は今後もシリーズ化の予定。

　充電期間が長かった分、今年はひとつ本腰を入れて執しつ筆ぴつに専せん念ねんしていくつもりですので、ぜひとも応援のほどよろしくお願いいたします。

　そうそう。対馬の前作『異相界の凶獣』が残部大量（笑）につき、よろしかったらそっちも読んでみて下さいね（営業、営業）。
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